
愛
知
県
理
学
療
法
白
書

あ
い
ち
２
０
１
８

― 

理
学
療
法
に
お
け
る
公
益
性
と
学
術
の
深
化 

―

公
益
社
団
法
人 

愛
知
県
理
学
療
法
士
会

愛知県理学療法白書
あいち 2018

― 理学療法における公益性と学術の深化 ―

公益社団法人 愛知県理学療法士会



巻頭言　…………………………………………………………………………　鳥山　喜之	 １

第一部　公益社団法人　愛知県理学療法士会の現状と課題
　愛知県理学療法士会最近３年間の総括　…………………………………　坂口　勇人	 ５
　　Ⅰ．事務局　………………………………………………………………　星野　　茂	 ６
　　　１．総務部　……………………………………………………………　池野　倫弘	 ６
　　　２．調査資料部　………………………………………………………　伊藤　直樹	 ９
　　Ⅱ．職能局　………………………………………………………………　近藤　達也	 10
　　　１．業務推進部　………………………………………………………　石田　悦二	 11
　　　２．倫理保険業務部　…………………………………………………　宮嵜　友和	 14
　　　３．予防事業推進部　…………………………………………………　林　　尊弘	 15
　　Ⅲ．社会局　………………………………………………………………　熊澤　輝人	 17
　　　１．社会部　……………………………………………………………　石田　智大	 17
　　　２．健康福祉部　………………………………………………………　竹内　有三	 18
　　　３．小児福祉部　………………………………………………………　鵜飼　宏和	 21
　　　４．広報部　……………………………………………………………　清島　大資	 22
　　　５．ニュース編集部　…………………………………………………　後藤　亮吉	 23
　　Ⅳ．ブロック局　…………………………………………………………　都築　　晃	 24
　　　１．名古屋ブロック　　　　　
　　　　　　名古屋北　………………………………………………………　上田　周平	 25
　　　　　　名古屋西　………………………………………………………　長谷川隆史	 26
　　　　　　名古屋南　………………………………………………………　加藤　正樹	 27
　　　　　　名古屋東　………………………………………………………　神邊　俊宏	 28
　　　２．尾張ブロック
　　　　　　尾張北部　………………………………………………………　磯村　隆倫	 29
　　　　　　尾張中部　………………………………………………………　宮原　利博	 30
　　　　　　尾張西部　………………………………………………………　浅井　絵美	 31
　　　　　　尾張東部　………………………………………………………　日比野幹成	 32
　　　３．西三河ブロック
　　　　　　西三河北部　……………………………………………………　村田　元徳	 34
　　　　　　西三河南部　……………………………………………………　酒井　元生	 35
　　　４．東三河ブロック　…………………………………………………　伊藤　　淳	 36
　　　５．知多ブロック　……………………………………………………　畔上　和久	 37
　　Ⅴ．リハビリテーション情報センター　………………………………　星野　　茂	 39
　　Ⅵ．組織委員会　…………………………………………………………　熊澤　輝人	 41
　　Ⅶ．表彰委員会　…………………………………………………………　西山　知佐	 44
　　Ⅷ．災害対策委員会　……………………………………………………　嶋津誠一郎	 45
　　Ⅸ．地域包括ケア推進委員会　…………………………………………　都築　　晃	 47
　　Ⅹ．男女共同参画等検討委員会　………………………………………　三宅わか子	 49
　　Ⅺ．選挙管理委員会　……………………………………………………　江本　達也	 51
　　Ⅻ．愛知県訪問リハビリテーション連絡協議会　……………………　梅田　典宏	 52

目 次



第二部　特定非営利活動法人　愛知県理学療法学会
　愛知県理学療法学会 2015 ～ 2017 年度の総括　…………………………　青木　一治	 57
　　Ⅰ．事務局
　　　１．広報部　……………………………………………………………　野々垣　聡	 59
　　Ⅱ．学術局　………………………………………………………………　金井　　章	 60
　　　１．学術大会部　………………………………………………………　海野　光信	 60
　　　２．研修部　……………………………………………………………　山下　　豊	 62
　　　３．学術誌編集部　……………………………………………………　太田　　進	 62
　　Ⅲ．教育局　………………………………………………………………　森嶋　直人	 65
　　　１．生涯学習部　………………………………………………………　松田　文浩	 65
　　　２．専門領域研究部　…………………………………………………　瀧　　昌也	 66
　　Ⅳ．組織委員会　…………………………………………………………　江口　雅之	 69
　
第三部　会員個人の現状
　Ⅰ．目的　………………………………………………………………………………………	 73
　Ⅱ．対象　………………………………………………………………………………………	 73
　Ⅲ．方法　………………………………………………………………………………………	 73
　Ⅳ．調査項目　…………………………………………………………………………………	 73
　Ⅴ．結果　………………………………………………………………………………………　	73
　　１．会員属性　………………………………………………………………………………	 73
　　２．所属機関の状況　………………………………………………………………………	 76
　　３．会員における生涯教育の状況　………………………………………………………	 78

第四部　医療・介護におけるリハビリテーションの現状
　Ⅰ．目的　………………………………………………………………………………………	 83
　Ⅱ．対象と方法　………………………………………………………………………………	 83
　Ⅲ．調査項目　…………………………………………………………………………………	 83
　Ⅳ．結果　………………………………………………………………………………………	 83
　Ⅴ．資料　………………………………………………………………………………………	 101
　　１．アンケート用紙　………………………………………………………………………	 101
　　２．今回協力のあった病院または診療所　………………………………………………	 107

白書委員会　名簿　………………………………………………………………………………	 141



−	1	−

巻　頭　言

公益社団法人　愛知県理学療法士会　
代表理事　鳥山　喜之

　公益社団法人の社会的存在として、最低限の法令遵守や社会的貢献といった責任を果たすだ
けでなく、住民や地域、社会の顕在的・潜在的な要請に応え、より高次の社会貢献や配慮、情
報公開や交流を自主的に行わなければなりません。そのためには、事業目的を明確にし、健全
で継続した法人の運営に心掛けなければなりません。
　また、公益法人は、営利を目的とせず、公益を目的に積極的に不特定多数のものの利益の現
実を行い、また、法人関係者（役職員、会員等）のみの利益を目的とせず「学術、技芸、慈善
その他の公益に関する事業で、不特定かつ多数の者の利益の増進に寄与するもの。」と定義さ
れています。
　この白書は、過去 3年間の当会並びに特定非営利法人愛知県理学療法学会の事業活動や運営
内容、また、急性期・回復期・生活期リハビリテーション並びに小児リハビリテーションの現
状について調査しまとめ、両法人の現状と今後の課題について広く一般市民、行政並びに関係
団体等に理解していただくために発刊いたしました。
　さて、わが国は少子高齢化という深刻な問題で、総人口が減少する中で高齢者が増加するこ
とにより高齢化率は上昇を続け、平成 47（2035）年に 33.4％で 3 人に 1 人となります。平成
54（2042）年以降は高齢者人口が減少に転じても高齢化率は上昇を続け、平成 72（2060）年
には 39.9％に達して、国民の約 2.5 人に 1 人が 65 歳以上の高齢者となる社会が到来するとい
われ、また、総人口に占める 75 歳以上人口の割合も上昇を続け、いわゆる「団塊ジュニア」（昭
和 46（1971）～ 49（1974）年に生まれた人）が 75 歳以上となった後に、平成 72（2060）年
には 26.9％となり、4人に 1人が 75 歳以上の高齢者と超高齢化社会を迎えようとしています。
　また、「高齢者の生活と意識に関する国際比較調査」によると、「介護や福祉サービス」と「高
齢者向けの住宅」を重視する人が増加。身体機能が低下して介助が必要となった場合でも、自
宅に留まりたい人が７割弱もいます。その一方、大都市部での独居老人が増加、孤独死などの
社会問題なども発生しています。
　このような背景より、国は、2025 年を目処に、高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援を目
的に、可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができる
よう、地域の包括的な支援・サービス提供体制（地域包括ケアシステム）の構築を推進してい
ます。
　我々理学療法士は、急性期病院や回復期リハビリテーション病院を初め、介護老人保健施設、
訪問看護ステーションなど、リハビリテーションを提供する事により、「人間の生き方や社会
と深く関わる」仕事をしています。また、当会の事業として、障害児、障害者の社会参加や地
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域の人々がもっと元気で長生きできる社会を作れるよう「ウェルフェア事業の参加、風船バレー
ボール大会、スポーツ傷害予防講座の開催、小児領域地域リハビリテーション連続講座、並び
に、こどもの福祉機器展（チャレンジドフェア）」等の社会活動も行っております。
地域包括ケアシステムの構築の中、リハビリテーション専門職として、地域リハビリテーショ
ンの推進、地域医療・介護の連携ならびに介護予防における理学療法士の役割は重要であると
認識しております。
　最後に、この白書によって、愛知県下の理学療法士の現状と課題について、一層ご理解を深
めていただければ幸いです。



第一部　公益社団法人　愛知県理学療法士会の現状と課題
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愛知県理学療法士会最近3年間の総括

副代表理事　坂口　勇人

　2015（平成 27）年度から 2017（平成 29）年度までの 3年間の愛知県理学療法士会（以下、士会）
の活動の概略を報告します。
　公益社団法人として 2年目となる 2015 年度は外に向けた活動の年でした。士会の新たな試
みとして、医療介護総合確保基金事業の平成 27 年度追加事業を愛知県に提案しています。こ
の事業はまさに地域包括ケアシステム推進を後押しする事業であり、リハビリテーション専門
職種にとって最優先課題と認識するものでした。県も士会の意向を理解し採択していただきま
した。他団体への働きかけとしましては、作業療法士会、言語聴覚士会と、（三士会における
地域包括ケアシステム構築をはじめとする）リハビリテーション推進協力に関する協定書を締
結しました。このように公益社団法人として外部への発進が盛んに行われた年でした。
　2016（平成 28）年度は、前年より手掛けた補助金対象事業の維持拡大と活動充実の年でした。
また、三士会協力のもと「地域リハビリテーション専門職介護予防指導者育成事業」を各地で
開催いたしました。この年の重大ニュースとして、全国と愛知県でそれぞれにご紹介したいこ
とがあります。全国では、自民党公認の小川克己先生が参議院選挙において当選されました。
与党議員として国会に理学療法士の声が届くことは、今後の我々の活動に大きく反映されるこ
ととなりました。愛知県では、鳥山喜之代表理事が第 68 回愛知県表彰を受賞されました。県
内の理学療法士としては初受賞であり、大変名誉な受賞で愛知県庁講堂におきまして大村秀章
知事より直接表彰を受けました。公益社団法人となり県民への保健、医療および福祉の発展に
寄与する功績が世間的に認められた証しであり、士会活動の意義を確認し、更なる発展に向け
て意識統一するよい機会となりました。
　公益社団法人として 3年を終え、4年目を迎える 2017 年度は士会が現状に沿ってより動き
やすくなるように組織改編しました。また、新組織として、“リハビリテーション情報センター”
を設置しました。組織を再構成するのは非常にエネルギーがいることで、代表理事や事務局長
をはじめ携わった先生方に敬意を表します。活動の詳細は後の頁にてご確認いただきたく存じ
ます。リハビリテーション情報センターは、始まったばかりの事業ですので、今後の活動を温
かく見守りながら、軌道修正や事業拡大へのご意見等をいただければ幸です。
　県民の皆さまには、士会活動にご理解ご賛同いただくことをお願いし、個、組織ともに、そ
の期待に応えられるよう成長していくことをお誓いして総括とさせていただきます。
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事務局　局長　星野　茂

１）概要
　2015 年度～ 2017 年度事務局体制は総務部・財務部及び 2017 年度から組織改編にて調査
資料部を加え 3部にて組織しています。
　業務内容は会員管理、理事会・総会等各種会議の開催、新入会オリエンテーション・施設
代表者会議などの諸事業、日本理学療法士協会他団体等の連携窓口を総務部、会費等財務会
計管理を財務部、会員管理システム等の管理を調査資料部にて担当しています。
　2017 年度には公益法人認可後、初の立ち入り検査の実施、2015 年度からは愛知県からの
委託及び補助事業の請負など、法令遵守の元運営をおこなってきました。また、関連団体で
ある日本理学療法士協会との連携を強化し地域包括ケアシステムの推進など国策に準じた活
動の展開を強化しました。

２）今後の課題
　会員数の増加は、まだまだ続いており今後も会員管理、情報共有に向けた取り組みの推進
を含めた事務局強化は必要とされます。事務員の増員や理学療法士資格を持つ事務局員また
は専従役員の雇用も視野に入れる必要があります。また、各ブロック・市区町村における事
務作業ができる体制作りも検討していく必要があります。
　会費収入を中心の運営も財政安定に向けた、収益事業や委託事業の増加に向けた取り組み
も課題としてあげられます。

事務局Ⅰ

１．総務部
総務部　部長　池野　倫弘

１）概要
　総務部は事務局下において組織され、各部署における事業の情報を取りまとめています。
また、会員情報の管理（異動、休会、退会等）、郵送文書開封・整理、公文書の発信・保管、
会員や関係団体等からの問い合わせ対応、会議（理事会、総会等）開催時の資料準備・議事
録作成などの業務を担っています。

２）会員動向
　2015 年度から 2017 年度の会員動向について各期末時総会員数は、2015 年度 5,048 名、
2016 年度 5,071 名、2017 年度 5,473 名であり 3年間で 400 名強の増加をしています。新入会
員数は、2015 年度 468 名、2016 年度 430 名、2017 年度 569 名でした。（図Ⅰ－1）
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　平均年齢は 2017 年度末で男性 33.8 歳、女性 32.9 歳で男女比率は男性 61.5％女性 38.5％で
やや男性が多い結果となっています。（図Ⅰ－2）

図Ⅰ－ 1　総会員数の推移

図Ⅰ－ 2　2017 年度男女・年齢別会員数
	
３）活動内容
　⑴通常業務

　各部署における事業情報の取りまとめについては、各事業の実施において提出される計
画書・報告書等の資料の確認・保管を行っています。
　会員情報の管理は、公益社団法人日本理学士協会（以下、協会）による一元管理となっ
ています。新入会、異動、休会、退会、会員情報の変更等の受付についてはすべてインター
ネット上での手続きとなっています。本会会員の情報を協会より取得して事業運営を行っ
ています。会員動向に関する情報は士会ニュースにも掲載して広報をしています。
　郵送文書開封・整理については、各関係機関からの郵便物を開封して整理し、各担当部
署への伝達をしています。
　公文書の発信・保管については、各関係機関への公文書の発行・郵送、発行した公文書
の管理・保管をしています。
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　会員や関係団体等からの問い合わせ対応については、会員や各関係機関からの電話・郵
送等での問い合わせに対応し、必要に応じて各部署への連絡をしています。
　会議（理事会、総会等）開催時の資料準備・議事録作成については、隔月で開催される
理事会や毎年開催される総会について、会場の手配、出席の確認、理事の委任状の集約、
各議題・報告事項について集約をして、当日の資料作成、開催後の議事録の作成を行なっ
ています。
　なお、平成 29 年度より事務局下に資料調査部が創設され、本会におけるグループウェ
ア（サイボウズ）の管理や、研修等に使用する入退室システム PCにおけるメンテナンス
業務等の引き継ぎを行ないました。

　⑵新入会員オリエンテーションの実施
　毎年 4月下旬頃に、新入会希望者へのオリエンテーションを実施しています。例年 300
名以上の参加者があり、本会や協会の活動について説明をしています。

　⑶施設代表者会議の実施
　毎年、総会と同一日に施設代表者会議を実施しています。本会や協会の方向性や意向に
ついて説明をし、代表者からの意見を直接お伺いする良い機会となっています。

　⑷リハビリテーション専門職協議会の開催
　2017 年度より、本会、一般社団法人愛知県作業療法士会、言語聴覚士会の 3団体でリ
ハビリテーション専門職協議会を開催しています。年に 3回程度、3団体で協力可能な事
業の検討や今後の 3団体の方向性等について協議をしています。

３）3年間の変遷と今後の課題
　⑴地域医療介護総合確保基金による事業実施

　2015 年度より地域医療介護総合確保基金（医療分・介護分）により県からの委託事業・
補助事業を受託するようになりました。本会では県から事業委託をされるのは初めてで、
これにより県との連絡機会が大きく増え、行政との連携が大きく増えました。
　今後は渉外活動の強化が必要とされます。

　⑵一般社団法人愛知県作業療法士会、言語聴覚士会との連携
　2017 年度よりリハビリテーション専門職協議会が発足され、一般社団法人愛知県作業
療法士会、言語聴覚士会とは 2015 年 6 月に 3団体にて協定をされて以来、県からの委託
事業も含めて関係が密接になっています。

　⑶規約等の整備
　公益社団法人化となり、整備が不十分だった本会の規約等の整備を進めました。
　今後も状況を鑑み、継続して整備の推進が必要となります。

　⑷備品の一元管理
　これまで各部局へお願いをしていた備品の管理や保管を、事務局による一元管理へと移
行しました。
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　今後も管理業務の強化が必要となります。
　⑸会員数の増加への対応

　571 名（11％）の会員数の増加があり。その対応を進めました。
　今後も会員数の増加が見込まれるためその対応が必要となります。また、組織率の維持
のために広報部等とのさらなる協力が必要となります。

　⑹年会費支払い方法の変更における対応
　2017 年度に協会において年会費支払い方法の変更があり、その対応を進めました。

　⑺自宅会員への対応
　自宅会員の割合が増加し、会員の所属施設等の把握が困難となってきていたため、会員
への印刷物発送の方法等を変更して、施設会員への移行を促しました。

　⑻　部局変更の対応
　部局の創設等における対応を行いました。
　今後、特定非営利法人愛知県理学療法学会との業務分担等が想定されるため、その対応
が必要となります。また、事業の増加における各部局の業務負担が増加しているため、事
業における作成書類のスリム化等の業務負担軽減を検討する必要があります。

　⑼事務局機能の強化
　会員数の増加、実施事業の増加等により事務局における業務も増加しています。職員の
雇用等も含めて検討していく必要があります。

調査資料部　部長　伊藤　直樹

１）概要
　2017 年度の組織改編にて調査資料部が発足しました。
　業務内容は、会員管理システムの管理、会員へのメール配信の整備、各部局が行った事業
の記録・データ管理、IT化の促進などの業務を担っています。また、入退室管理システム
の管理も行っています。

２）今後の課題
　会員に向けて、様々な情報を迅速に提供できるような情報共有ツールの構築や公益社団法
人愛知県理学療法士会の運営をよりスムーズにするための IT化は必須です。時代の流れに
応じた様々な技術を導入し、円滑な運営を検討していきます。

２．調査資料部
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職能局　局長　近藤　達也

１）概要
　職能局は 2016 年度までは「業務推進部」および「保険部」の 2部で活動してまいりました。
2017 年度より「業務推進部」、「倫理保険業務部（保険部より改称）」あらたに「予防事業推進部」
が加わり 3部での活動がはじまりました。
　業務推進部は、理学療法士の業務・身分・職域などに関する事柄を扱う部で、業務管理者
の育成を目的とした研修会などの開催しており、会員外の方々にも枠を広げております。
　倫理保険業務部は、診療報酬、介護報酬だけでなく、法等法令・省令や倫理に関わる説明
会や研修を行っております。また、喀痰吸引研修会も開催しております。
　予防事業推進部は、これまで業務推進部が運営していました地域包括ケア推進リーダー、
介護予防推進リーダー導入研修を移行しました。また、愛知県の委託事業における研修を開
催しております。
　職能局では、今後も現職者が欲する研修が実施できるよう３部が協力して運営してまいり
ます。	

２）活動内容
　⑴業務推進部
　　①業務推進部研修事業
　　　リハビリテーション専門職の職域と社会保障制度
　　②協会指定管理者研修（初級）
　　③職域別管理者ネットワーク構築事業　
　　　第 4回	ADL維持向上等体制加算に関する研修会
　　④施設代表者会議　士会主催マネジメント研修
　　⑤職域別管理者ネットワーク構築事業　
　　　・職域別管理者ネットワーク研修会（生活期）
　　　・職域別管理者ネットワーク研修会（地域包括ケア病棟）
　　　・職域別管理者ネットワーク研修会（回復期）
　　　・職域別管理者ネットワーク研修会（急性期）
　⑵倫理保険業務部
　　①職能局研修会・新人歓迎懇談会　
　　　テーマ：『理学療法士の今後について』理学療法士の倫理と法令遵守
　　②喀痰吸引研修会 2～ 3回 /年　
　　③チーム医療推進研修会　

職能局Ⅱ
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　　④診療報酬介護報酬同時改定説明会
　　⑤医療保険・介護保険Q＆A　
　⑶予防事業推進部
　　①地域包括ケア推進リーダー・介護予防推進リーダー人材育成研修会（業務推進部からの

変更）　
　　②地域包括リーダーアドバンス研修会（業務推進部からの変更）　
　　③地域リハビリテーション専門職介護予防指導者育成事業（地域包括ケア推進委員会から

の変更）　全体研修会 2回、地区研修会 5回（名古屋地区、尾張地区、知多地区、西三
河地区、東三河地区）

３）今後の展望
　理学療法士は現在よりも多くの会員の方々が管理をする立場になると思います。そこで新
たな研修を検討して、実施することで求められる人材となっていただけるように進めてまい
りたいと思います。

業務推進部　部長　石田　悦二

１）活動内容
　2015（平成 27）年度は、従来の研修事業ならびに各推進リーダー導入研修に加えて、愛
知県の「地域医療介護総合確保基金を活用して実施する事業」における「地域リハビリテー
ション専門職介護予防指導者育成事業」を担当することとなり、事務局ならびに地域包括ケ
ア推進委員会の協力のもと全体会および地方会を 6回開催しました。
　2016（平成 28）年度は、日本理学療法士協会が挙げた“地域医療ビジョン”と“地域包
括ケアシステムに対応するための士会組織強化事業”の一つである「協会指定管理者研修（初
級）」を事務局の協力のもと施設代表者会研修会と合わせて開催しました。県内から多くの
施設代表者（役職者等）である会員の方々に参加いただき、これによって愛知県士会会員に
おける「協会指定管理者（初級）」の取得者が約 300 名となり、全国第 3位の取得者数とな
りました。
　また研修事業・各推進リーダー導入研修については、研修事業を 2回、各推進リーダー導
入研修については地域包括ケアシステムへの対応と会員の皆様からの要望もあり、回数を増
やして開催し多くの会員の方が取得されました。
　2017（平成 29）年度は公益社団法人となり 4年目を迎えました。それまでの 3年の間で“会
員の資質向上”に加えて、“地域包括ケアシステムの推進と行政との連携”“士会組織強化事
業”と担当する事業も多岐にわたるようになりました。そのような経緯から当士会ではより
迅速かつ円滑に対応できるように部局別組織改編が行われ、職能局は新たに「業務推進部」「倫

１．業務推進部
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理保険業務部」「予防事業推進部」の 3部の構成となりました。
　それにより当部では引き続き“会員の資質向上”と“士会組織強化事業”を担うこととな
り、「管理者（役職者等）の育成」と「職域別管理者ネットワークの構築」を主な事業とし
て進めています。

２）今後の課題
　前回の白書から 4年が経過をしましたが、この間にも会員数の増加と職域の拡大は続いて
います。また地域包括ケアシステムの構築については、地域ごとに取り組みや整備が着実に
進みつつあります。
　しかし会員数が増えて職域も拡大し地域や行政から期待される一方で、若い世代の爆発的
増加・業務過多・人材育成不足などによる「質の低下」が危惧されており、業務推進部とし
てもこの「質の低下」を課題として捉えています。
　そしてこの課題を解決するには中堅以上の役職者の方々の人材育成が重要であると考え、
その具体的方法として取り組んでいくのが前述した「管理者（役職者等）の育成」と「職域
別管理者ネットワークの構築」です。
　地域やブロックでのネットワークを“縦の繋がり”とするならば、「職域別」は“横の繋
がり”です。すなわちその目的は、地域の枠を超え当士会内で共通の職域に属している医療
施設や介護サービス事業所等の管理者（役職者等）の方々で連携体制をつくることであり、「職
域ごとに特化した質の向上に向けた取り組みをしていくこと」と「円滑な情報共有などの役
割を管理者（役職者等）の方々で担っていただくこと」を目指し、“質の向上と維持”を図っ
ていきます。
　今後も理学療法士が職場や地域社会において更に活躍していくためには、様々な職域にお
いて常に社会的責任を意識して役割を果たしていくことが重要なことは言うまでもありませ
ん。そして、その姿勢を保ち具体的な行動として表していくことが理学療法士の「質の向上」
＝ブランド力の向上となり、延いては社会的貢献につながっていくと考えています。
　そのためにも前述の課題を直接的または間接的に解決していけるように今後も事業運営に
取り組んでまいります。
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年　度 事　業 日　時 場　所 内容・テーマ 講師（敬称略）参加数

2015
（平成27）
年度

施設代表者会研修会 2015 年
5 月 31 日㈰

TKP名古屋栄
カンファレンスセンター

リハビリ領域におけるリスクマネジメ
ント研修 鈴木　雅盛 125名

業務推進部研修会 2015 年
6 月 7 日㈰

あいち福祉
医療専門学校 「理学療法（士）のこれまでと、これから」 片岡　寿雄 61名

地域包括ケアシステムに関す
る推進リーダー導入研修

2015 年
9 月 6 日㈰

あいち福祉
医療専門学校 介護予防推進リーダー導入研修 池野　倫弘	

小幡　匡史 43名

2015 年
9 月 13 日㈰

あいち福祉
医療専門学校 地域包括ケア推進リーダー導入研修 星野　　茂	

張本　浩平 56名

愛知県訪問リハビリテーショ
ン連絡協議会研修会

2015 年
11 月 8 日㈰

名古屋医療
センター講堂

活動・参加につながるリハビリテーショ
ンを目指して 吉良　健司 53名	

地域リハビリテーション専門
職介護予防指導者育成事業
（全体会）

2016 年
1 月 10 日㈰

名古屋中小企
業振興会館
メインホール

介護予防指導者育成について他府県の
取り組み紹介

津下　和代	
安本　勝博	
逢坂　伸子	
藤井　達也	
太田　　崇

284名

地域リハビリテーション専門
職介護予防指導者育成事業
（地方会・名古屋）

2016 年
1 月 24 日㈰

栄ガスビル
5階	501会議室

介護予防指導者育成について諸地域の
取り組み紹介

星野　　茂	
横山　茂紀	
藤田　正之	
熊谷　泰臣

95名

地域リハビリテーション専門
職介護予防指導者育成事業
（地方会・尾張）

2016 年
2 月 6 日㈯

犬山国際観光
センター

介護予防指導者育成について諸地域の
取り組み紹介

宮治　　眞	
暮石　弘美	
小幡　匡史	
逢坂　伸子

78名

地域リハビリテーション専門
職介護予防指導者育成事業
（地方会・三河）

2016 年
2 月 7 日㈰ 豊橋商工会議所 介護予防指導者育成について諸地域の

取り組み紹介

手嶋　和江	
岩丸　陽彦	
逢坂　伸子

93名

地域リハビリテーション専門
職介護予防指導者育成事業
（地方会・知多）

2016 年
2 月 13 日㈰

中部国際空港
セントレア第2セ
ントレアビルセ
ントレアホール

介護予防指導者育成について諸地域の
取り組み紹介

宮治　　眞	
神谷みず穂	
藤田　正之	
有馬　征宏

59名

地域リハビリテーション専門
職介護予防指導者育成事業
（全体報告会）

2016 年
3 月 27 日㈰

名古屋国際
会議場

介護予防指導者育成についての報告と
今後の展望

熊谷　泰臣	
小幡　匡史	
岩丸　陽彦	
有馬　征宏

155名

2016
（平成28）
年度

業務推進部研修会

2016 年
6 月 18 日㈯

あいち福祉
医療専門学校 「理学療法（士）のこれまでと、これから」 青木　一冶 35名

2016 年
7 月 23 日㈯

あいち福祉
医療専門学校

リハビリテーション専門職の職域と
社会保障制度

鳥山　喜之	
藤田　正之	
松野　俊次

90名

協会指定管理者研修（初級） 2016 年
6 月 26 日㈰

TKP名古屋栄
カンファレンスセンター

協会指定管理者研修（初級）認定研修
「理学療法士協会が求める管理者像」
「当士会における管理者ネットワークの
構築・地域包括ケアシステムにおける
市町村ネットワークの構築について」

内山　　靖	
星野　　茂 155名

地域包括ケアシステムに関す
る推進リーダー導入研修

2016 年
9 月 11 日㈰ あいち福祉医

療専門学校 地域包括ケア推進リーダー導入研修 星野　　茂	
張本　浩平

35名

10 月 2 日㈰ 30名

2016 年
9 月 25 日㈰ あいち福祉

医療専門学校 介護予防推進リーダー導入研修 池野　倫弘	
小幡　匡史

48名

11月13日㈰ 37名

2017
（平成29）
年度

業務推進部研修会 2017 年
7 月 23 日㈯

あいち福祉
医療専門学校

リハビリテーション専門職の職域と
社会保障制度

鳥山　喜之	
藤田　正之	
松野　俊次

69名

協会指定管理者研修（初級） 2017 年
12 月 2 日㈯

東海医療科学
専門学校

1. 管理者ネットワークの必要性
2.EPDCAの考え方とその必要性
3. 管理者ネットワークを構築していくためには

星野　　茂	
熊谷　泰臣 27名

職域別管理者ネットワーク構
築事業	
ADL維持向上等体制加算に
関する研修会

2018 年
1 月 6 日㈯

愛知県産業労
働センターウ
インクあいち

ADL維持向上等体制加算の啓発と
情報共有ならびに取り組み紹介

平野明日香	
上村　晃寛	
森谷　康弘	
安田　耕平

47名

表Ⅱ－ 1 － 1　業務推進部活動実績
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倫理保険業務部　部長　宮嵜　友和

１）倫理保険業務部の紹介
　保険部として 2003 年（平成 15 年）に創部し、理学療法及びリハビリテーションに係る保
険制度に関することを取り扱い、医療保険や介護保険の変化その他情報の収集と正しい解釈・
伝達を行うことを目的に活動してきました。2017 年（平成 29 年）に倫理保険業務部と名称
を変更し、理学療法士・作業療法士法等法令・省令等に関すること、倫理に関することを目
的に加え活動しています。医療保険や介護保険制度の改正等に関する研修や相談会を実施し、
保険制度について正しい知識の普及に努め、実践していくことで、質の高い医療・介護をご
利用者に提供することを目指しています。主な活動として①職能局セミナー（医療保険や介
護保険に関する研修）②医療保険・介護保険Ｑ＆Ａ（相談会）③チーム医療推進事業（チー
ム医療推進研修会	・喀痰吸引研修会）を実施しています。

２）活動内容
　2015 年（平成 27 年）から 2017 年（平成 29 年）までの活動状況（表Ⅱ－ 2 － 1）です。
　2025 年に向けた地域包括ケアシステムの構築と医療機能の分化・強化、連携の推進を念
頭に置いて、2016 年度（平成 28 年）の診療報酬改定、2018 年（平成 30 年）の診療報酬介
護報酬同時改定が行われました。医療保険におけるリハビリテーションを提供する期間は短
縮する傾向にあるため、医療保険から介護保険への円滑な移行を促進し、連携を強化してい
くことが必要となります。
　介護保険関係では、リハビリテーションマネジメント加算の算定要件の見直しや生活機能
向上連携加算の新設等があり、リハビリテーション専門職種は直接介入からマネジメントへ
と役割の変化が求められています。2017 年度は、チーム医療を学び連携を強化する目的で
チーム医療推進研修会を開催しました。今後も引き続き、医療と介護の連携、多職種連携等
をテーマに研修会を企画していきます。

３）今後の課題
　今後さらに地域医療構想や地域包括ケアシステムなど、地域を主体とした保健医療・介護
保険サービスの提供体制が進みます。その中で基本となる保険制度・報酬制度を正しく理解
し、実践する力が必要となります。倫理保険業務部では制度情報を会員に正確に迅速に伝え
ることを継続していくほか、医療から介護への連携を円滑にすすめるため、今まで以上に会
員間の情報共有を推し進めていく必要があると考えます。

２．倫理保険業務部
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表Ⅱ－2－1　倫理保険業務部活動実績

    

予防事業推進部　部長　林　尊弘

１）概要
　近年、理学療法士に対して介護予防をはじめとする予防分野への参入が多く求められてい
ます。予防事業推進部は、その現状に対応するため、今まで他部局（地域包括ケア推進委員
会および業務推進部）が実施していた予防に関する事業を請け負う形で、2017 年度（平成
29 年度）に新たに職能局の部として設置されました。主な活動としましては、①地域包括
ケア推進リーダー・介護予防推進リーダー導入研修会（業務推進部からの変更）、②地域包
括リーダーアドバンス研修会（業務推進部からの変更）、③地域リハビリテーション専門職
介護予防指導者育成事業（地域包括ケア推進委員会からの変更）を実施しております。 

２）活動内容
　2017 年（平成 29 年）の活動状況を表１に示します。
昨年度まで業務推進部が実施していた地域包括ケア推進リーダー・介護予防推進リーダー導
入研修を各 2 回開催しました。また、昨年度まで地域包括ケア推進委員会が実施していた愛
知県委託事業である介護予防指導者育成事業では、日本理学療法士協会が推進しているシル
バーリハビリ体操の内容紹介や地域包括ケアシステム構築に向けた全国的な動きと各協会

（日本理学療法士協会、日本作業療法士協会、日本言語聴覚士協会）の方向性をお伝えする
ための研修会を開催しました。 

３．予防事業推進部

年　度 事　業　名 日　時 内　　　容 講師（敬称略） 参加数

2015 年度
職能局セミナー : 平成 28 年
度診療報酬改定説明会 3 月 11 日 平成 28 年度診療報酬改定説明会

Q&A
鳥山　喜之

（愛知県理学療法士会　代表理事） 161 名

医療保険・介護保険 Q&A 3 月 10 日 医療保険・介護保険 Q&A 24 名

2016 年度
職能局研修会・新人歓迎懇談会 4 月 24 日 『理学療法士の今後について』

理学療法士の倫理と法令遵守
小川かつみ

（日本理学療法士協会　副会長） 56 名

医療保険・介護保険 Q&A 3 月 5 日 医療保険・介護保険 Q&A 15 名

2017 年度

第 1 回　喀痰吸引研修会 11 月 19 日 喀痰吸引に必要な基礎知識（講義）
喀痰吸引技術研修（実技）

小林　美和
（愛知医科大学病院　看護師長） 21 名

第 2 回　喀痰吸引研修会 12 月 16 日 喀痰吸引に必要な基礎知識（講義）
喀痰吸引技術研修（実技）

横山　俊樹
（公立陶生病院
 呼吸器・アレルギー疾患内科医師）

35 名

第 3 回　喀痰吸引研修会 2 月 11 日 喀痰吸引に必要な基礎知識（講義）
喀痰吸引技術研修（実技）

小林　美和
（愛知医科大学病院　看護師長） 21 名

チーム医療推進研修会 1 月 27 日 在宅医療の現状とセラピストへ
の提言

野田　正治
（愛知県医師会　理事） 33 名

職能局セミナー : 平成 30 年
度診療報酬介護報酬同時改
定説明会

3 月 7 日 平成 30 年度診療報酬・介護
報酬改定説明会 Q&A

鳥山　喜之
（愛知県理学療法士会　代表理事） 500 名

医療保険・介護保険 Q&A 3 月 11 日 医療保険・介護保険 Q&A  17 名
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　今後も引き続き、介護予防をはじめとする予防分野へ参入するために必要な知識を習得で
きる研修会を企画していきます。

３）今後の課題
　自治体から理学療法士に対して地域ケア会議への出席ならびにサロン事業への派遣依頼が
増加しています。その一方で、地域包括ケア推進リーダー・介護予防推進リーダー導入研修
の参加者数は低迷している現状にあります。広報媒体などを再検討し、今後もより多くの会
員の皆様にご参加いただける事業運営に取り組んでまいります。

表Ⅱ－ 3 － 1　予防事業推進部事業一覧

年　度 事　業 日　時 場　所 内容・テーマ 講師（敬称略）参加数

平成 29	
（2017）	
年度

地域包括ケアシステムに関す
る推進リーダー導入研修

9月 23 日 あいち福祉
医療専門学校 第1回地域包括ケア推進リーダー導入研修 星野　　茂

張本　浩平 35 名

11 月 5 日 あいち福祉
医療専門学校 第2回地域包括ケア推進リーダー導入研修 星野　　茂

張本　浩平 32 名

8 月 20 日 あいち福祉
医療専門学校 第 1回介護予防リーダー導入研修 池野　倫弘	

小幡　匡史 24 名

10 月 1 日 あいち福祉
医療専門学校 第 2回介護予防リーダー導入研修 池野　倫弘	

小幡　匡史 25 名

地域包括リーダー
アドバンス研修会 5月 27 日 TKPガーデンシティ

名古屋新幹線口 地域包括ケアアドバンス研修会 山口　和之	
齋藤　秀之 100 名

介護予防指導者
育成事業

10 月 8 日 吹上ホール 第 1回全体研修会
大田　仁史	
古澤　　綾	
大西　耕平

208 名

2 月 18 日 鯱城ホール 第 2回全体研修会
森本　　榮	
三浦　　晃	
黒羽　真美

232 名

11 月 26 日 豊橋市民セン
ター

地区研修会
東三河ブロック

予防事業推進部
部員・他 43 名

12 月 9 日 刈谷産業振興
センター

地区研修会
西三河ブロック

予防事業推進部
部員・他 52 名

12 月 10 日 IMYホール 地区研修会
名古屋ブロック

予防事業推進部
部員・他 58 名

12 月 17 日 雁宿ホール 地区研修会
知多ブロック

予防事業推進部
部員・他 53 名

1 月 13 日 TKPガーデンシティ
名古屋新幹線口

地区研修会
尾張ブロック

予防事業推進部
部員・他 99 名
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社会局　局長　熊澤　輝人

　社会局は、組織の改編に伴い、2013（平成 25）年より社会部、健康福祉部、小児福祉部、広報部、
ニュース編集部の 5部体制となっています。
　最近は、一般社団法人愛知県作業療法士会、愛知県言語聴覚士会とも協力しながら３士会協
同で事業を開催する機会も増えてきました。
　今後、これらの活動を継続する上では、若い会員諸氏にも参加したくなるような魅力ある活
動に発展させていくことが課題となります。

社会部　部長　石田　智大

１）活動内容
　社会部では公益事業の推進を目的として、下記の事業を中心に社会貢献活動を行っていま
す。社会局事業を通して、今後も県民に対して有益な事業活動、および理学療法の啓発活動
を実施していきます。

２）活動内容
　⑴ウェルフェア事業（表Ⅲ－ 1 － 1）

　国際福祉健康産業展“ウェルフェア”は医療・福祉・ヘルスケア産業の振興と商取引の
拡大、並びに地域の方の福祉・健康の増進を目的として、1998 年から毎年ポートメッセ
なごや（名古屋市国際展示場）で開催されており、毎年ウェルフェアの協力団体として出
展しています。

表Ⅲ－ 1 － 1　ウェルフェア事業活動実績

　⑵介護予防健康増進キャンペーン（表Ⅲ－ 1 － 2）
　2014（平成 26）年度から理学療法推進週間に合わせて地域包括委員を中心として開催
されていた事業を 2015 年より引き継ぐかたちで実施しています。

社会局Ⅲ

１．社会部

事　業　名 日　　時 内　　　容 総来場者数 協力スタッフ

第18回国際福祉健康産業展
ウェルフェア2015

2015 年
5 月 21 日㈭～ 5月 23 日㈯

来場者の体力測定と運動指導および
腰痛予防体操、小児・健康づくり等
の個別相談会を実施

74,379 名 会員 90 名
理学療法養成校学生 108 名

第19回国際福祉健康産業展
ウェルフェア2016

2016 年
6 月 2 日㈭～ 6月 4日㈯

来場者の体力測定と運動指導および
腰痛予防体操、小児・健康づくり等
の個別相談会を実施

73,881 名 会員 45 名
理学療法養成校学生 78 名

第20回国際福祉健康産業展
ウェルフェア2017

2017 年
5 月 18 日㈭～ 5月 20 日㈯

来場者の体力測定と運動指導および
腰痛予防体操、小児・健康づくり等
の個別相談会を実施

73,767 名 会員 82 名
理学療法養成校学生 15 名
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表Ⅲ－ 1 － 2　介護予防健康増進キャンペーン活動実績

　⑶市民公開講座（表Ⅲ－ 1 － 3）
　学術大会で開催されていた市民公開講座を、2013（平成 25）年より社会部事業として
実施していました。大会テーマに即した講演内容のもと、広く市民、県民の方々に聴講し
ていただくことで社会貢献の一環として活動しています。

表Ⅲ－ 1 － 3　市民公開講座活動実績

健康福祉部　部長　竹内　有三

１）活動内容（表Ⅲ－ 2 － 1）
　2015（平成 27）年度～ 2017（平成 29）年度において、社会局健康福祉部では、⑴高齢者
および障がい者社会参加促進事業、⑵健康増進事業、⑶地域リハビリ推進事業、⑷愛知県高
校野球連盟サポート事業、⑸スポーツ傷害予防事業、5つの事業を実施しました。
　⑴高齢者および障害者社会参加促進事業

　高齢者、障がい者の社会参加促進を図るため、愛知県風船バレーボール大会を開催して
います。本大会の経緯は、2001（平成 13）年度知多ブロックからはじまり、各ブロック
で開催するようになり、参加者の要望を受け、2006（平成 18）年度に愛知県大会を日本
ガイシホール（旧レインボーホール）で開催して以降、現在隔年で開催しています。
　2016（平成 28）年度大会においては、最高齢 101 歳の選手が参加し、他には類のない
大会となっています。

図Ⅲ－ 2 － 1　風船バレーボール大会の様子

事　業　名 日　　時 内　　　容 協力スタッフ

介護予防推進キャンペーン2015 2015 年 7 月 12 日㈰ 体組成計を使用した体力分析および健康相談を実施 会員 18 名

介護予防推進キャンペーン2016 2016 年 7 月 17 日㈰ 体組成計を使用した体力分析および健康相談を実施 会員 18 名

介護予防・健康増進キャンペーン2017 2017 年 7 月 16 日㈰ 体組成計を使用した体力分析および健康相談を実施 会員 18 名

事業名 日　時 内　　　容 講師（敬称略）

第24回愛知県理学療法学術大会 2015 年 3 月 1 日㈰ 長引く痛みの原因と対処法 池本　竜則（愛知医科大学運動療育センター）

第25回愛知県理学療法学術大会 2016 年 3 月 13 日㈰
ストーリー・ケアの勧め
～初期認知症高齢者から自
発性を引き出すケア方法～

渡辺　哲雄（日本福祉大学中央福祉専門学校）

２．健康福祉部
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表Ⅲ－ 2 － 1　健康福祉部活動実績

年　度 事　業　名 日　時 場　所 内　　　容 講師（敬称略）

2015 年度

スポーツ傷害予防事業
　名古屋東 12 月 12 日 トライデントスポーツ

医療看護専門学校
足関節捻挫の予防と
リハビリテーション

深谷　泰士、山本　昌樹
銭田　良博

　尾張北部 9月 19 日 中部大学 少年野球選手の野球で起こる
傷害と予防

伊藤　岳史、竹中　裕人
鈴木　達也、矢澤　浩成
森　　匡宏、後藤　　慎

　尾張東部 11 月 8 日 尾張旭東中学
校体育館

バスケットボール
もっと激しく！　もっと安全に！

宮川　博文、井上　雅之
稲見　崇孝

　東三河 12 月 13 日 豊橋創造大学 体幹を極める 中神和加雄（医療法人整友会　
理学療法士スポーツ班）

愛知県高校野球連盟サポート事業
　春季大会

4月
26 日・29 日 岡崎市民球場

　招待試合 6月
20 日・21 日 岡崎市民球場

　夏期大会 7月 28 日・
29 日・30 日

岡崎市民球場
小牧市民球場

　秋季大会 9月 22 日・
10 月 3 日

熱田球場
小牧市民球場

半田市セカンドライフフェス
ティバル 11 月 21 日 半田市福祉文

化会館
体力測定（地域住民に体力測定を
行い、結果をもとに運動指導）

地域リハビリ推進事業 12 月 12 日 名古屋国際会
議場

身体に優しい移乗方法
～ノーリフティングポリシー通じて～ 篠田　明

2016 年度

愛知県風船バレーボール大会
	（19 チーム） 10 月 6 日 日 本 ガイシ

ホール

スポーツ傷害予防事業
　名古屋東 12 月 10 日 トライデントスポーツ

医療看護専門学校 足関節捻挫の予防とリハビリテーション 深谷　泰士、山本　昌樹
銭田　良博

　尾張北部 9月 24 日 中部大学講堂 少年野球選手の野球肘・肩について 伊藤　岳史、竹中　裕人
水谷　仁一、矢澤　浩成

　尾張東部 2月 26 日 愛知医科大学
体育館 親子で傷害予防、そして競技力アップ 宮川　博文、井上　雅之

稲見　崇孝

　東三河 11 月 27 日 豊橋創造大学 思春期の女性スポーツ
～女性アスリートが抱える悩みをサポート～

宮本　由記（医療法人整友会　
理学療法士スポーツ班）

愛知県高校野球連盟サポート事業
　春季大会

5月
1日・3日 岡崎市民球場

　招待試合 6月
18 日・19 日

岡崎市民球場	
小牧市民球場

　夏期大会 7月 26 日・27 日	
29 日・30 日

岡崎市民球場	
小牧市民球場

　秋季大会 10 月
1 日・2日 小牧市民球場　

地域リハビリ推進事業 2月 5日 TKPガーデンシティ
名古屋新幹線口

介護現場における摂食・嚥下につ
いて

山内　正美（作業療法士）
山本　美和（言語聴覚士）

半田市セカンドライフフェス
ティバル 11 月 22 日 半田市立さく

ら小学校
体力測定（地域住民に体力測定を
行い、結果をもとに運動指導）

2017 年度

スポーツ傷害予防事業
　名古屋東 12 月 9 日 トライデントスポーツ

医療看護専門学校
膝スポーツ傷害の予防とリハビリ
テーション 山本　昌樹、銭田　良博

　尾張北部 1月 21 日 あさひ病院・
春日井整形外科

成長期野球選手に対するメディカル
チェック保護者・指導者に対する野球
の障害の特徴、ウォーミングアップの
方法、正しい投球フォームの指導方法

森　　匡宏、竹中　裕人
水谷　仁一、鈴木　達也
宇野麻衣子

　尾張東部 1月 28 日 日進市スポー
ツセンター

親子で傷害予防、そして競技力
アップ

宮川　博文、稲見　崇孝	
井上　雅之、松井　健一

　東三河 12 月 10 日 豊橋創造大学 スポーツ×食育
～成長期の栄養とカラダ作り～

浜野　純（医療法人整友会　
理学療法士スポーツ班）

愛知県高校野球連盟サポート事業
　春季大会

4月 30 日・
5月 3日 岡崎市民球場

　招待試合 6月
3日・4日

刈谷球場
小牧市民球場

　夏期大会 7月 25 日・
26 日・28 日

岡崎市民球場
小牧市民球場	
パロマ瑞穂球場

　秋季大会 9月 30 日・
10 月 1 日 岡崎市民球場

　東海大会 10月21日・22日
28日・29日

岡崎市民球場
刈谷球場

地域リハビリ推進事業 2月 24 日 TKPガーデンシティ
名古屋新幹線口 「認知症」について 長谷川和之、宇佐見和也

佐藤　裕紀
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　⑵健康増進事業
　半田市センカンドライフフェスティバルにおいて、一般市民（年齢、性別を問わず）を
対象とした体力測定（下肢筋力・柔軟性・健脚度・バランス能力）を行い、その結果をも
とに体力年齢を算出し弱点を中心に指導やアドバイスを行っています。毎年会員を含め、
200 名以上の方々にご参加頂き盛況に開催しています。

図Ⅲ－ 2 － 2　体力測定の様子
　⑶地域リハビリ推進事業

　地域リハビリテーションに関わるすべての職種を対象とした研修会を開催しています。
2016（平成 28）年度からは理学療法士、作業療法士、言語聴覚士が協力し合いながら講
義を行い、介護福祉士などの参加者が受講しています。

図Ⅲ－ 2 － 3　研修会の様子
　⑷高校野球連盟サポート事業

　2010（平成 22）年度愛知県高等学校野球連盟（高野連）春季大会から試合当日のメディ
カルサポートを実施しています。現在は、春季大会はベスト 4から、夏季大会はベスト 8
からサポートを実施しています。また、高野連主催の指導者講習会や、実際に高校に赴き
投球障害予防教室を展開しています。

図Ⅲ－ 2 － 4　メディカルサポートの様子
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　⑸スポーツ傷害予防事業
　各地域のスポーツ選手、指導者、保護者等を対象に年 3回を目安にスポーツ傷害予防教
室を展開しています。各地域のスポーツ事情によってテーマを決め、傷害予防の観点から、
実技を取り入れた教室を実施しています。

図Ⅲ－ 2 － 5　教室の様子

２）今後の課題
　公益事業を通して理学療法士が県民の皆様にお役に立てるよう尽力させて頂きました。各
事業におきまして、士会員の皆様のお力をお借りしなければ達成できない事業ばかりである
ため、今後におきましても今まで以上のお力添えが必要であると感じております。
　また、高齢者の社会参加・スポーツにおける傷害予防・高野連サポート等県民の皆様の期
待も高くなると考えられます。その期待に応えるために、持ち合わせている知識・技術・人
間性をアピールしていくことが課題であると考えております。今こそ理学療法士が活躍でき
る場が多く存在してきているとも感じておりますので、継続して事業を行っていく所存です。

小児福祉部　部長　鵜飼　宏和

１）活動内容
　小児福祉部では、障がいのある子どもたちの地域での生活を支援することを目的として、
以下のような取り組みを行っています。
　⑴小児領域の地域リハビリテーション公開講座

　地域の療育関連施設で勤務する職員を対象に、障がいのある子どもたちの特性を学び支
援の一助として頂くことを目的に実施しています。1996（平成 8）年に第１回の講座を開
始し、2015（平成 27）年に 20 回目の講座を実施しました。この 3年の講座の主な内容は
以下のようです。
2015 年：福祉制度改正に関する話題
2016 年：地域での医療と福祉の実態、連携等について
2017 年：重症心身障害児者への支援を医師、看護師、リハビリ職からの講義にて
　参加者は、医療職、リハビリ職、保健師、保育、教職、介護職、福祉職、行政職と、幅

３．小児福祉部
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広い職種にまたがり、毎回 100 名前後の参加がありました。
　⑵こどもの福祉機器展～チャレンジドフェア～

　障害があるこどもの生活を快適にする上で機器の活用は不可欠です。こどもに特化した
福祉機器の展示会を 2007（平成 19）年から実施しています。本機器展の特長として、こ
ども用に特化され欲しい情報が得られやすいこと、障がいのある子どもや保護者がメー
カーの説明を直接聞きながら機器の試乗や体験ができること、理学療法士もその場でアド
バイスできること、が挙げられます。子ども本人に適したもの、保護者にとっても使いや
すいものを見つけるきっかけの場になればと考えています。
　出展企業は年々増加し 2018（平成 30）年 3月に開催した機器展では、34 社に協力をい
ただきました。出展品は、車椅子、座位保持装置、歩行器、コミュニケーション機器、介
護用品（マットレス、介護用リフト）、衣類、食器、食品（嚥下障害用食品、トロミ剤）、
など多種にわたりました。来場者は 2日間で約 1300 名を数え、毎年の恒例事業として定
着してきています。

　⑶こどものリハビリ施設ガイド
　愛知県内で、障害のあるこどものリハビリを実施している施設をリストアップしてまと
め、愛知県理学療法士会ホームページにて公開しています。
（http://www.aichi-pt.jp/reha_guide.html）
　こどもの療育に関連する施設の情報は、2001（平成 13）年に情報誌「療育マップ愛知」
として作成しました。その後、地域の診療所、訪問リハビリ等での受け入れなど、こども
のリハビリ実施施設の状況も変化してき、2014（平成 26）年に改訂しました。現在掲載
している情報は、2016（平成 28）年に更新したものです。
　患者様、ご家族の施設検索や療育、リハビリ関係者の情報交換等に活かしていただけれ
ば幸いです。

広報部　部長　清島　大資

１）活動内容
　広報部では、理学療法（士）の啓蒙・啓発を目的に、以下のような事業を実施しています。

２）実施事業
　⑴ウェルフェアにおける活動

　例年 5月下旬にポートメッセ名古屋にて開催されるウェルフェアに出展させていただい
ております。広報部は理学療法相談コーナーを設け、3日間でおよそ 100 名の方々から医
療や介護、理学療法士の養成や派遣にいたる様々なご相談やご質問を頂いています。

４．広報部
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　⑵広報誌の発行（ぴたっ！とあいち）
　2004（平成 16）年の創刊当初は 1年間に 2回発行しておりました。現在は 1年間に 1
回発行しております。ウェルフェア、進路相談会、チャレンジドフェア、風船バレーボー
ル大会、スポーツ障害予防教室等の公益事業を中心に掲載しています。
　配布先は愛知県内の高等学校、市町村、保健所、保健センター、社会福祉協議会、会員
所属施設の約 1,200 所へ配布、20,000 部を発行しており、理学療法士の啓蒙、および広報
活動を実施しています。

　⑶ホームページの管理
　2013（平成 25）年にホームページをリニューアルして、ニュース編集部とともに依頼
があれば、できる限り速やかに掲載するように心がけています。また今年度より SNS を
開始し、リアルタイムの情報を発信できるように心がけています。
　上記の他に、広報部では進路相談会の開催や社会局行事の取材など幅広く活動していま
す。

ニュース編集部　部長　後藤　亮吉

１）活動内容
　愛知県理学療法士会ニュース（以下、士会ニュース）は、3年間で計 12 巻（2016 年 5 月
1 日発行 177 号～ 2018 年 2 月 1 日発行 188 号）を発行しました。
　発行月は 5月、8月、11 月、2月の年間 4回発行しています。会員の増加に伴い発行部数
は年々増加しています（177 号：4900 冊→ 188 号：5300 冊）。
　士会ニュースの主な内容は、代表理事のコラムや部局だより、学会・研修会案内、求人情
報となっています。士会ニュースをより多くの皆様に関心を持っていただけるよう、工夫し
てきました。地域で活躍している理学療法士や海外で活躍している理学療法士を取り上げて
紹介したり、災害支援に行かれた方の記事などを紹介したりしてきました。

２）今後の課題
　ただ単に研修会の日程を得るためのツールではなく、会員の皆様に愛知県理学療法士会の
活動ついて興味・関心を持っていただけるような内容に出来るよう努めていきたいと思いま
す。

５．ニュース編集部
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ブロック局　局長　都築　晃

１）目的と組織の位置付け
　⑴目的　
　　・会員のブロック内地域活動の支援。会員人材育成や生涯学習支援。
　　・ブロック内会員の交流支援。
　⑵組織

　ブロック局長のもと、県内を 5つの大ブロックに分けています。
　それぞれ大ブロック内に小ブロック長を置き、県内を 12 ブロックに細分化し管理して
います。

　　・ブロック局長（副ブロック局長）
　　・5大ブロック長（名古屋、尾張、西三河、東三河、知多）
　　・12 ブロック長
　　　名古屋 4ブロック（名古屋北、西、南、東）
　　　尾　張 4ブロック（尾張北、中部、西、東）
　　　西三河 2ブロック（西三河北、西三河南）
　　　東三河 1ブロック（東三河）
　　　知　多 1ブロック（知多）
　　　　　　　
２）ブロック局の業務内容
　⑴ 12 ブロック長への情報伝達、情報収集
　⑵ 12 ブロック長会議の開催
　⑶理事会等における、次年度事業計画、予算編成、事業報告、各種のイベント協力依頼等の

連絡発信
　⑷災害や緊急時等に 12 ブロック長を介した情報伝達や収集

３）12 ブロックの業務内容
　⑴ブロック委員会議（会議、事務連絡、準備等）
　⑵症例検討会
　　・新人教育等の会員資質向上に資する内容かつ生涯学習ポイント取得要件を満たすもの。
　　・愛知県理学療法学会発表等の「事前発表機会」としての教育的位置付けを踏まえる。
　⑶研修会
　　・新人教育等の会員資質向上に資する内容かつ生涯学習ポイント取得要件を満たすもの。
　　・主に対象はブロック内若手～中堅会員を対象とする。

ブロック局Ⅳ
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　　・招聘講師は県内の若手～中堅講師による内容とする。
　　・NPO愛知県理学療法学会の生涯学習部等が主催する研修とは棲み分けを行い、研修日

程の調整を行う。
　　・県外講師や他職種等の招聘よりも、より県内や近隣地域を意識し、理学療法士専門性や

臨床現場の若手の希望に寄った企画とする。
　⑷ブロック連絡網作成
　　　年度更新されるブロック内会員施設間の把握、更新、連絡網作成、発送準備。
　⑸ブロック内懇談会
　　　ブロック内の人材育成・連携と交流・情報交換等を目的とする会員を中心とした懇親会。
　⑹その他必要に応じた他部局の事業支援等。

４）現状と課題
　2017 年までの現状では、12 のブロック長とブロック委員による地域ごとのブロック活動
が盛んであり、研修や症例検討を通した人材育成、交流や情報交換の場として活動していま
す。ブロック連絡網は災害発生のない平時は、会員施設名の変更や新規施設の把握に役立っ
ています。一方、生涯学習ポイントの取得に必要な研修や学会等の充実等により、地域間格
差は是正されてきました。
　課題は、今後重要となる地域行政や地域の多職種との連携、市町村単位の施設管理者ネッ
トワークの構築に向けて組織改編が必要です。
　2021 年にむけて、二次医療圏ブロック管轄区割り再編、全市町村ブロック委員（窓口委員）
設置、市町村ネットワーク形成準備などが主な業務となります。

名古屋北ブロック長　上田　周平

１）概要
ブロック委員　５名
構成市区町村：（名古屋市）北区、東区、西区、中区、守山区

２）活動内容
　⑴研修会、症例検討会（表Ⅳ－ 1 － 1）
　⑵施設連絡網作成

３）今後の課題
　研修会は中堅理学療法士の躍進の一助になるように比較的若い講師の方を選定し、開催を

１．名古屋ブロック
名古屋北ブロック
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行ってきました。症例検討会は応募していただける施設は例年限られた一部の施設となって
いること、また他の部局でも症例検討会が行われており、発表者を集めることに苦慮してい
る状況です。参加していただける会員・施設を増やすことが今後の課題です。

表Ⅳ－ 1 － 1　名古屋北ブロック活動実績

名古屋西ブロック長　長谷川　隆史

１）概要
　ブロック委員　5名
　構成市区町村：（名古屋市）港区、熱田区、中川区、中村区

２）活動内容
　⑴研修会、症例検討会（表Ⅳ－ 1 － 2）
　⑵施設連絡網作成

３）今後の課題
　研修会はテーマによって参加者数に大きな変動がみられました。このため、今後は会員の
ニーズを的確に把握し、テーマの設定や講師の選定を行っていきたいと考えます。
　症例検討会は、名古屋ブロック全体に演題募集を呼びかけているにもかかわらず、発表者
が一部の施設に限られていました。また、日程が他の部局の症例検討会と近くなってしまい、
発表者を募ることに難渋しました。このため、今後は日程調整を綿密に行い、発表者の支援
体制（発表サポートなど）を構築することも検討していきたいと考えます。

年　度 日　時 会　場 事　業 内　　　容 講師（敬称略） 参加人数

2015 年度 1月 17 日 ウインクあいち
研修会	
症例検討会	
（名古屋西・北合同）

講演１：整形外科クリニックにお
ける臨床のポイント

講演 2：脳卒中後の肩痛へのADL
上での対応

演題数	17 題

田村　将良
（可知整形外科）	
林　泰堂
（愛知医科大学病院）

会　員：76 名
非会員：4名

2016 年度 10 月 9 日 ウインクあいち 研修会 地域包括ケア病棟における取り組
みと課題及び今後の展望

大井　慶太
（鵜飼病院）	
白上　昇
（総合上飯田第一病院）	
松山　太士
（八千代病院）

会　員：35 名
非会員：4名

2017 年度 2月 11 日 ウインクあいち 研修会	
症例検討会

脳卒中片麻痺患者に対する運動学
習と装具療法について
演題数	8 題

中橋　亮平
（鵜飼リハビリテー
ション病院）

会　員：37 名
非会員：0名

名古屋西ブロック
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表Ⅳ－ 1 － 2　名古屋西ブロック活動実績

名古屋南ブロック長　加藤　正樹

１）概要
　ブロック委員　8名
　構成市区町村：（名古屋市）南区、緑区、豊明市

２）活動内容
　名古屋南ブロックでは、年に 1回名古屋周辺でブロック研修会を開催してきました。テー
マとしては、明日からの臨床にすぐ役立つ内容を選定しております。また、症例検討等も行
い若手療法士育成にも力をいれてきました。今後も引き続きブロック活動を積極的に行って
いきます。
　⑴研修会、症例検討会（表Ⅳ－ 1 － 3）
　⑵施設連絡網作成

表Ⅳ－ 1 － 3　名古屋南ブロック活動実績

年　度 日　時 会　場 事　業 内　　　容 講師（敬称略） 参加人数

2015 年度 1月 17 日 ウインクあいち
研修会	
症例検討会	
（名古屋西・北合同）

講演１：整形外科クリニックにお
ける臨床のポイント

講演２：脳卒中後の肩痛への
ADL上での対応

演題数	17 題

田村　将良
（可知整形外科）	
林　泰堂
（愛知医科大学病院）

会　員：76 名	
非会員：4名

2016 年度 2月 12 日 ウインクあいち 研修会	
症例検討会

脳血管障害者の歩行再建
演題数	9 題

平野明日香
（藤田保健衛生大学病院）

会　員：50 名	
非会員：3名

2017 年度 1月 14 日 ウインクあいち 研修会 心臓リハビリテーションの基礎と
最近のトピックス

柴田　賢一
（名古屋ハートセンター）

会　員：95 名	
非会員：0名

年　度 日　時 会　場 事　業 内　　　容 講師（敬称略） 参加人数

2015 年度 11 月 1 日 栄ガスビル 研修会

講演１：臨床における学生教育およ
び職員教育

講演２：医療におけるリスクマネー
ジメントとその教育

村瀬　政信
（相生山病院リハビリテーション科
	理学療法士）	
山上　潤一
（藤田保健衛生大学病院　理学療法士）

41 名

2016 年度 1月 9日 栄ガスビル 研修会	
症例検討会

変形性膝関節症に対する理学療法
演題数	4 題（運動器理学療法）

加古　誠人
（名古屋大学医学部附属病院
	リハビリテーション部）

58 名

2017 年度 11 月 20 日 栄ガスビル 研修会

講演１：理学療法中の急変と対応に
ついて（BLS を中心に）

講演２：事例を含めた理学療法時の
リスク管理（循環・呼吸）

阿部　　司
（愛知医科大学病院リハビリテーション部）	
久保　貴嗣
（独立行政法人地域医療機能推進機
構中京病院リハビリセンター）

42 名

名古屋南ブロック
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名古屋東ブロック長　神邊　俊宏

１）概要
　ブロック委員　6名
　構成市区町村：（名古屋市）千種区、名東区、昭和区、瑞穂区、天白区

２）活動内容
　⑴研修会、症例検討会（表Ⅳ－ 1 － 4）
　⑵施設連絡網作成
　⑶健康福祉部主催　スポーツ障害予防講座の運営協力
　　・膝の障害予防とリハビリテーション（2017 年度）
　　・足関節捻挫の予防とリハビリテーション（2016 年度）
　　・足関節捻挫の予防とリハビリテーション（2015 年度）

３）今後の課題
　名古屋東ブロックは、名古屋 4ブロックの中でも施設数および会員数が多く、病院、クリ
ニックなどの医療施設と同等数の介護老人保健施設、訪問看護ステーション、デイケア等の
施設があることが特徴です。そのため研修会、症例検討会の開催には、学習機会や専門領域
分野に偏りが生じないよう企画して参りました。
　しかし、各分野における興味や関心に差があることや、症例検討会に積極的な演題応募が
みられなかったことから、今後はこのような状況に鑑みて、緊急時に活用を想定しているブ
ロック連絡網を施設間のネットワークの充実に用いることで、風通しの良い環境を作り、密
な連携ができるように構築していくことが課題と考えています。

表Ⅳ－ 1 － 4　名古屋東ブロック活動実績

名古屋東ブロック

年　度 日　時 会　場 事　業 内　　　容 講師（敬称略） 参加人数

2015 年度 2月 18 日 今池ガスビル 研修会	
症例検討会

テーマ：運動器疾患に関する研
修会および症例検討会
運 動 器 Rehabilitation に
対 す る Clinical	Tips ～
Clinical	Reasoning と腰痛

演題数	6 題

古田　博之
（よしだ整形外科ク
リニック	リハビリ
テーション科）

会　員：70 名	
非会員：1名

2016 年度 11 月 20 日 今池ガスビル 研修会	
症例検討会

テーマ：卒前・卒後教育を考える
講演１：OSCE を用いた臨床実習

教育の取り組みについて
講演２：回復期から地域で求めら

れる臨床教育のあり方
演題数	9 題

加藤　芳司
（トライデントスポーツ
医療看護専門学校	理学
療法学科）	
岡田　壮市
（医療法人珪山会リハビ
リテーション部副部長）

会　員：17 名	
非会員：1名

2017 年度 10 月 17 日 今池ガスビル 研修会	
症例検討会

テーマ：呼吸器疾患に対する理学療法
講演１: 急性期病院における呼吸

リハビリテーション
講演２: 生活期における呼吸リハ

ビリテーション
演題数	9 題

永谷　元基
（名古屋大学医学部附属病
院	リハビリテーション部）	
八木　幸一
（豊橋創造大学	保健医療
学部	理学療法学科教授）

会　員：71 名	
非会員：1名
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尾張北部ブロック長　磯村　隆倫

１）概要
　尾張ブロック地域は名古屋市北東部から西部にかけて取り囲むような地域で、鉄道網は
各々と名古屋とのアクセスは構築されていますが各地域間の連絡は整備されておらず、歴史
的に交流が粗になっている地域であります。北部ブロックは、2018 年 9 月現在、春日井市、
犬山市、小牧市、大口町、扶桑町の 3市 2 町、61 施設、会員数 328 名と自宅会員にて構成
されています。

２）活動内容（表Ⅳ－ 2 － 1）
　基本、年に 1回の北部ブロック研修会と、北部ブロックのみならず東部ブロックとの合同
研修会を開催しブロックを越えた交流をしております。
　また、毎年、ブロック連絡網を改定し、有事の際にしっかりと連絡が出来る体制を整備し
ております。

３）今後の課題
　この数年会員数の急速な増加に伴い量的担保は確保されておりますが、各施設における若
手会員の教育体制整備に難渋している状況がこの数年伝わっており、このような状況打破の
ためにブロックとして、また職能団体としてどのような取り組みが必要か熟考すべき時期に
なっていると考えます。そのためには、
①症例検討会／研修会のあり方
②若手会員教育体制整備
③一般市民を取り込む公益事業の進め方
④地域包括ケアシステム構築への関わり方
などの取り組みが挙げられます。
　①～④の取り組みは、継続して取り組む課題と考えますが、ブロック運営のなかで、市町
村や、他団体との連携も重要になってくると考え、その基盤作りも視野に入れて活動してい
きます。

２．尾張ブロック
尾張北部ブロック



−		30	−

表Ⅳ－ 2 － 1　尾張北部ブロック活動実績

尾張中部ブロック長　宮原　利博

１）概要
　運営委員 7名
　構成市区町村：一宮市、稲沢市、岩倉市、北名古屋市、清洲市、江南市

２）活動内容
　⑴研修会、症例検討会（表Ⅳ－ 2 － 2）
　⑵施設連絡網作成

３）現状と課題
　当ブロックの 2015 ～ 2017 年度の活動において、残念ながら懇親会の開催は、時間、場所
などの準備の難しさからできませんでした。今後機会があればやりたいと思います。
　毎年の症例検討会につきましては、ブロック内会員の意識の高さにより、多くの発表演題
の応募があり、大変ありがたい状況でした。
　当ブロックでは、ブロック内で会員が集まる事を考えた場合、交通面より不便な状況があ

年　度 日　時 会　場 事　業 内　　　容 講師（敬称略） 参加人数

2015 年度

2月 20 日 名古屋徳洲会
病院

研修会	
症例検討会	
（尾張北部・東部合同）

基礎から臨床に結びつく高次脳機
能障害の見方
演題数	4 題

澤田　泰洋
（中部大学生命健康科学
部	作業療法学科助教授）

会　員：42 名　　	
会員外：10 名

3 月 5 日 春日井市民病院 研修会 地域包括ケアシステムについて
～我々の取り組むべきあり方～

都築　晃
（藤田保健大学　医
療科学部　リハビリ
テーション学科講師）

会　員：22 名	
会員外：5名

2016 年度

1月 22 日 公立陶生病院
研修会	
症例検討会	
（尾張北部・東部合同）

地域包括ケア介護予防事業におけ
る病院・施設からの関わり
演題数	4 題

都築　晃
（藤田保健大学　医
療科学部　リハビリ
テーション学科講師）

会　員：41 名　	
会員外：2名

2月 18 日 名古屋徳州会
病院 研修会 超音波エコーを活用した臨床的触

診と運動療法～膝関節初級編～

銭田　良博
（株式会社ゼニタ　
代表取締役社長）

会　員：20 名

2017 年度

12 月 2 日 春日井市民病院 研修会 リハビリテーション栄養の地域連携

飯田　有輝
（JA愛知厚生連海南
病院　リハビリテー
ション技術科課長）	
中原さおり
（JA三重厚生連鈴
鹿中央病院　栄養
管理科科長）

会　員：42 名	
会員外：14 名

1 月 27 日 春日井市民病院
研修会	
症例検討会	
（尾張北部・東部合同）

認知症のリハビリの基礎と当院で
の取り組みについて
演題数	4 題

植田　郁恵
（国立長寿医療研究セ
ンター	作業療法主任）	
宇佐見和也
（国立長寿医療研究セ
ンター	理学療法主任）

会　員：29 名　	
会員外：4名

尾張中部ブロック
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りますし、会員数も多くなってきています。また、だんだんと適当な会場がなかなか見つけ
られない状況ともなってきています。今後、各施設の方々には施設利用についても、御協力
お願いしなければならないこと多くなるとともに、不便な中でもできるだけ行事に参加して
頂きたく思います。
　そして、それらの中で、連携を深め、会員同士お互いに協力し合えていければと考えてい
ます。

表Ⅳ－ 2 － 2　尾張中部ブロック活動実績

尾張西部ブロック長　浅井　絵美

１）概要
　尾張西部ブロックは、2018 年 9 月現在、津島市、愛西市、弥富市、あま市、大治町、蟹江町、
飛島村にわたる 4市 2町 1村により 26 施設、会員数 221 名のうち自宅会員 20 名にて構成さ
れています。尾張西部ブロックの運営は、現在 8名のブロック運営委員で行っています。

２）活動内容（表Ⅳ－ 2 － 3）
　年間の活動は、若手会員の症例発表を中心とした症例検討会や報告会の開催やその時々に
合わせたテーマで研修会を開催しております。症例検討会や研修会において発表者はもちろ
んのこと参加者にもメリットとなるような場づくりとして、グループワークでの話し合いや
ポスター形式（	１・２・４・ＡＬＬ形式	）など工夫を凝らした内容となっています。

３）今後の課題
　今までの活動の中でセラピスト同士の顔の見える地域づくりを目標に活動してきました。
結果、多くの活動に積極的に協力・参加してくださる会員が増えております。今後の課題と
しては、この連携の輪を地域包括ケアに広げ、行政との連携を図りながら、セラピストとし
ての活動の幅を広げていくことです。また、若手が興味を持って自己研鑽できる研修会や管
理者レベルのセラピストが地域の後輩育成に協力していただけるような活動を視野に入れ活
動を考えています。

年　度 日　時 会　場 事　業 内　　　容 講師（敬称略） 参加人数

2015 年度
9月 6日 江南厚生病院 研修会 地域包括ケア推進について

星野　茂
（蒲郡市民病院リハ
ビリテーション科）	

会　員：68 名	
非会員：3名

1月 29 日 総合大雄会病院 症例検討会 演題数	4 題 会　員：42 名	
非会員：0名

2016 年度 11 月 25 日 一宮西病院 症例検討会 演題数	21 題 会　員：78 名	
非会員：10 名

2017 年度 2月 11 日 愛知医療学院
短期大学 症例検討会 演題数	21 題

中橋　亮平	
（鵜飼リハビリテー
ション病院	）

会　員：65 名	
非会員：8名

尾張西部ブロック
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表Ⅳ－ 2 － 3　尾張西部ブロック活動実績

尾張東部ブロック長　日比野　幹成

１）概要
　尾張東部ブロックは、瀬戸市・尾張旭市・長久手市・日進市・東郷町の 4市１町により構
成されており、2018 年 6 月現在、52 施設 270 名（内、自宅会員 42 名）が登録されています。
　尾張東部ブロックの活動内容は、施設名簿作成、研修会、症例検討会の企画・運営などを、
現在、10 名のブロック委員で行っております。運営委員はできるだけ各市町に跨がるよう
配置され、さらに、様々な職域の意見を取り込めるよう、急性期～維持期の病院や大学・ク
リニック、訪問リハビリステーションなどを職場にしている理学療法士で構成されています。

２）活動内容（表Ⅳ－ 2 － 4）
　ブロック研修会は、県内で活躍している中堅理学療法士などを招聘し、会員を中心とした

年　度 日　時 会　場 事　業 内　　　容 講師（敬称略） 参加人数

2015 年度

7月 29 日 津島リハビリ
テーション病院 症例検討会 演題数 6題 会　員：57 名　　	

会員外：10 名

11 月 11 日 津島リハビリ
テーション病院 症例報告会

各病期における理学療法の考え方　
急性期から生活期において症例を
通じてそれぞれの目的・治療内容
を考える

急性期から回復
期・地域包括そし
て生活期に関わる
セラピスト６名

会　員：52 名　　	
会員外：6名

2月 7日 津島リハビリ
テーション病院 研修会 理学療法士に役立つコーチング

矢澤　浩成
（中部大学生命健
康科学部理学療法
学科講師）

会　員：35 名	
会員外：2名

2016 年度

7月 27 日 津島リハビリ
テーション病院 研修会

尾張西部地区における介護予防事
業へのリハビリテーション専門職
としてできること　ワークショッ
プ：ケア会議を体験

渡邉　良太
（津島市民病院理
学療法士）

会　員：48 名　　	
会員外：34 名

11 月 20 日 ＪＡ愛知厚生
連　海南病院 尾張ブロック研修会

痛みは感覚であり不快な情動であ
る　急性期から維持期に渡り問題
となる痛みとその治療戦略

肥田　朋子
（名古屋学院大学理
学療法学科教授）

会　員：58 名　	
会員外：14 名

2 月 15 日 津島リハビリ
テーション病院 症例検討会 演題数 6題 会　員：46 名　　	

会員外：7名

2017 年度

7月 26 日 津島リハビリ
テーション病院 研修会

つながり「大腿骨転子部骨折術後
における身体機能推移」
「津島市介護予防・総合支援事業
への取り組み」

伊藤　栄祐
（ＪＡ愛知厚生連海
南病院理学療法士）	
浅井　絵美
（津島リハビリテーショ
ン病院理学療法士）

会　員：63 名　　	
会員外：13 名

11 月 19 日 ＪＡ愛知厚生
連　海南病院 研修会 変形性股関節症とリハビリテー

ション

藁科　秀紀
（名古屋整形外科・人工
関節クリニック理事長）
片岡　亮人
山本　優理
（理学療法士）

会　員：61 名　	
会員外：7名

2月 28 日 津島リハビリ
テーション病院 症例検討会 演題数 9題 会　員：64 名　	

会員外：4名

3月 17 日 懇談会 尾張西部地域懇談会 会　員：35 名　	
会員外：14 名

尾張東部ブロック
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受講者に対し、知識・技術研鑚の場として実施・開催しております。研修会は、毎回研修会
参加者に施行するアンケート結果などを参考にし、できるだけブロック会員のニーズに沿っ
たテーマで行えるよう企画しております。
　症例検討会は、若手理学療法士の症例発表を通して、臨床における疑問や問題点解決のきっ
かけとなるよう忌憚なくディスカッションできる場を提供しております。また近隣ブロック
である尾張北部ブロックとの合同で行い、毎年交互にそれぞれのブロック施設に開催場所を
移してブロック間交流を図りながら行っております。

３）今後の課題
　今までのブロックは会員の皆様に有益な知識・技術向上の場としての活動を目指しており
ましたが、今後は、地域連携や地域包括ケアなど、各地域の状況に合わせた活動が軸となっ
ていきます。地域や行政などの要望に対応しやすくするため、市町ごとに理学療法士会の担
当窓口設置を行い、地域に根ざしたブロック活動を行っていけるよう取り組みます。よって
ブロック会員の皆様から広く意見を頂くことが出来ればとても有り難く思われます。そのた
めの話し合いの場を設けていく事業にも取り組んでいきたいと考えます。

表Ⅳ－ 2 － 4　尾張東部ブロック活動実績

年　度 日　時 会　場 事　業 内　　　容 講師（敬称略） 参加人数

2015 年度

1月 19 日 愛知医科大学
病院 研修会 脊柱圧迫骨折の治療方針と理学療法

上原　徹
（名古屋市立西部
医療センター）

会　員：62 名　　	
会員外：3名

2月 20 日 名古屋徳洲会
病院

研修会	
症例検討会	
（尾張北部・東部合同）

基礎から臨床に結びつく高次脳機
能障害の見方
演題数	4 題

澤田　泰洋
（中部大学生命健康科学
部作業療法学科助教授）

会　員：42 名　　	
会員外：10 名

2016 年度

11 月 6 日 公立陶生病院 研修会 リハ職種のためのコーチング技術

矢澤　浩成
（中部大学生命健康科学
部理学療法学科講師）	
加藤　貴司
（医療法人三仁会	
春日井整形外科）

会　員：34 名　　	
会員外：6名

1月 22 日 公立陶生病院
研修会	
症例検討会	
（尾張北部・東部合同）

地域包括ケア介護予防事業におけ
る病院・施設からの関わり
演題数	4 題

都築　晃
（藤田保健衛生大学地
域包括ケア	中核セン
ター担当、藤田保健衛
生大学	医療科学部	リ
ハビリテーション学科
講師）

会　員：41 名　	
会員外：2名

2017 年度 1月 27 日 春日井市民病院
研修会	
症例検討会	
（尾張北部・東部合同）

認知症のリハビリの基礎と当院で
の取り組みについて
演題数	4 題

植田　郁恵
（国立長寿医療研究セ
ンター	作業療法主任）	
宇佐見和也
（国立長寿医療研究セ
ンター理学療法主任）

会　員：29 名　	
会員外：4名
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西三河北部ブロック長　村田　元徳

１）概要
ブロック委員　　５名
　西三河北部ブロックは、4市町（岡崎市・豊田市・みよし市・幸田町）内の 78 施設と個
人会員で構成されています。3年前に比べ、12 施設増となっております。
　活動内容は、毎年 2回の研修会（症例検討会および懇親会を含む）を西三河北部・西三河
南部合同で企画・運営を行っております。

２）活動内容
　⑴研修会、症例検討会（表Ⅳ－ 3 － 1）
　⑵施設連絡網作成
　⑶懇談会

３）今後の課題
　会員施設増に表れているように、理学療法士の活躍の場は確実に広がっております。ブロッ
ク研修会は、会員の皆さんの要望・意見を取り入れ、より関心の高い研修会ができるように
企画・運営しています。さらに専門理学療法士ポイント取得に寄与できることも念頭に置い
ております。
　地域連携、地域包括ケアなど、施設の垣根を超えた活動が盛んになってきている中、理学
療法士間の交流・連携を深めることは極めて重要であると考えます。しかしながら日常業務
も多忙を極めるので、なかなか顔をあわせることもできません。ブロック研修会を通し、会
員の皆様の交流が深まることも重要と考えます。

表Ⅳ－ 3 － 1　西三河北部ブロック活動実績

３．西三河ブロック
西三河北部ブロック

年　度 日　時 会　場 事　業 内　　　容 講師（敬称略） 参加人数

2015 年度 第 25 回愛知県理学療法学術大会の運営担当のため研修会、症例検討会等は中止

2016 年度 11 月 26 日 宇野病院 研修会	
症例検討会

脳卒中リハビリテーションにおけ
るリスク
～増悪、再発、合併症について～
演題数	3 題

山下　豊
（名古屋市立大学病院
リハビリテーション室）

47 名

2017 年度 2月 17 日 岡崎市民病院 研修会	
症例検討会

腱板断裂の診断と治療
演題数	4 題

高松　晃
（西尾市民病院	整
形外科部長）

54 名
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西三河南部ブロック長　酒井　元生

１）概要
　ブロック委員　6名
　構成市区町村：安城市・刈谷市・高浜市・西尾市・碧南市・知立市（6市）
　西三河南部ブロックは、安城市・刈谷市・高浜市・西尾市・碧南市・知立市の 69 施設、
及び個人会員で構成されています。3年前に較べ 15 施設増加しています。
　活動内容として、毎年 2回の研修会（症例検討会および懇親会を含む）を北部・南部合同
で企画・運営しています。

２）活動内容
　⑴研修会、症例検討会（表Ⅳ－ 3 － 2）
　⑵施設連絡網作成
　⑶懇談会

３）今後の課題
　地域医療構想や地域包括ケアなどにより、施設の垣根を超えた活動が盛んになってきてい
る中、理学療法士間の交流・連携を深めることは極めて重要であると考えます。しかしなが
ら日常業務も多忙を極めており、また広い地域の中においてはなかなか顔をあわせることも
できません。ブロック研修会を通し会員の皆様の交流が深まることも大切ですが、施設間の
連携を取りやすい環境づくりが重要であると考えられます。また、各市町村では新しい総合
事業などの予防事業が展開されており、リハビリ専門職として理学療法士がそれらの事業へ
関与していくことが求められています。より地域に密着したブロック運営を展開できるよう、
各市からブロック運営委員を複数選出するなど、新たなブロック運営の体制づくりが課題と
なっています。

表Ⅳ－ 3 － 2　西三河南部ブロック活動実績

西三河南部ブロック

年　度 日　時 会　場 事　業 内　　　容 講師（敬称略） 参加人数

2015 年度 　　第 25 回愛知県理学療法学術大会の運営担当のため研修会、症例検討会等は中止

2016 年度 1月 7日 刈谷豊田総合
病院

研修会	
症例検討会

リハビリテーションと栄養管理
～栄養の基礎から人工栄養選択の
意思決定支援について～
演題数	2 題

杉浦　真
（安城更生病院	神経
内科・在宅医療連携
推進センター長）

50 名

2017 年度 12 月 10 日 刈谷豊田総合
病院

研修会	
症例検討会

急性・慢性呼吸不全の評価と呼吸
リハビリテーションの進め方
演題数	2 題

岸川　典明
（愛知医科大学病院	
リハビリテーション部）

54 名
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東三河ブロック長　伊藤　淳

１）概要
　東三河ブロックは南部医療圏 4市と北部医療圏 5市町村で構成されています。2018 年 7
月現在の施設数は 84、会員数は自宅会員を含め 550 名です。南部医療圏、北部医療圏とも
に面積が広く地域連携が不可欠であるため、以前から各市町村や地区ごとの研修会や広域医
療圏での研究会が開催されてきました。この既存の連携を活かして活動しています。

２）活動内容
　⑴ブロック研修会（表Ⅳ－ 4 － 1）
　　　県内で活躍している中堅理学療法士を招聘して、知識・技術研鑽の場として実施してい

ます。
　⑵症例検討会（表Ⅳ－ 4 － 1）
　　　新人理学療法士、作業療法士、言語聴覚士の卒後教育を目的として開催しています。
　⑶ブロック施設名簿の作成
　⑷ブロック内の情報収集と情報発信

３）今後の課題
　東三河医療圏は人口分布と同様に医療機関が南部医療圏に集中しています。今後進む病床
再編、在宅医療推進等により、市内連携、東三河広域連合の役割がますます重要になると考
えます。市町村の担当窓口の早期設置を行い、地域・行政からの理学療法士への事業依頼対
応や多職種連携の強化、地域の情報収集と発信に努め、公益事業への会員の意識向上や、地
域の学術レベルの向上をサポートできるよう取り組んでいきます。

表Ⅳ－ 4 － 1　東三河ブロック活動実績

４．東三河ブロック

年　度 日　時 会　場 事　業 内　　　容 講師（敬称略） 参加人数

2015 年度
11 月 28 日 豊川市民病院 研修会 脳梗塞の再発予防

河野　裕治
（藤田保健衛生大学
坂文種報徳会病院）

会　員：42 名	
非会員：2名

1月 24 日 豊川市民病院 症例検討会 演題数	10 題 会　員：39 名	
非会員：20 名

2016 年度
11 月 12 日 豊川市民病院 研修会	

症例検討会
歩行分析の基礎と応用～動画を用いた分析～
演題数	3 題

後藤　寛司
（豊橋創造大学）

会　員：49 名	
非会員：6名

1月 29 日 豊川市民病院 症例検討会 演題数	10 題 会　員：42 名	
非会員：26 名

2017 年度
11 月 25 日 豊川市民病院 研修会 フレイル・サルコペニアの評価と

治療

相本　啓太
（国立長寿医療研
究センター）

会　員：55 名	
非会員：8名

1月 28 日 豊川市民病院 症例検討会 演題数	14 題 会　員：49 名	
非会員：20 名
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知多ブロック長　畔上　和久

１）概要
　知多ブロックは大府市・知多市・東海市・常滑市・半田市・阿久比町・武豊町・東浦町・
美浜町・南知多町にわたる 5市 5 町により構成され 2018（平成 30）年 9 月現在、71 施設
361 名が登録されています。
　知多ブロックの活動内容としては懇談会、研修会、症例検討会を現在 10 名のブロック委
員で行っています。

２）活動内容（表Ⅳ－ 5 － 1）
　⑴懇談会
　　　年に 1度、ブロック懇談会を開催、地域内の各職種との親睦を図ると共に保健・医療・

福祉に関する情報収集や把握に努めています。
　⑵研修会
　　　年に 2回開催、愛知県内で活躍されている理学療法士を招聘し、知多ブロック会員の知

識・技術の研鑚を図っています。
　⑶症例検討会
　　　年 3回開催、臨床の場で難渋した症例や経験した症例に対する疑問や問題点等の発表を

通して、出席者の意見を聞き解決できる場として経験年数の浅い理学療法士も気軽に発表
できるような形式で行っています。

３）今後の課題
　⑴公益事業への積極的な参加：地域のスポーツ傷害予防事業、介護予防事業等を通して理学

療法士としての専門性を発揮し地域貢献すると同時に理学療法士の認知度と高めていきた
いと思います。

　⑵新人教育プログラムの対象者にむけて症例発表での単位取得を奨励し、ブロック内で行わ
れる症例検討会を通じて各施設との交流、知識、技術の向上を進めていきたいと思います。

　⑶当ブロックの会員数も年々増加しており若い会員がブロック活動に興味を持って参加して
くれるので、これからも会が興味あるテーマを情報収集しながら企画・運営していきたい
と思います。

５．知多ブロック
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表Ⅳ－ 5 － 1　知多ブロックブロック活動実績

年　度 日　時 会　場 事　業 内　　　容 講師（敬称略） 参加人数

2015 年

7 月 25 日 アイプラザ半田 懇談会・研修会 高齢者に対する歩行支援
～無動力歩行支援機ACSIVE について～

阿部　友和
（星城大学） 77 人

1 月 31 日 半田市福祉文
化会館 研修会 関節内運動学 片岡　寿雄

（岩倉病院） 105 人

9 月 24 日	
11 月 26 日
3 月 3 日

市立半田病院 症例検討会 8演題発表

2016 年

6 月 25 日 星城大学 懇談会・研修会 肩関節の理学療法
～クリニカルヒント～

太田　進
（星城大学） 123 人

1 月 29 日 日本福祉大学 研修会 運動器疼痛に対する評価と考え方 坂野　裕洋
（日本福祉大学） 110 人

9 月 29 日	
11 月 24 日	
3 月 16 日

市立半田病院	
星城大学 症例検討会 9演題発表

2017 年

7 月 11 日 アイプラザ半田 懇談会・研修会 高齢者理学療法の留意点 越智　亮
（星城大学） 105 人

2 月 4 日 星城大学 研修会 動作分析のための基礎知識と変形
性関節症の歩行分析

金井　章
（豊橋創造大学） 101 人

9 月 27 日	
11 月 30 日	
3 月 1 日

市立半田病院	
星城大学 症例検討会 9演題発表
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リハビリテーション情報センター　局長　星野　茂

１）活動内容
　2015 年度愛知県医療介護総合確保基金補助事業として開始しました。一般社団法人愛知
県作業療法士会および愛知県言語聴覚士会の協力を得ながら、愛知県内のリハビリテーショ
ン施設情報の取りまとめを行うとともに、専用のホームページを立ち上げ県民に向けた情報
発信を行い、リハビリテーション専門職や行政機関向けの情報も併せて発信しています。情
報収集には毎年アンケート調査を行い、各士会会員の情報のみならず、会員外施設の情報も
含めた形でまとめているとともに、愛知県内各市区町村にリハビリテーション専門職のネッ
トワークの整備も行い、各地域のリハビリテーションに関わる情報の集約も行っています。
　愛知県内リハビリテーション専門職の活用を目的に、様々な勤務形態による求人情報の公
開を行い在宅医療・介護予防などの人材確保に関わる情報発信も行っています。
　また、情報発信のみならず、県民や専門職を対象とした電話およびメールによる県民から
のリハビリテーションに関わる相談、専門職からの就労相談、研修情報、行政機関などから
の専門職の活用方法などの相談も行っています。

２）事業内容
　⑴ホームページ事業

　リハビリテーション情報センター単独のホームページを作成し、リハビリテーション実
施機関の情報検索や求人情報・イベント、研修情報などの公開を行うとともに、会員（理
学療法・作業療法・言語聴覚療法各会員）向けページには、介護予防に関わる資料の共有
を行っています。
URL:	www.aichi-reha-info.jp/

　⑵市区町村支援事業
　愛知県内各市区町村にリハビリテーション専門職のネットワーク作りをサポートし、各
市区町村におけるリハビリテーション専門職の顔の見える連携活動を推進するとともに、
各地域の情報を口コミ感覚で集め、アンケート調査のみならず生の声による情報集約を行
うとともに、介護予防活動の推進なども行っています。

　⑶求人情報の公開
　愛知県内における常勤、非常勤など様々な就労形態による求人情報を公開することによ
り、リハビリテーション専門職を様々な形で在宅医療・介護に活用できるよう支援を行っ
ています。尚、掲載については無料で掲載を行っています。

　⑷相談業務
　電話相談を月 2回程度不定期であるが開催し、県民からのリハビリテーションに関わる

リハビリテーション情報センターⅤ
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相談や専門職からの求人情報や就業に関わる相談、研修などのキャリアアップに関わる相
談を受け、その場で相談に答えています。また、随時メールによる相談も受け付けています。
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組織委員会　委員長　熊澤　輝人

　本会は、2014（平成 26）年 4 月に公益社団法人として愛知県から正式に認められ、これに
より社会的責任を負う専門職種の集まりとして社会的にも信用度の高い団体へと大きく成長を
遂げました。
　組織委員会では、主に県士会組織のこと、定款・定款細則に関することなどを担当しており、
本会の組織改編も担っている部署となります。

１）改めて公益法人とは何か
　公益法人とは、不特定多数の者の利益（=公益）の増進に寄与する法人であります。公益
認定等委員会で公益法人と認定されるためには、公益目的とする事業が「学術、技芸、慈善
その他の公益に関する別表に掲げる種類の事業で、不特定かつ多数の者の利益の増進に寄与
するもの」でなければなりません（認定法第２条）。認定法別表には、学術および科学技術
の振興を目的とする事業や、障害者若しくは生活困窮者又は事故、災害若しくは犯罪による
被害者の支援を目的とする事業など 23 種類の事業が掲げられています。

２）公益法人としての今後
　公益事業の事業全体に占める割合は 50％以上でなければなりません。社会局やブロック
局で行われる各種事業については、その内容において公益性の高い取り組みが求められてい
ます。今後は、各会員諸氏が自己研鑚に努め一層の技術向上を図ること、さらには後進の育
成に努力する一方で、公益の増進に寄与できるような活動などを継続して行く必要があると
考えています。

３）組織改編について　
　公益法人を取得して以降、昨今の災害対策の充実が求められる中、本会では「災害対策委
員会」をこれまでの特設委員会から常設委員会へと昇格させました。また、厚生労働省が掲
げる地域包括ケアシステムの実現に向けて、新たに「地域包括ケア推進委員会」と、内閣府
が推奨している男女共同参画社会を目指す目的で「男女共同参画等検討委員会」を、いずれ
も新たに特設委員会として設置することにしました。
　その他、「調査資料部」、「予防事業推進部」、「リハビリテーション情報センター」など新
たな部局の新設も行いました。

組織委員会Ⅵ
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監事
野崎正幸
松野俊次

選挙管理委員会
委員長：鈴木　剛

局長：星野　茂

局長：熊谷泰臣

局長：熊澤輝人

局長：小川智也

都築　晃

宮原利博

飯田文彦

酒井元生

伊藤　淳

鳥山喜之

副代表理事：坂口勇人
副代表理事：加藤文之

　　　理事：星野　茂
　　　理事：熊澤輝人
　　　理事：小川智也
　　　理事：片岡寿雄
　　　理事：熊谷泰臣
　　　理事：三宅わか子
　　　理事：都築　晃

総会 理事会

代表理事

社会局
健康福祉部
小児福祉部
広報部

社会部

名古屋南
名古屋西
名古屋北

名古屋東

ブロック局

常設委員会

名古屋ブロック

尾張東部
尾張中部
尾張北部

尾張西部

加藤正樹
長谷川隆史
上田周平

銭田良博

日比野幹成
宮原利博
岡㟢　誉

飯田文彦

浅井絵美

表彰委員会

特設委員会

訪問リハビリテーション連絡協議会担当

地域包括ケア
推進委員会

災害対策委員会

白書委員会

組織委員会
片岡寿雄
西山知佐

西山知佐

梅田典宏

都築　晃

片岡寿雄

尾張ブロック

知多ブロック

東三河ブロック

西三河南部
西三河北部
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図Ⅵ－ 1　平成 27 年度・28 年度　公益社団法人愛知県理学療法士会組織図
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図Ⅵ－ 2　平成 29 年度・30 年度　公益社団法人愛知県理学療法士会組織図
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表彰委員会　委員長　西山　知佐

　表彰委員会では、各規程に基づき「愛知県表彰」、「医療功労賞」、「日本理学療法士協会賞」
等の候補者選考を行っています。
　2015（平成 27）年度～ 2017（平成 29）年度に受賞された方々は次の通りです。
　受賞された方々の益々のご活躍をお祈りすると共に、各会員の活動の励みになるものと願っ
てやみません。

賞　　種 年　度 氏名（敬称略）・所属（受賞当時）

愛知県表彰 平成 28 年度 鳥山　喜之（木村病院）

平成 29 年度 岡西　哲夫（名古屋学院大学）

医療功労賞 平成 28 年度 幾田真千代（豊橋あゆみ学園）

日本理学療法士協会 平成 28 年度 青木　一冶（名古屋学院大学）

協会賞 平成 29 年度 加藤　文之（名古屋学院大学）

同 松野　俊次（岡崎市こども発達センター）

表彰委員会Ⅶ



−	45	−

災害対策委員会　委員長　嶋津　誠一郎

１）概要
　愛知県理学療法士会では、2011（平成 23）年の東日本大震災を契機に、東日本大震災復
興支援委員会が設置され、翌 2012（平成 24）年度より災害対策委員会として設置されました。
　2017 年、2018 年度にそれぞれ 2名ずつ委員を増員いただき計 9名体制となりました。
　当委員会は「災害への啓発」及び、「災害時に対応できる人材づくり」を軸として研修会
を中心に活動しています。また委員自身が災害医療研修へ参加し、災害への知識習得に努め
ています。

２）活動内容（表Ⅷ－ 1）
研修会について
　2015（平成 27）年度の研修会は、災害対策への啓蒙をテーマに行政の立場から、災害時
の医療提供体制について、支援者側の立場から、支援者への生活支援について講演をいただ
きました。
　2016（平成 28）年度の研修会では、災害時に活動できる人材づくりをテーマに、愛知県
理学療法士会の取り組みを軸に報告がなされました。また同年には「県の大規模地震時医療
活動訓練」を見学する機会を得たのと同時に３士会合同での情報伝達訓練を開催しました。
　2017 年度は熊本地震の影響で「災害支援や避難所をイメージし、自身がどのように動く
のか」に対して研修を企画運営しました。熊本地震で実際に JRAT（大規模災害リハビリテー
ション支援関連団体協議会の略）として活動した方からの支援活動報告と、「他職種を知る」
観点から災害時の栄養士の役割について講演と演習を行いました。
　参加された方からは実際の支援について具体的でイメージがついた、実際の災害時に自分
が、個人、組織としてどのように動かなければならないかを考えるきっかけとなった等のご
意見をいただきました。この３年間は「災害時に動ける人材づくり」を大きなテーマとして
きたと考えています。

３）今後の課題
　今後は当士会の災害対策の構築化を進めていくために、BCP（事業継続計画）を進めるこ
と、災害時の支援、受援体制の構築に努め、県や関係団体と連携できる体制を作りたいと思
います。

災害対策委員会Ⅷ
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年度 開催日 会　場 形　式 題　　名 講師（敬称略） 参加者

2015 年度

7月 11 日 ANA クラウンプ
ラザホテル 講演

愛知県における災害医療提供体制に
ついて

辻田　朋大
（愛知県健康福祉部医務国保課
救急・周産期・災害医療グループ）

52 名

災害時の被災者への生活支援について
久田　光政
（NPO被災者応援・愛知
ボランティアセンター）

10月 19 日 木村病院 講演+
ワークショップ

ネパール大地震での活動支援報告 浅野　直也
（国立長寿医療センター）

15 名
在宅の方向けの災害リーフレットを
作成して

梅本　久子
（訪問看護ステーションリハピネス）

東日本大震災における全日本民医連
での活動紹介と愛知県理学療法士会
の活動報告

西山　知佐
（名南病院）

2016 年度 6月 26 日 国立長寿医療センター 講演 +
ワークショップ

御嶽山、東日本大震災での活動報告
並びに防災について

大崎　雅矢
（大府消防署）

54 名DMATについて 小早川　義貴
（国立病院機能災害医療センター）

備える ! 自然災害から身を守る
椿　佳代
（災害ボランティアコー
ディネーターなごや）

2017 年度 7月 8日 中部リハビリテー
ション専門学校

講演+
ワークショップ

熊本地震での活動支援報告 中橋　亮平
（鵜飼リハビリテーション病院）

16 名

熊本地震での活動支援報告 塚田　晋太朗
（中部リハビリテーション専門学校）

栄養士の視点からの災害医療
避難所運営ゲーム（HUG）の概要と演習

下浦　佳之
（兵庫県立尼崎総合医療センター）

リハの視点からの避難所運営
浅野　直也
（独立行政法人国立病院
機構東名古屋病院）

表Ⅷ－ 1　災害対策委員会活動実績
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地域包括ケア推進委員会　委員長　都築　晃

１）目的と組織の位置付け
　⑴目的　
　　・会員と県士会組織の地域包括ケアシステム構築や推進の支援。
　　・会員の地域包括ケアや予防事業等推進の人材育成や生涯学習支援。
　　・会員外の専門職団体や行政との交流、協力、事業実施の企画実践。

２）組織　
　⑴特設委員会として地域包括ケア推進委員会を設置。
　⑵委員構成　

　会員病院・施設・訪問通所系・教育機関など多領域等からの委員と委員長、担当理事、
関連部局長 2～ 4 名による 15 名前後と外部団体の委員にて構成しています。また愛知県
作業療法士会の地域包括ケア担当理事複数名、愛知県言語聴覚士会の地域包括ケア担当理
事等複数名も参加しています。

３）地域包括ケアシステム推進委員会の業務内容の概要
　⑴定例会議（2015 年～ 2017 年　毎月第 4月曜　士会事務局にて）
　⑵市町村ネットワーク立ち上げ支援、施設代表者へのアンケート実施、三療法士の市町村所

属人数一覧表の作成、web管理（2015年～ 2016年）（2017年～愛知県療法士「情報センター」
事業へ移行）

　⑶安城市地域リハ専門職活動支援事業（2015 年～ 2016 年）
　⑷愛知県庁健康福祉部と医療介護確保基金事業提案、企画、調整会議等
　　　愛知県地域リハビリテーション専門職介護予防指導者育成事業に関する県内全体会（年

２回）、５地区会（年５回）、地区別研修検討会（複数回）の開催（2015 年～ 2016 年）（2017
年 5 月～県士会・職能局・予防事業推進部新設にともない、事業移行）

　⑸愛知県療法士「情報センター」事業立ち上げ準備（2015 年～ 2017 年 4 月）
　　　県内 54 市町村に総合事業等の相談窓口や地域任意団体の設置の説明と準備（2017 年 5

月～県士会・情報センター局の新設にともない、運用等の事業移行）
　⑹療法士介護福祉技術向上研修会（年１回）企画、検討、開催支援（2015 年～ 2017 年度）
　⑺愛知県地域医療介護総合確保基金に基づく補助金交付事業（2015 年～ 2016 年）
　　①在宅医療リハビリテーションを取り入れた退院支援等研修会（年１回）企画・開催支援
　　②喀痰吸引技術研修会（年２回）　
　　　（①、②ともに 2015 年～ 2016 年度は企画・開催支援）（2017 年 5 月～県士会・職能局・

地域包括ケア推進委員会Ⅸ
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倫理保険業務部に、業務移行）
　⑻ 2017 年～　自治体アンケート企画実施等支援
　　（職能局・予防事業推進部と協力事業）
　⑼ 2017 年～　県内地域の療法士任意組織へのアンケート企画実施等支援
　　（職能局・予防事業推進部、情報センター局と協力事業）
　⑽ 2017 年～　2018 年以後の愛知県地域包括ケア推進にむけた戦略会議
　　愛知県庁との事業委託契約、補助金事業、その他新規事業計画
　　県三士会ほか栄養士会、歯科衛生会等、他団体との協力体制構築
　　新総合支援事業移行後のC型や地域リハ支援事業の情報共有
　　地域ケア会議への参加支援、会議立ち上げ支援、助言者派遣等

４）総括と今後の方向性
　当県士会としては、愛知県庁から委託事業と補助金事業を初めて 2015 年に受け、本委員
会にて企画と実施を他団体他部署と協力し実績を重ねてきました。今後も加速し多様化する
ニーズに対し他団体や愛知県庁と協力し理学療法の専門性を戦略的に拡大しながら地域包括
ケアを推進し県民の声に応えてゆきたいと考えます。
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男女共同参画等検討委員会Ⅹ
男女共同参画等検討委員会　委員長　三宅　わか子

１）概要
　2017 年度、特設委員会として男女共同参画等検討委員会が設置されました。委員は 30 代
～ 50 代の男女 6人で構成され、委員会の運営について活発な検討を重ねています。近年で
は理学療法士は多様な能力と働き方が求められていますが、ライフイベントによる就労環境
の調整に当事者および所属施設の管理者は苦慮しているという声が寄せられます。また、理
学療法士の離職率は一般職に比べて低いものの、離職経験者の多くは女性が占めており、復
職を支援する部門や委員会はありません。男女にかかわらす安全に安心して就労できること
は、会員数の確保および各地域で活躍できる人材の確保につながり、理学療法士の活躍を担
保することになります。当委員会は会員相互がライフワークと就労環境について気軽に情報
の交換ができ、仲間と協働しながら理学療法士の仕事が活気を持って行える環境づくりを目
的に、必要な活動を考える場として設置することとなりました。

２）活動内容
　2017 年度は情報収集を中心として活動
　⑴ワークライフバランスを考えた活動・支援をしている個人、施設を訪問して情報収集をし

て記録に残す　　訪問先：合同会社　P-BASE
　⑵他団体が発行した情報等を参考に、⑴と合わせて委員会で検討すべき活動について協議し、

2018 年度事業へと進む
　⑶情報発信として士会ニュースを活用して活動報告を実施（No.188 掲載）

３）今後の課題
　⑴広く会員から就労に関する意見を声として聞く窓口の役割を果たす
　⑵ワークライフバランスを考える情報提供、人材育成の研修会等の企画と運営を進める
　⑶気軽に参加できるスタイル（例えば子ども連れで参加できる）の研修会、勉強会などの実

施とその成果を検証する
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図Ⅹ－ 1　APTA ニュース No.188 掲載記事
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選挙管理委員会　委員長　江本　達也

１）概要
　2年毎に、公益社団法人愛知県理学療法士会（以下、士会）およびNPO法人理学療法学会（以
下、学会）の役員選挙を行うための選出事項をとりまとめ、会員へ選挙告示や投票方法をお
知らせしています。また、公益社団法人日本理学療法士協会（以下、協会）の代議員・役員
候補者・分科学会運営幹事選挙の活動をサポートします。委員の 6名は、地区ブロック毎の
会員が務めています。

２）活動内容
　2016 年度に「2017・2018 年度公益社団法人愛知県理学療法士会役員選挙」、「2017・2018
年度 NPO法人理学療法学会役員選挙」を実施しました。選挙日は、2017 年 3 月 5 日（ウィ
ンク愛知にて）とし、選挙告示を 2016 年 11 月 25 日に行いました。立候補受付締切りの
2017 年 1 月 3 日までに、士会理事立候補者は 10 名（定数：10 名）、監事立候補者は 1名（定数：
2名）、学会理事立候補者は 8名（定数：10 名）、監事立候補者（定数：2名）はおらず、無
投票当選となりました。また、2016 年度には「協会分科学会運営幹事選挙」「協会役員候補
者選挙」の広報をサポートしました。2017 年度には「協会代議員選挙」の広報をサポートし、
愛知県士会の立候補者（23 名）が定数（19 名）を超えた為、投票が実施され、開票立会人
となりました。

３）今後の課題
　様々な勤務形態の会員の皆様が、選挙に参加できるように「選挙機会の公平性」を推進し、
士会・学会と協力し、投票率改善（代議員制選挙導入の検討など）も必要になると想定して
おります。

選挙管理委員会Ⅺ
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愛知県訪問リハビリテーション連絡協議会　委員長　梅田　典宏

１）概要
　現在、理学療法士が在宅に訪問して理学療法等を提供できる制度として、医療保険、介護
保険があります。大部分を占めるのが介護保険での訪問リハビリテーションであり、その中
でも訪問リハビリ事業所からの訪問と訪問看護ステーションからの訪問があります。実際の
算定回数は、訪問看護ステーションからの訪問が、訪問リハビリ事業所の約 1.8 倍で、訪問
看護ステーションからの訪問の方が多いのが現状です。これは、これまでの歴史において、
訪問リハビリテーションの需要に対して、訪問看護ステーションからのセラピスト訪問の方
が供給しやすい制度設計であったことの現れです。しかしながら、訪問看護ステーションか
らのセラピストの訪問は、過去に「看護師の訪問件数を上回ってはならない」という制限が
入り、平成 30 年度改定においては、「訪問看護の一環」という事が強調されました。過去の
制限が明示された年以降に、より適切なリハビリテーションの供給体制を作ることをめざし、
日本理学療法士協会の下部組織として訪問リハビリテーション振興委員会が設置され、その
時から、全国で適切な訪問リハビリテーションを提供できる人材育成のために、全国 47 都
道府県で質の統一をされた研修会の開催を年に 1回以上実施してきました。現在は、全国訪
問リハビリテーション振興財団が、振興委員会に代わって、その役を担っています。
　愛知県訪問リハビリテーション連絡協議会は愛知県理学療法士会、作業療法士会、言語聴
覚士会の下部組織として、2009 年度に設立されました。構成員としても 3士会の会員から
成り立っています。研修会も今年度で 9回目を迎えます。
　第 6回からは、地域医療介護総合確保基金に基づく愛知県委託事業として実施しておりま
す。

２）活動内容（表Ⅻ－ 1）
　2015 年介護報酬改定において、訪問リハビリテーションは、より具体的に活動・参加へ
つなげることを求められるようになりました。医学的リハビリテーションのデリバリーでは
なく、利用者の生活に具体的な変化が求められています。そういったアプローチの実現を目
指した研修をここ数年は、毎年取り組んでまいりました。
　2017 年度は、講師にNPO法人で脳卒中の方の活動の場を提供している方を招き、医療・
介護保険制度外への活動・参加へつなげるヒントとなるような研修を実施しました。

３）今後の展望
　在宅での理学療法士活躍の場は、予防分野まで広がっています。訪問リハビリテーション
に従事する理学療法士も、在宅に訪問するだけではなく、地域での介護予防から、他職種、

愛知県訪問リハビリテーション連絡協議会Ⅻ
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他業種へのリハマネジメントも求められています。個々のセラピストの教育としては、研修
会を通して実施していきますが、具体的な活動の場の提供においては、地域ごとの繋がりが
重要となって来ます。
　現在は情報センターが地域でのネットワーク作りを推進し、地域でのセラピストの窓口作
りが進められています。愛知県訪問リハビリテーション連絡協議会としては、訪問リハビリ
テーションに関する情報提供とともに、より具体的に幅広く地域で活躍できるセラピストの
育成を情報センターと連携を取りながら、目指していきたいと思っています。

表Ⅻ－ 1　愛知県訪問リハビリテーション連絡協議会活動実績

年度 日付 内容（テーマ）

2015 年度

11 月 8 日 活動・参加につながるリハビリテーションを目指して

2月 7日 活動・参加への実践と情報共有・リスクマネジメント

3月 20 日 多職種連携の必要性を理解するとともに、愛知県内の訪問サービスの現状について理解する

2016 年度
9月 4日 活動・参加につながるリハビリテーションを目指して

2月 19 日 活動・参加につなげるための地域連携と多職種連携

2017 年度 2月 10 日	
　　11 日 活動・参加につながるリハビリテーションを目指して地域資源の活用と創造に向けて
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愛知県理学療法学会2015～ 2017年度の総括

特定非営利活動法人　愛知県理学療法学会　理事長　青木　一治

　特定非営利活動法人愛知県理学療法学会（以下、本学会）が誕生して 9年が経ち、10 年目
を迎える年に 3巻目の白書が刊行できますこと嬉しく思います。本学会のこの 3年間のなかで
の大きなできごとは、2011 年（平成 23 年）に日本学術会議協力学術研究団体の称号が付与さ
れて後、独立行政法人大学評価・学位授与機構から国立大学教育研究評価委員会専門委員およ
び機関別認証評価委員会専門委員の候補者の推薦依頼があったことです。これに対して本学会
は、会員であり大学に所属している 10 名を候補として申請しました。その結果、機関別認証
評価委員会専門委員 1 名、国立大学教育研究評価委員会専門委員 5 名が認められ、2016 年
1 月 1 日から 2017 年 3 月 31 日までを委嘱期間として、第二期中期目標期間の教育研究評価の
評価報告書作成に協力させていただきました。また、独立行政法人日本学術振興会より「第
12 回（平成 27 年度）日本学術振興会賞受賞候補の推薦について（通知）」や「第 7回（平成
28 年度）日本学術振興会　育志賞受賞候補者の推薦について（通知）」をいただくようになり
ました。本候補についてはハードルが高く、本学会から候補者を出ませんでしたが、数年後に
は候補者を出せるような学会に成長できればと考えます。そのためにも、今後は会員の基礎・
臨床業績向上の支援にも取り組む必要があると考えます。本学会は地方の学術団体ではありま
すが、このような団体にも国からの役割がいただけるのは日本学術会議協力学術研究団体であ
ることが大きいと考えます。現在では協力学術研究団体の認定を受けるのが難しくなってきて
いると伺っています。このような背景も鑑み、今後は学会としての業績作りにも取り組む必要
があるかと考えます。
　次に本学会のこの 3年間の取り組みについて簡単に述べさせていただきます。学術局につ
いて、学術大会部では第 25 回（担当：知多・三河ブロック）、26 回（担当：名古屋ブロック）
および 27 回（担当：尾張ブロック）愛知県理学療法学術大会を開催しました。第 25 回は刈
谷豊田総合病院	酒井元生大会長のもと、瀟洒な作りの刈谷市総合文化センターで開催されま
した。名古屋ウィメンズマラソンと同日の開催となりましたが、一般演題 108 題、参加者数
1200 名を超え盛会に行われました。第 26 回は名古屋大学大学院（現：豊橋創造大学）の石田
和人大会長により愛知県産業労働センターウィンクあいちで開催され、この年から市民公開講
座は学術大会とは分けて行うこととなり、一般演題 144 題、参加者数 1018 名の学術に特化し
た大会となりました。また、本大会より「学術大会新人賞」の表彰も設けられました。第 27
回では、会場を前年と同じくし、あさひ病院の横地正裕大会長のもと、テーマは第 26 回学術
大会を引き継ぎ、一般演題 128 題、参加者数 1023 名で、厚い内容の大会となりました。無料
の託児所の設置も行い、多くの方が参加しやすいように配慮されていました。今後の学術大会
については、会員増の影響を含め、公共交通機関の利便性も考慮しての開催を考えていただか
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なくてはならず、ハード面では益々ご苦労かけることになりそうです。研修部では通常年２～
３回の研修会を行っていましたが、2014 年（平成 26 年）より「アドバンスセミナー」として
受益者負担による定員制のセミナーも開催しました。2017 年（平成 29 年）にはAdvance セ
ミナーを、磨き直す意も込めたBrush	up セミナーに名称を変更して引き継ぎました。学術誌
部では 2017 年（平成 29 年）5月、愛知県理学療法学術誌をオープン化しました。電子化した
ことで、多方面に学術情報の配信ができるようになったと感じています。次いで教育局につ
いて、専門領域研究部では、専門領域として研修会を行っていましたが、理学療法講習会が
2015 年（平成 27 年）には 3本であったものが翌年 5本となり、2017 年（平成 29 年）は、基
本編・応用編併せて 6本の理学療法講習会が行えるようになりました。また、生涯学習部では、
新人教育プログラム（以下、新プロ）を名古屋だけではなく三河でも行い、新プロ未修了会員
の早期履修に努めました。
　以上が 3年間の総括ですが、次の 3年間に向けては、教育面では「理学療法士・作業療法士
学校養成施設カリキュラム等改善検討会」の報告資料にあるように、2020 年に指定規則の改
訂が予定されています。本報告資料には「臨床実習指導者の要件について」の項目も掲載され
ており、改訂後は要件を満たす指導者がいない施設では臨床実習受け入れが困難となります。
また、日本理学療法士協会の新生涯学習システムとして登録理学療法士プログラムが開始され
ようとしています。グローバルに捉えるなら、理学療法士の養成教育は大学卒業後 2年あるい
は 3年のMPT（Master	of	Physical	Therapy（Physiotherapy））やDPT（Doctor	of	Physical	
Therapy）の制度が取り入れられるようになり、学士養成課程から大学院教育に移行されてい
る国もあります。また、英・米・加・濠などのように、免許更新制度をとっている国もありま
す。こういった状況をも把握し、指定規則の改訂や生涯学習システムの在り方に対する考えか
たを今後は持っておかなければならないと考えます。
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広報部　部長　野々垣　聡

１）概要
　特定非営利活動法人（NPO法人）愛知県理学療法学会	広報部は、2013（平成 25）年 4月
のWeb サイトリニューアルに伴い、その運営と管理を目的として設立されました。前任の
後を引き継ぎ、2015（平成 27）年度から、私が広報部長を務めさせていただいています。
広報部の主な業務は、	Web サイトの運営管理とメール通信の配信です。

２）活動内容
　⑴NPO法人	Web サイトの運営管理
　　　以前はWeb サイトの仕様上、各部局から提出された案内を業者にお願いしてWeb サ

イトを更新していました。しかし、更新されるまで 4、5 日を要し、速やかな情報発信が
おこなえない状況でした。この仕様を見直し、2017（平成 29）年 4 月から、一部を除い
て広報部でWeb サイト更新作業がおこなえるようになりました。各部局からの情報をよ
り速やかに会員のみなさまに発信していきたいと思います。

　　　また、愛知県理学療法学術誌のオープンジャーナル化に伴い、2017（平成 29）年 5月より、
2006（平成 18）年度以降の当学会学術誌をWeb サイト上で閲覧できるようになりました。
会員のみなさまにご活用していただけますと幸いです。

　⑵メール通信の配信
　　　数年前に、台風の影響で急遽研修会を中止せざるを得ない状況がありました。その際、

Web サイトに中止の旨を掲載しましたが、情報が間に合わず、みなさまに大変なご迷惑
をお掛けいたしました。これを教訓とし、より多くの会員のみなさまに、迅速に情報提供
できるよう、2016（平成 28）年 2 月より「メール通信」の運用を開始いたしました。本
年度より、緊急情報だけではなく、部局からのお知らせを定期的に配信する試みも始めま
した。メール通信の登録者数は、4,791 人となっています（8月 31 日現在）。

　　　メール通信は、日本理学療法士協会マイページに登録されているメールアドレス宛に配
信しております。メール通信が届いていない方は、マイページの会員情報をご確認くださ
い。

３）今後の課題
　会員のみなさまにとって有益で必要な情報をお届けするためには、どのような方法がより
アクセスしていただき易いか、考えていきたいと思います。

事務局Ⅰ
１．広報部
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学術局　局長　金井　章

　日本理学療法士学会における分科学会活動の開始に伴い、愛知県理学療法学会には、若手か
ら中堅を対象とした学術・研究活動活性化の推進と援助が求められていると考えています。そ
こで学術大会部では、若手特別セッションを設け、学術大会新人賞の選出を行うこととしまし
た。会員数の増加と共に、学術大会参加者は 1000 名、演題数も 100 題を超える規模となって
います。研修部では通常の研修会に加え、より専門性の高いアドバンスセミナーを開催し、中
堅理学療法士の底上げを図ってきました。学術誌部ではオープンジャーナル化を果たし、より
広く、より素早い情報の発信を行う事で、社会へ貢献しています。
　学術局ではこれらの活動を通し、学術大会部、学術誌部、研修部の 3部にて学術活動を推進
すると共に、教育局とも連携を深め、会員が理学療法に関する研究およびその臨床応用に取り
組んで行けるよう活動しています。一方、日本理学療法士学会による分科学会や各種研修会と
の棲み分け、愛知県理学療法士会における研修会活動との役割分担や連携など、今後の課題と
なっています。

学術大会部　副部長　海野　光信

　学術大会部の主な活動としては、①学術大会長の選出、②学術大会の運営補助、③学術大会
における表彰を行っています。
　年 1回開催される愛知県理学療法学術大会（以下、県学術大会）は、その運営を 3つの地区
ブロックが輪番制で担当し、名古屋→尾張→知多・三河（知多、西三河、東三河で順番）の順
で企画・運営にたずさわっています。近年では参加者数が 1,000 名を超えるほど大規模な学術
大会となり、運営者の負担増が問題となったため 2012（平成 24）年度に行われた第 23 回大会
から、運営の一部を外部委託し、運営委員の負担軽減に努めています。表 1に 2015 ～ 2017（平
成 27 ～ 29）年度に開催された県学術大会の詳細を示します。演題数は近年増加傾向にあり、
第 25 回からは 100 題を超える演題が集まっています。2014 年度以前の学術大会（学会）の詳
細は、愛知県理学療法士白書あいち 2007、2012、2015 をご参照ください。今後も県学術大会
を運営する準備委員および運営委員、運営補助としての外部委託業者、学術大会部と３つの部
門の業務を整理・分担し、準備委員と運営委員の負担軽減を図っていきます。
　県学術大会では、2008（平成 20）年度の第 18 回大会から、優れた研究資質を有する士会員
を顕彰することを目的に、発表する機会が多い若手士会員（会員歴 7年目以内）を対象に優秀
演題を選出し「学術大会賞」を授与していました。この賞は、座長から推薦された演者に対し、
愛知県理学療法学会誌への投稿を呼びかけ、投稿された論文を基に審査し、最優秀演題を選出

学術局Ⅱ

１．学術大会部
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しています。学術大会終了後の審査となるため、表彰は次年度の県学術大会に合わせて行われ
ていました。2016（平成 28）年度からは会員歴 3年以内の新人を対象とした「学術大会新人賞」
を新設しました。この賞はあらかじめ演者に対し「若手特別セッション」への参加を募り、準
備委員会にて選出された演題についてその発表内容を当日審査し、最優秀演題の演者に対して
大会当日の閉会式で表彰するものです。この新設に伴い「学術大会賞」の対象を、会員歴によ
る制限をなくし、演題登録された全演者の中から選出することに変更しました。2015～2017（平
成 27 ～ 29）年度における「学術大会賞」の受賞者と、2016 ～ 2017（平成 28 ～ 29）年度の「学
術大会新人賞」の受賞者を表 2に示します。また過去の表彰に関する詳細は、愛知県理学療法
士白書あいち 2012、2015 に掲載されています。
　県学術大会は、東海北陸理学療法学術大会や専門領域ごとに行われる分科学会などでの発表
に向けた研鑽の場となるべく、研究マインドを持った若手理学療法士を育成する機会であると
考えます。研究活動を通じてよりよい理学療法を提供するための基盤となるよう、各会員に対
し研究を推進できる環境作りや情報提供を今後も行っていきます。

表Ⅱ－１－ 1　学術大会の概要（2015 ～ 2017 年度）

表Ⅱ－１－ 2　学術大会　表彰演題（2015 ～ 2017 年度）
＜学術大会賞＞

＜新人賞＞

開催日 担当ブロック 学会長 テーマ 演題数 会　場

第 25 回 2016 年 3 月 13 日 西三河 酒井　元生 理学療法	これからの 10 年 108 刈谷市総合文化センター

第 26 回 2017 年 3 月 5 日 名古屋 石田　和人 理学療法の本質と未来予想図 142 愛知県産業労働センター　
（WINC　AICHI）　　

第 27 回 2018 年 3 月 11 日 尾張 横地　正裕 理学療法の未来への課題と道程
～理学療法の本質と未来予想図	part Ⅱ～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　128 愛知県産業労働センター

（WINC　AICHI）

演　題　名 氏　　　名

第 25 回 大腿骨近位部骨折の手術法の違いによる術後成績について
	～人工骨頭置換術とγネイル法との比較～

海老原恵理（名古屋第一赤十字病院）
高木　寛人、山川　桂子、中山　靖唯、洪　淑貴

第 26 回 メディカルチェックに参加した少年野球選手の投球障害発生率と
その要因	～ 1 年間の前向きコホート研究～

竹中　裕人（あさひ病院）
水谷　仁一、鈴木　達也、森　　匡宏、横地　恵太、
澤田　悠介、高橋　愛輝、清水　俊介、塚田晋太朗、
矢澤　浩成、伊藤　岳史、筒井　　求、花村　浩克

第 27 回 被殻出血患者における皮質脊髄路走行領域の損傷度と下肢運動機
能との関係

澤島　佑規（偕行会リハビリテーション病院）
矢部　広樹、足立　浩孝、田中　善大

演　題　名 氏　　　名

第 26 回 軽症～中等症COPD患者に対する外来呼吸リハビリテーションの効果 秋山　歩夢（平松内科・呼吸器内科	小牧ぜんそく睡眠リハビリクリニック）
辻村　康彦、平松　哲夫、三川浩太郎　　　

第 27 回 入退院を繰り返すCOPD患者に対する再増悪予防に向けた急性
期からの取り組み

板野　里奈	（藤田保健衛生大学坂文種報徳會病院）、
森　　悦子、石川　綾子、杉浦　　翼、辻　有佳子、
河野　裕治、溝越恵里子、青柳陽一郎
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研修部　部長　山下　豊

１）概要
　研修部では、会員の卒後教育と学術向上を目的として、年 2回の研修会と 1回のセミナー
を企画、運営しています。研修会は、研修部で企画したテーマに基づき、その分野を専門と
されている講師を複数名お招きし、講演いただく形式で実施しています。できるだけ多くの
会員に参加いただけるように、年 2回の研修会では参加費無料、人数制限なしとしています。
年 1回のセミナーは、2015 年度は通常の研修会と同じ形式で実施しましたが、2016、2017
年度は、受講料を徴収、定員制、且つ事前申し込みにて受講希望者を募る形式をとっていま
す。研修会の広報は、学会ホームページと士会ニュースを基本とし、必要に応じてダイレク
トメールを活用しています。会場は、公共の有料会議室や研修部員の所属施設を利用してい
ます。2015～2017年度までの研修会、およびセミナーの開催実績を示します（表Ⅱ－2－1）。

２）今後の課題
　近年は、他の講習会との競合が増加し、参加者の伸び悩みが顕著になっています。一方で、
セミナーは、有料であっても受講者が集まる傾向がみられます。PTに対する社会からのニー
ズと受講者の希望を勘案したうえで、企画の充実を図っていきます。　

表Ⅱ－ 2 － 1　研修部活動実績

学術誌編集部　部長　太田　進

１）目的
　学術誌部は、愛知県理学療法学会誌の発行と学会プログラム・抄録集の発行をしています。
論文は、ピアレビュー（各分野の専門家による評価検証）を行い、論文の修正する過程を通
して論文の質を高め、会員の学術研鑚となるように努めています。また、初めての論文投稿
の方が多く、論文投稿の体裁やその後の修正に苦慮しています。そのため、査読者や学術誌

２．研修部

３．学術誌編集部

年度 日付 内容（テーマ） 参加者数

2015 年度
7月 19 日	
11 月 23 日	
2 月 7 日

第 1回研修会：高齢者の骨折とリハビリテーション
セミナー　　：脳卒中のリハビリテーション
第 2回研修会：高齢者のフレイルとサルコペニア

238 名	
225 名	
228 名

2016 年度
6月 19 日	
9 月 19 日	

2 月 11・12 日

第 1回研修会：脳卒中片麻痺に対する理学療法 up	to	date
第 2 回研修会：運動と循環～リスク管理と知っておきたい薬の知識～
セミナー　　：管理者に必要な知識とコーチングスキル　※ 1

227 名	
264 名	
40 名

2017 年度
6月 3日	
9 月 30 日	

2 月 10・11 日

第 1回研修会：人工関節周術期リハビリテーション
第 2回研修会：運動と免疫
セミナー　　：脳卒中リハビリテーションの臨床と研究　※ 2

167 名	
139 名	
44 名

　※ 1　募集定員 30 名、受講料 8,000 円
　※ 2　募集定員 40 名、受講料 8,000 円
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部から著者へのコメントも教育的配慮を加え、具体的に指示をするようにしています。
　学術誌部の目的を以下に記します。
　⑴理学療法及び関連領域における研究報告・実践報告として公開の場を提供すること
　⑵NPO法人愛知県理学療法学会の活動として行われた研修会などの講演内容を解説した論

文の掲載
　⑶理学療法士の卒後継続教育の奨励（教育的な論文の掲載）
　⑷理学療法の臨床・研究および教育に有益な社会的・学術的情報の提供

２）年間の発行回数に関して（過去 3年間）
　2015 年度　学術誌 2回　学会プログラム集・抄録集
　2016 年度　学術誌 2回　学会プログラム集・抄録集
　2017 年度　学術誌 2回（オープンジャーナル化したため冊子体廃止）
　学会プログラム集・抄録集
　現状：年 2回の学術誌、年 1回の学会プログラム集・抄録集

３）掲載論文内訳（過去 3年間、抄録集を除く）

４）学術誌部概要
　愛知県理学療法学会の座長推薦による学術大会賞のノミネート演題を論文投稿して頂き、
その中から大会賞が選抜されるシステムも含め、投稿論文も増え、かつ一定数以上に維持さ
れるようになりました。投稿論文の査読に関しては、複数回の査読を行い、論文の質を担保
できるように心がけています。著者の方々においても、査読コメントに対して、適切に修正
して頂き、また時に質問も受けますが、多くの論文は最後まで修正され掲載されています。
また、不採択となった場合においても、修正点を記すようにしています。論文数が比較的安
定して推移してきましたので今後は更なる質の向上を目指していきたいと思います。
　
５）情報発信について
　⑴オープンジャーナル化
　　　2017 年 29 巻 1 号の論文からNPO法人愛知県理学療法学会ホームページで掲載論文が

閲覧、ダウンロードできるようになりました。オープンジャーナル化に伴い、会員以外の
方も閲覧、ダウンロードが可能なため、掲載された論文が今まで以上に情報発信され、活
用されるシステムとなりました。オープンジャーナル化に伴い、冊子体は廃止となりまし

研究報告（原著） 症例報告・短報 総説・寄稿

2015 年度 9 3 2

2016 年度 8 8 2

2017 年度 11 5 1

計 28 16 5
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た。
　⑵特別号（学会プログラム・抄録集）
　　　2015 年から 2017 年度までの学術大会の学会プログラム・抄録集は、冊子体として発行

しました。

６）社会貢献
　オープンジャーナル化に伴い、より多くの方に活用して頂けるシステムとなりました。ま
た、数報ではありますが、他士会からの投稿も頂いています。地方理学療法士会雑誌ではあ
りますが、国内の一理学療法学術専門誌として、全国から投稿されることを目指して行きま
す。

７）学術誌部の構成
　学術誌部は現在、部長 1名、副部長 1名、部員 7名で運営をしています。査読を含め、今
後も学術専門誌としての質の向上を目指していきたいと考えています。
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教育局　局長　森嶋　直人

　教育局には、①生涯学習部、②専門領域研究部の 2部門があり、主に愛知県理学療法士会員
に対する新人教育ならびに生涯学習支援を行っています。
　振り返りますと 2015 ～ 2017 年（平成 27 ～ 29 年）の 3年間は日本理学療法士協会の生涯学
習システムの浸透する時期であったと感じます。前期に導入された包括的会員管理システムは
研修会等の受付業務や会員の研修申請・ポイント確認と多岐にわたり効率化を図ることができ
ました。会員の研修会申し込みや生涯学習ポイント確認も簡単に実施できようになり、利便性
が増し研修会開催側の業務効率化を図ることができました。
　一方日本理学療法士協会の実施している理学療法士講習会は 2015 年より県単位での委託事
業になり、専門領域研究部で企画・立案・開催まで行いました。当初は戸惑いながらではあり
ましたが 2017 年には基本編・理論 5件、基本編技術 1件、合計 6件の開催実績を持つことが
できました。今後も広い分野での開催を予定しております。
　今後、日本理学療法士協会は専門・認定制度の改定を予定しており、特定非営利活動法人愛
知県理学療法学会内の学術局とも連携し、会員の資質向上にまい進したいと思います。

生涯学習部　部長　松田　文浩

１）生涯学習部の役割
　日本理学療法士協会の生涯学習システムは、基本姿勢への理解や資質の向上、理学療法の
専門分野における職能的水準の引き上げ、自発的な学習の継続を理念とし、適切な学習機会
を豊富に提供することを目的として、「新人教育プログラム」、「認定・専門理学療法士制度」、
「地域包括ケアシステム推進制度」、「協会指定管理者制度」が整備されています。生涯学習
部では、新人教育プログラムを担当し、経験の浅い理学療法士に対して卒後教育を行ってい
ます。主な役割は、「新人教育プログラムの企画・運営」です。

２）活動概要（表Ⅲ－ 1 － 1）
　年 5回の日程で、新人教育プログラムの各テーマ（テーマ C「理学療法の臨床」を除く）
について講義しています。テーマA「必須初期研修」については、少しでも多くの会員が
受講できるよう、開催時期、場所をずらして年 2回実施しています。2015 ～ 2017 年度の履
修者数は表 1のとおりです。テーマC「理学療法の臨床」については、愛知県理学療法学術
大会をはじめとした学会や各ブロックの研修会に参加して取得することを促していますが、
症例発表を通した単位取得の機会を提供するため、年 1回の頻度で生涯学習部主催の症例検

教育局Ⅲ

１．生涯学習部
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討会を開催しています。
表Ⅲ－ 1 － 1　新人教育プログラム開催歴および受講者数

３）今後の課題
　今後導入が予定されている新生涯学習システムへのスムーズな移行が重要な課題であると
考えています。現生涯学習システムから大幅な変更が生じる可能性があるため、新生涯学習
システムに関する情報を会員に周知するとともに、新しいシステムの運用方法について検討
し、システム移行に備えたいと思います。

専門領域研究部　部長　瀧　昌也

１）専門領域研究部の役割
　専門領域研究部の役割は、①日本理学療法士協会専門領域研究部で規定される各専門領域
における研修企画・運営に関すること、②日本理学療法士協会生涯学習システムにおける各
専門分野・認定領域に係わる事業を援助し、愛知県理学療法士会理学療法士講習会を開催す
ること、③愛知県理学療法士会会員における専門理学療法士、認定理学療法士名簿を管理し、
各専門分野・認定領域に係わる事業を援助する、④愛知県理学療法士会会員の日本理学療法
士協会専門分野への入登録専門理学療法士・認定理学療法士の称号取得を支援することです。

テーマ

2015 年度	
生涯学習部主催	
研修会開催数：5回

2016 年度	
生涯学習部主催	
研修会開催数：5回

2017 年度	
生涯学習部主催	
研修会開催数：5回

開催日 講師 受講者数 開催日 講師 受講者数 開催日 講師 受講者数

必須

A-1 理学療法と倫理 9/27・1/17 友田　淳雄 363 8/28・1/22 谷本　正智	
田村　将良 249 7/9・1/14 谷本　正智	

田村　将良 401

A-2 協会機構と生涯学習
システム 9/27・1/17 鳥山　喜之	

伊藤　直樹 361 8/28・1/22 鳥山　喜之	
松田　文浩 240 7/9・1/14 鳥山　喜之	

松田　文浩 390

A-3 リスクマネジメント 9/27・1/17 山上　潤一 376 8/28・1/22 山上　潤一 248 7/9・1/14 山上　潤一 399

A-4 人間関係および接遇 9/27・1/17 鈴木由佳理 375 8/28・1/22 渡邊　晶規 246 7/9・1/14 渡邊　晶規 401

A-5 理学療法における関
係法規 9/27・1/17 渡邊　晶規 367 8/28・1/22 福岡　大嗣	

小出　　祐 240 7/9・1/14 福岡　大嗣	
小出　　祐 392

基礎

B-1 一次救命処理と基本処置 11/1 松田　文浩 189 10/16 上村　晃寛 164 9/3 上村　晃寛 239

B-2 クリニカルリーズニング 12/20 谷本　正智 147 12/4 谷本　正智 158 8/6 谷本　正智 129

B-3 統計方法論 10/18 渡邊　晶規 167 11/13 渡邊　晶規 149 9/3 佐藤　健二 239

B-4 症例報告・発表の仕方 12/20 片山　　脩 130 12/4 片山　　脩 172 8/6 片山　　脩 58

専門性

D-1 社会の中の理学療法 11/1 田村　将良 192 11/13 田村　将良 145 10/15 田村　将良 139

D-2 生涯学習と理学療法
の専門領域 12/20 伊藤　直樹 113 11/13 伊藤　直樹 158 9/3 伊藤　直樹 239

D-3 理学療法の研究方法論 10/18 渡邊　晶規 164 10/16 佐藤　健二 152 8/6 佐藤　健二 132

D-4 理学療法士のための
医療政策論 11/1 松山　太士 185 12/4 松山　太士 130 10/15 松山　太士 112

人材育成

E-1 臨床実習指導方法論 10/18 松山　太士 110 12/4 松山　太士 85 9/3 松田　文浩 239

E-2 ティーチングとコーチング 12/20 青木　一樹 92 11/13 青木　一樹 163 10/15 青木　一樹 91

E-3 国際社会と理学療法 11/1 鋤柄　和子 192 10/16 鋤柄　和子 177 10/15 鋤柄　和子 90

２．専門領域研究部
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２）活動内容（表Ⅲ－ 2 － 1）
　上記の専門領域研究部の役割①②に関しては、専門領域研究部主催の研修会（年 2回）の
企画・運営と、日本理学療法士協会主催の理学療法士講習会（基本編・応用編）の開催申請
受付を行っています。専門領域研究部主催の研修会は、実技・演習を重視するため、定員制
で実施しています。日本理学療法士協会主催の理学療法士講習会（基本編・応用編）の開催
には都道府県士会の承認が必要です。専門領域研究部は、愛知県で開催される理学療法士講
習会（基本編・応用編）の申請を受付し、愛知県理学療法士会および愛知県理学療法学会の
理事会にて承認審議を受けています。
　④に関しては、愛知県理学療法士会ニュースやホームページにて専門・認定理学療法士の
申請・更新について啓蒙活動を行ってきました。また、専門・認定理学療法士取得相談会を
開催するようになり、専門・認定理学療法士取得相談会は、年度末に行われる愛知県理学療
法学術大会の会場内で、次年度の専門理学療法士および認定理学療法士の取得を考えている
会員を対象に、個人相談形式で開催しています。

表Ⅲ－ 2 － 1　専門領域研究部活動実績

年度 事業名 日時 内　　　容 講師（敬称略） 参加数

2015 年度

第１回研修会 11 月 7 日 吸引の基礎知識と実施方法 小林　美和
（愛知医科大学病院　看護師長）

会　員：30 名	
会員外：5名

第 2回研修会 12 月 6 日 高次脳機能障害のリハビリ
テーション

森田　秋子
（鵜飼リハビリテーション病院）

会　員：9名	
会員外：1名

専門・認定理学療
法士取得相談会 3月 13 日 会　員：26 名

2016 年度

研究活動支援セミ
ナー 9月 11 日 誰でもわかる統計ソフトR

と Rコマンダーの使い方
対馬　栄輝
（弘前大学医学部保健学科　大学院保健学研究科） 会　員：31 名

第１回研修会 12 月 11 日 神経リハビリテーションにおけ
る電気刺激療法　理論と実践

生野　公貴
（西大和リハビリテーション病院） 会　員：25 名

理学療法士講習会⑴ 6月 25 日 動画を用いた動作分析 金井　章（豊橋創造大学）、他 会　員：56 名

理学療法士講習会⑵ 7月 3日 脳卒中片麻痺者における体幹機
能とバランス能力のとらえ方

畑迫　茂樹
（中部リハビリテーション専門学校）、他 会　員：47 名

理学療法士講習会⑶ 7月 31 日 運動学に基づく臨床推論の基
本	− CKCによる症例検討−

内山　　靖（名古屋大学）、	
村上　忠洋（中部リハビリテーション専門学校） 会　員：59 名

理学療法士講習会⑷ 11 月 13 日 脊髄損傷の病態理解と基本ア
プローチ 長谷川隆史（中部労災病院）、他 会　員：35 名

理学療法士講習会⑸ 11 月 27 日 「関節可動域制限に対する治
療手技の基本（股関節編） 田中　和彦（一宮西病院）、他 会　員：40 名

専門・認定理学療
法士取得相談会 3月 5日 会　員：17 名

2017 年度

理学療法士講習会⑴ 7月 1日 動画を用いた動作分析 金井　　章（豊橋創造大学）、他 会　員：44 名

理学療法士講習会⑵ 7月 2日 脳卒中片麻痺者における体幹機
能とバランス能力のとらえ方

畑迫　茂樹
（中部リハビリテーション専門学校）、他 会　員：43 名

理学療法士講習会⑶ 7月 23 日 運動学に基づく臨床推論の基
本	− CKCによる症例検討−

内山　　靖（名古屋大学）、	
村上　忠洋（中部リハビリテーション専門学校） 会　員：58 名

理学療法士講習会⑷ 8月 26 日 国際貢献における災害医療・
海外医療と多職種連携 内山　　靖（名古屋大学）、他 会　員：15 名

理学療法士講習会⑸ 11 月 12 日 脊髄損傷の病態と基本動作の
理解 長谷川隆史（中部労災病院）、他 会　員：50 名

理学療法士講習会⑹ 11 月 26 日 「関節可動域制限に対する治
療手技の基本（膝関節編） 田中　和彦（一宮西病院）、他 会　員：40 名

専門・認定理学療
法士取得相談会 3月 11 日 会　員：30 名
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３）今後の課題
　専門領域研究部の役割②に関しては、理学療法士講習会の受講者を確保させることが課題
となっています。
　④に関しては、さらに愛知県理学療法士会ニュース・ホームページや専門・認定理学療法
士取得相談会での啓蒙活動を強化し、愛知県理学療法士会の専門理学療法士および認定理学
療法士の称号の取得率を高めたいと思っています。
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組織委員会　委員長　江口　雅之

　本会は昭和 54 年（1979）に愛知県理学療法士会（任意団体）として発足しました。平成 20
年（2008）職能機能と学術機能を分割し、職能機能は中間法人愛知県理学療法士会とし、ま
た学術機能は特定非営利活動法人（NPO）愛知県理学療法学会（以下、愛知県理学療法学会）
として各法人を設立しました。主な活動は愛知県理学療法学術大会です、この学術大会は第
18 回大会までは愛知県理学療法士会で開催していましたが平成 19 年（2007）第 19 回愛知県
理学療法学術大会より当法人で開催しています。当法人は学術団体として、平成 23 年（2011）
「日本学術会議」の「日本学術会議協力学術研究団体」指定を受けています。
　組織委員会は愛知県理学療法学会の独立した委員会として存在し、主に学会組織のこと、定
款や定款細則の関することを担当しています。また本学会の機能、機構など、全てに係る委員
会です。これからも学術活動をとおし会員の研鑚に寄与できるよう組織委員会は活動いたしま
す。

図Ⅳ－ 1　2015 － 2017 特定非営利活動法人　愛知県理学療法学会組織図
　　　　　　　　 （2015 － 2016、2017 － 2018 は同一のもの）

監事

藤田正之
片岡寿雄

理事長　：青木一治
副理事長：岸川典明
　　理事：石田和人
　　理事：星野　茂
　　理事：金井　章
　　理事：村上忠洋
　　理事：森嶋直人
　　理事：小川智也
　　理事：江口雅之
　　理事：太田　進

総　　会

選挙管理委員会

委員長：江本達也

理事会 学術局 研修部

学術誌編集部
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局長：金井　章
　　　村上忠洋
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局長：星野　茂

局長：森嶋直人 専門領域研究部

江口雅之
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常設委員会

白書委員会

組織委員会

瀧　昌也

松田文浩

理事長

組織委員会Ⅳ
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第三部　会員個人の現状
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白書委員会　壹岐　英正　　佐藤　安夕里
調査資料部　伊藤　直樹

　この調査は、公益社団法人愛知県理学療法士会（以下本会）に所属する理学療法士（以下会
員）の現状について、会員のみならず地域住民並びに関係者の方々にも広く知っていただくた
め、本会が主催して行いました。

　調査対象は、2018 年 11 月 26 日現在、本会に入会している理学療法士 6,237 人を対象としま
した。

　調査は公益社団法人日本理学療法士協会が所有する登録情報のうち、愛知県内の公益社団法
人愛知県理学療法士会に所属する会員に関する情報を用いて行いました。なお個人情報の保護
に関する法律（平成 29 年 5 月 30 日施行）に基づき、個人情報を特定できない様、匿名化して
データ抽出を行いました。

　会員属性として会員数、会員所属先、年代別会員数、会員経験年数割合、二次医療圏別会員
数、市町村別会員数を、所属機関の状況として会員数別施設数、所属機関別会員数および施設
数を、会員の生涯教育状況として最終学歴別会員数、公益社団法人理学療法士協会主催の新人
教育プログラム履修状況、認定理学療法士取得者数、専門理学療法士取得者数を調査しました。

　１）会員数

図１　会員数

目　的Ⅰ

方　法Ⅲ

調査項目Ⅳ

結　果Ⅴ

対　象Ⅱ

564

5673

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 (人)

休会会員数

在会数

n = 6237

１．会員属性
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　２）会員所属先

図２　会員所属先

　３）年代別会員数

図３　年代別会員数（男女別）

　４）会員経験年数割合

図４　会員経験年数割合

　５）二次医療圏別会員数

図５　二次医療圏別会員数
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　６）　市町村別会員数

図６　市町村別会員数
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　１）会員数別施設数

図７　会員数別施設数

　２）所属機関別会員数および施設数（医療機関　病院）

図８　所属機関別会員数および施設数（医療機関　病院）
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　３）　所属機関別会員数および施設数（医療機関　診療所）

図９　所属機関別会員数および施設数（医療機関　診療所）

　４）所属機関別会員数および施設数（中間施設）

図 10　所属機関別会員数および施設数（中間施設）

　５）所属機関別会員数および施設数（老人福祉施設）

図 11　所属機関別会員数および施設数（老人福祉施設）

　６）所属機関別会員数および施設数（養成校および研究施設）

図 12　所属機関別会員数および施設数（養成校および研究施設）
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　７）所属機関別会員数および施設数（障害者施設等）

図 13　所属機関別会員数および施設数（障害者施設等）

　８）所属機関別会員数および施設数（その他の施設）

図 14　所属機関別会員数および施設数（その他の施設）
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　２）新人教育プログラム履修状況

図 16　新人教育プログラム履修状況

　３）認定理学療法士所得者数

図 17　認定理学療法士所得者数

　４）専門理学療法士所得者数

図 18　専門理学療法士所得者数
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第四部　医療・介護におけるリハビリテーションの現状





−	83	−

白書委員会　壹岐　英正　　辻村　尚子　　早川　佳伸

　公益社団法人愛知県理学療法士会（以下本会）の会員が活動している施設、県内での理学療
法サービスの分布について調査しました。また、会員により行われている地域住民に対しての
活動状況についても調べました。この調査は、会員のみならず地域住民並びに関係者の方々に
も広く知っていただくことを目的に、本会が主催して行いました。

　調査対象は、2018 年 10 月 30 日現在本会の会員が所属している 892 施設をとし、調査期間は、
2018 年 11 月 1 日から 12 月 7 日まで行いました。調査は記名式の質問紙を用い、集計はそれ
ぞれの質問に対し、有効な回答についてのみ行いました。質問紙の詳細はⅤ資料の１．アンケー
ト用紙を参照してください。なお質問紙の発送と回収、集計は株式会社	Volition に委託しま
した。

　調査項目は、前回発行した愛知県理学療法白書 2015（2016 年発行）より引用改編しました。
　単純集計として、医療機関においては、リハビリテーションの実施内容、対応している疾患、
取得している施設基準や評価内容、治療機器、チームへの参加状況、小児患者への対応などを
調査しました。介護保険施設においては、その規模やサービス提供時間、利用者の要介護度や
加算状況、介護度の改善人数割合、評価などを調査しました。また職員に対する教育内容や職
員の状況についても調査を行いました。

⑴回収率
　630 施設から回答があり、回答率は 70%でした。

⑵回答結果
　各設問に対する回答結果をグラフにて示します。

目　的Ⅰ

調査項目Ⅲ

結　果Ⅳ

対象と方法Ⅱ
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【総合】
１）貴施設（事業所単位）でのリハビリテーション実施内容で該当するものをすべて選んでく
ださい。（病院または診療所）

図１　リハ実施内容：病院または診療所

２）貴施設（事業所単位）でのリハビリテーション実施内容で該当するものをすべて選んでく
ださい。（介護保険事業）

図２　リハ実施内容：介護保険事業

３）貴施設（事業所単位）でのリハビリテーション実施内容で該当するものをすべて選んでく
ださい。（その他）

図３　リハ実施内容：その他
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４）貴施設の対応している疾患に該当するものをすべて選んでください。

図４　対応している疾患

【病院または診療所】
５）貴事業所が取得している施設基準について該当するものをすべて選んでください。

図５　取得している施設基準

６）貴事業所が取得している病棟基準について該当するものをすべて選んでください。

図６　取得している病棟基準
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７）貴施設で算定している加算等についてすべて選んでください。

図７　算定している加算等

８）貴施設は糖尿病の運動療法に対応していますか。（処方ありの場合、過去１年における１
か月あたりの平均件数）

図８　糖尿病の運動療法への処方および平均件数

９）糖尿病の運動療法に対する処方があった場合、どの様な疾患区分で算定していますか。

図９　糖尿病の運動療法における疾患区分

10）標準算定日数を超え、月 13 単位に限りリハビリテーションを行っている患者がいますか。
（ありの場合、理学療法実施患者のうちどの程度の割合を占めますか）

図 10　標準算定日数超えの有無および割合
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11）貴施設において過去 1年間で使用している評価・治療機器について、当てはまるものをす
べて選んでください。

図 11　使用している評価・治療機器

12）貴施設におけるチームへの理学療法士の参加状況について、該当するものをすべて選んで
ください。

図 12　チームへの理学療法士への参加状況

13）貴施設は小児患者に対応していますか。対応している場合は対象児・者の年齢で該当して
いるものをすべて選んでください。

図 13　小児患者への対応
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【介護保険分野：通所リハビリテーション】
14）貴施設の規模について該当するものを 1つ選んでください。

図 14　通所リハビリテーションの規模

15）貴施設のサービス提供時間について、該当するものをすべて選んでください。

図 15　サービス提供時間

16）貴施設における利用者の要介護度について、平成 30 年 9 月の 1ヶ月間における実施割合
を選んでください。

図 16　通所リハビリテーション利用者の要介護度割合
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17）貴施設の加算状況について該当するものをすべて選んでください。

図 17　通所リハビリテーションにおける加算状況

18）過去 1年間の利用者のうち、要介護度が改善した人数の割合はどのくらいかお答えくださ
い。

図 18　通所リハビリテーションにおける過去 1 年間の要介護度改善割合

19）利用者に対して一律に実施している評価について該当するものをすべて選んでください。

図 19　利用者に対して一律に実施している評価
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20）利用者に対して一律に実施しているリハビリテーションについて該当するものをすべて選
んでください。

図 20　利用者に対して一律に実施しているリハビリテーション

【介護保険分野：通所介護】
21）貴施設の規模について、該当するものを１つ選んでください。

図 21　通所介護の規模

22）貴施設のサービス提供時間について、該当するものをすべて選んでください。

図 22　通所介護のサービス提供時間
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23）貴施設における利用者の要介護度について、平成 30 年 9 月の 1ヶ月間における実施割合
を選んでください。

図 23　通所介護利用者の要介護度割合

24）貴施設の加算状況について該当するものをすべて選んでください。

図 24　通所リハビリテーションにおける加算状況

25）過去 1年間の利用者のうち、要介護度が改善した人数の割合はどのくらいかお答えくださ
い。

図 25　通所リハビリテーションにおける過去 1 年間の要介護度改善割合
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26）利用者に対して一律に実施している評価について該当するものをすべて選んでください。

図 26　利用者に対して一律に実施している評価

27）利用者に対して一律に実施しているリハビリテーションについて該当するものをすべて選
んでください。

図 27　利用者に対して一律に実施しているリハビリテーション
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【介護保険分野：訪問リハビリテーション】
28）貴施設における利用者の要介護度について、平成 30 年 9 月の 1ヶ月間における実施割合
を選んでください。

図 28　訪問リハビリテーション利用者の要介護度割合

29）貴施設の加算状況について該当するものをすべて選んでください。

図 29　訪問リハビリテーションにおける加算状況

30）過去 1年間の利用者のうち、要介護度が改善した人数の割合はどのくらいかお答えくださ
い。

図 30　訪問リハビリテーションにおける過去 1 年間の要介護度改善割合
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31）利用者に対して一律に実施している評価について該当するものをすべて選んでください。

図 31　利用者に対して一律に実施している評価

32）利用者に対して一律に実施しているリハビリテーションについて該当するものをすべて選
んでください。

図 32　利用者に対して一律に実施しているリハビリテーション
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【介護保険分野：訪問看護】
33）貴施設における利用者の要介護度について、平成 30 年 9 月の 1ヶ月間における実施割合
を選んでください。

図 33　訪問看護ステーションからのリハビリテーション利用者の要介護度割合

34）貴施設の加算状況について該当するものをすべて選んでください。

図 34　訪問看護ステーションからのリハビリテーションにおける加算状況

35）過去 1年間の利用者のうち、要介護度が改善した人数の割合はどのくらいかお答えくださ
い。

図 35　訪問看護ステーションからのリハビリテーションにおける過去 1 年間の要介護度改善割合

36）利用者に対して一律に実施している評価について該当するものをすべて選んでください。

図 36　利用者に対して一律に実施している評価
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37）利用者に対して一律に実施しているリハビリテーションについて該当するものをすべて選
んでください。

図 37　利用者に対して一律に実施しているリハビリテーション

【介護保険分野：老人保健施設】
38）貴施設の算定区分について該当するものを 1つ選んでください。

図 38　老人保健施設の算定区分

39）貴施設における利用者の要介護度について、平成 30 年 9 月の 1ヶ月間における実施割合
を選んでください。

図 39　老人保健施設利用者の要介護度割合
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40）貴施設の加算状況について該当するものをすべて選んでください。

図 40　老人保健施設における加算状況

41）過去 1年間の利用者のうち、要介護度が改善した人数の割合はどのくらいかお答えくださ
い。

図 41　老人保健施設における過去 1 年間の要介護度改善割合

42）利用者に対して一律に実施している評価について該当するものをすべて選んでください。

図 42　利用者に対して一律に実施している評価
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43）利用者に対して一律に実施しているリハビリテーションについて該当するものをすべて選
んでください。

図 43　利用者に対して一律に実施しているリハビリテーション

【医療・介護総合】
44）介護保険分野におけるサービス担当者会議について当てはまるものを選んでください。

図 44　サービス担当者会議への参加

45）貴施設における理学療法士は地域包括ケアや介護予防へ参画していますか。または今後参
画する予定はありますか。該当するものをすべて選んでください。

図 45　地域包括ケアや介護予防への参画
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46）貴施設における理学療法士へのスタッフ指導・教育体制について該当するものをすべて選
んでください。

図 46　スタッフ指導・教育体制

47）貴施設における理学療法士へのスタッフ指導・生涯教育の課題について

図 47　貴施設における理学療法士へのスタッフ指導の課題

【職員の状況】
48）貴施設在職中の理学療法士の数を性別、公益財団法人理学療法士協会に加入、未加入ごと
にお答えください。

図 48-1　協会加入者における常勤および非常勤の男女比
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図 48-2　協会未加入者における常勤および非常勤の男女比

49）訪問・通所等介護保険事業に関わっている人数をお答えください。

図 49　介護保険事業に関わっている常勤および非常勤の人数

50）貴施設の理学療法士におけるリハビリテーション関連領域の資格取得状況について該当す
るものすべてをお答えください。

図 50　理学療法士におけるリハビリテーション関連領域の資格取得状況
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テ

ー
シ
ョ

ン
料

 
％
 

4
 

運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
 

％
 

9
 

認
知
症
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
 

％
 

5
 

呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
 

％
 

1
0
 

リ
ン
パ
浮
腫
複
合
的
治
療
料
 

％
 

合
 
 
 
計
 
 
 
 
 

１
０
０
％
 

  
 



−	103	−

4 

 3
．

介
護

保
険
分

野
 

 【
 
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 
】

 
 

 ※
 B
1
貴
施
設
の
規
模
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

1
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

□
 
通
常
規
模
型
 

□
 
大
規
模
型
（
Ⅰ
）
 

□
 
大
規
模
型
（
Ⅱ
）
 

  ※
 B
2
貴
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

□
 
1
時
間
以
上

2
時
間
未
満
 

□
 
5
時
間
以
上

6
時
間
未
満
 

□
 
2
時
間
以
上

3
時
間
未
満
 

□
 
6
時
間
以
上

7
時
間
未
満
 

□
 
3
時
間
以
上

4
時
間
未
満
 

□
 
7
時
間
以
上

8
時
間
未
満
 

□
 
4
時
間
以
上

5
時
間
未
満
 

 

 ※
 B
3
貴
施
設
に
お
け
る
利
用
者
の
要
介
護
度
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
平
成

3
0
年

9
 
月
の

1
ケ
月
間
に
お
け
る
実
施
割
合
を

合
計
が

1
0
0
％
に
な
る
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

□
 
要
支
援
１
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
３
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
支
援
２
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
４
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
１
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
５
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
２
：
 
 
 
 
 
 
％
 

合
 
計
：
 
 
 
１
０
０
％
 

 

 ※
 B
4
貴
施
設
の
加
算
状
況
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て

選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

□
 
短
期
集
中
個
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
加
算
 

□
 
生
活
行
為
向
上
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
加
算
 

□
 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
Ｉ
 

□
 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
提
供
体
制
加
算
 

□
 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
Ⅱ
 

□
 
栄
養
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
加
算
 

□
 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
Ⅲ
 

□
 
事
業
所
評
価
加
算
 

□
 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
Ⅳ
 

□
 
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
強
化
加
算
 

□
 
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
 

□
 
口
腔
機
能
向
上
加
算
 

□
 
社
会
参
加
支
援
加
算
 

□
 
加
算
な
し
 

 

 

※
 B
5
過
去
１
年
間
の
利
用
者
の
う
ち
、
介
護
度
が
改
善
し
た
人
数
の
割
合
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

□
 
0
～
20
％
 

□
 
2
1
～
4
0
％
 

□
 
4
1
～
6
0
％
 

□
 
6
1
～
8
0
％
 

□
 
8
1
～
1
0
0
％
 

   
 

5 

3
．
介
護
保
険
分
野
 

  ※
 B
6
利
用
者
に
対
し
て
一
律
に
実
施
し
て
い
る
評
価
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

□
 
筋
力
測
定
 

□
 
F
u
n
ct
i
o
n
a
l 
I
n
d
e
pe
n
d
e
n
ce
 
M
e
a
su
r
e 

□
 
関
節
可
動
域
測
定
 

□
 
Q
O
L
評
価
（
S
F
-
3
6
な
ど
）
 

□
 
T
i
m
ed
 
U
p
 
& 
G
o
 
T
es
t 

□
 
L
i
f
e-
S
p
a
c
e 
A
s
s
e
ss
m
e
n
t 

□
 
F
u
n
ct
i
o
n
a
l 
R
e
a
c
h 
T
e
s
t 

□
 
E
-
S
AS
（
イ
ー
サ
ス
）
 

□
 
C
S
-
30
 

□
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

□
 
B
a
r
th
e
l
 
I
nd
e
x 

 

 ※
 B
7
利
用
者
に
対
し
て
一
律
に
実
施
し
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

、
該
当
す
る
も
の
を
す
べ
て
選
ん
で

く
だ
さ
い
。
 

□
 
関
節
可
動
域
訓
練
 

□
 
筋
力
増
強
訓
練
 

□
 
筋
緊
張
緩
和
 

□
 
バ
ラ
ン
ス
練
習
 

□
 
マ
ッ
サ
ー
ジ
 

□
 
体
操
 

□
 
摂
食
・
嚥
下
訓
練
 

□
 
言
語
訓
練
 

□
 
計
算
ド
リ
ル
 

□
 
回
想
法
 

□
 
起
居
・
立
位
動
作
訓
練
 

□
 
歩
行
訓
練
 

□
 
ト
イ
レ
動
作
訓
練
 

□
 
入
浴
動
作
訓
練
 

□
 
移
乗
動
作
訓
練
 

□
 
そ
の
他

AD
L
訓
練
 

□
 
I
A
D
L 
訓
練
 

□
 
趣
味
活
動
 

□
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

   【
 
通

 
所

 
介

 
護

 
】

 
 

 ※
 B
1
貴
施
設
の
規
模
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

1
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

□
 
通
常
規
模
型
 

□
 
大
規
模
型
（
Ⅰ
）
 

□
 
大
規
模
型
（
Ⅱ
）
 

  ※
 B
2
貴
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

□
 
3
時
間
以
上

4
時
間
未
満
 

□
 
6
時
間
以
上

7
時
間
未
満
 

□
 
4
時
間
以
上

5
時
間
未
満
 

□
 
7
時
間
以
上

8
時
間
未
満
 

□
 
5
時
間
以
上

6
時
間
未
満
 

□
 
8
時
間
以
上

9
時
間
未
満
 

  

※
 B
3
貴
施
設
に
お
け
る
利
用
者
の
要
介
護
度
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
平
成

3
0
年

9
 
月
の

1
ケ
月
間
に
お
け
る
実
施
割
合
を

合
計
が

1
0
0
％
に
な
る
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

□
 
要
支
援
１
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
３
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
支
援
２
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
４
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
１
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
５
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
２
：
 
 
 
 
 
 
％
 

合
 
計
：
 
 
 
１
０
０
％
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7 

3
．
介
護
保
険
分
野
 

 【
 
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 
】

 
 

 ※
 B
3
貴
施
設
に
お
け
る
利
用
者
の
要
介
護
度
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
平
成

3
0
年

9
 
月
の

1
ケ
月
間
に
お
け
る
実
施
割
合
を

合
計
が

1
0
0
％
に
な
る
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

□
 
要
支
援
１
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
３
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
支
援
２
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
４
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
１
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
５
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
２
：
 
 
 
 
 
 
％
 

合
 
計
：
 
 
 
１
０
０
％
 

3
．
介
護
保
険
分
野
 

 ※
 B
4
貴
施
設
の
加
算
状
況
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て

選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

□
 
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
加
算
 

□
 
社
会
参
加
支
援
加
算
 

□
 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
Ｉ
 

□
 
事
業
所
評
価
加
算
 

□
 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
Ⅱ
 

□
 
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
強
化
加
算
 

□
 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
Ⅲ
 

□
 
特
別
地
域
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
加
算
 

□
 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
Ⅳ
 

□
 
中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
小
規
模
事
業
所
加
算
 

□
 
予
防
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
 

□
 
減
算

（
当
該
指
定
事
業
所
の
医
師
が
診
療
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
）
 

 
□
 
加
算
な
し
 

 

 ※
 B
5
過
去
１
年
間
の
利
用
者
の
う
ち
、
介
護
度
が
改
善
し
た
人
数
の
割
合
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

□
 
0
～
20
％
 

□
 
2
1
～
4
0
％
 

□
 
4
1
～
6
0
％
 

□
 
6
1
～
8
0
％
 

□
 
8
1
～
1
0
0
％
 

  ※
 B
6
利
用
者
に
対
し
て
一
律
に
実
施
し
て
い
る
評
価
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

□
 
筋
力
測
定
 

□
 
F
u
n
ct
i
o
n
a
l 
I
n
d
e
pe
n
d
e
n
ce
 
M
e
a
su
r
e 

□
 
関
節
可
動
域
測
定
 

□
 
Q
O
L
評
価
（
S
F
-
3
6
な
ど
）
 

□
 
T
i
m
ed
 
U
p
 
& 
G
o
 
T
es
t 

□
 
L
i
f
e-
S
p
a
c
e 
A
s
s
e
ss
m
e
n
t 

□
 
F
u
n
ct
i
o
n
a
l 
R
e
a
c
h 
T
e
s
t 

□
 
E
-
S
AS
（
イ
ー
サ
ス
）
 

□
 
C
S
-
30
 

□
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

□
 
B
a
r
th
e
l
 
I
nd
e
x 

  ※
 B
7
利
用
者
に
対
し
て
一
律
に
実
施
し
て
い
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

、
該
当
す
る
も
の
を
す
べ
て

選
ん
で

く
だ
さ
い
。
 

□
 
関
節
可
動
域
訓
練
 

□
 
筋
力
増
強
訓
練
 

□
 
筋
緊
張
緩
和
 

□
 
バ
ラ
ン
ス
練
習
 

□
 
マ
ッ
サ
ー
ジ
 

□
 
体
操
 

□
 
摂
食
・
嚥
下
訓
練
 

□
 
言
語
訓
練
 

□
 
計
算
ド
リ
ル
 

□
 
回
想
法
 

□
 
起
居
・
立
位
動
作
訓
練
 

□
 
歩
行
訓
練
 

□
 
ト
イ
レ
動
作
訓
練
 

□
 
入
浴
動
作
訓
練
 

□
 
移
乗
動
作
訓
練
 

□
 
そ
の
他

AD
L
訓
練
 

□
 
I
A
D
L 
訓
練
 

□
 
趣
味
活
動
 

□
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

6 

3
．
介
護
保
険
分
野
 

  ※
 B
4
貴
施
設
の
加
算
状
況
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て

選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

□
 
生
活
機
能
向
上
連
携
可
算
 

□
 
中
重
度
者
ケ
ア
体
制
加
算
 

□
 
個
別
機
能
訓
練
加
算
（
Ⅰ
）
 

□
 
延
長
加
算
 

□
 
個
別
機
能
訓
練
加
算
（
Ⅱ
）
 

□
 
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
強
化
加
算
 

□
 
A
D
L
維
持
加
算
（
Ⅰ
）
 

□
 
口
腔
機
能
向
上
加
算
 

□
 
A
D
L
維
持
加
算
（
Ⅱ
）
 

□
 
認
知
症
加
算
 

□
 
栄
養
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
加
算
 

□
 
加
算
な
し
 

 

 ※
 B
5
過
去
１
年
間
の
利
用
者
の
う
ち
、
介
護
度
が
改
善
し
た
人
数
の
割
合
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

□
 
0
～
20
％
 

□
 
2
1
～
4
0
％
 

□
 
4
1
～
6
0
％
 

□
 
6
1
～
8
0
％
 

□
 
8
1
～
1
0
0
％
 

  

※
 B
6
利
用
者
に
対
し
て
一
律
に
実
施
し
て
い
る
評
価
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

□
 
筋
力
測
定
 

□
 
F
u
n
ct
i
o
n
a
l 
I
n
d
e
pe
n
d
e
n
ce
 
M
e
a
su
r
e 

□
 
関
節
可
動
域
測
定
 

□
 
Q
O
L
評
価
（
S
F
-
3
6
な
ど
）
 

□
 
T
i
m
ed
 
U
p
 
& 
G
o
 
T
es
t 

□
 
L
i
f
e-
S
p
a
c
e 
A
s
s
e
ss
m
e
n
t 

□
 
F
u
n
ct
i
o
n
a
l 
R
e
a
c
h 
T
e
s
t 

□
 
E
-
S
AS
（
イ
ー
サ
ス
）
 

□
 
C
S
-
30
 

□
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

□
 
B
a
r
th
e
l
 
I
nd
e
x 

  ※
 B
7
利
用
者
に
対
し
て
一
律
に
実
施
し
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

、
該
当
す
る
も
の
を
す
べ
て
選
ん
で

く
だ
さ
い
。
 

□
 
関
節
可
動
域
訓
練
 

□
 
筋
力
増
強
訓
練
 

□
 
筋
緊
張
緩
和
 

□
 
バ
ラ
ン
ス
練
習
 

□
 
マ
ッ
サ
ー
ジ
 

□
 
体
操
 

□
 
摂
食
・
嚥
下
訓
練
 

□
 
言
語
訓
練
 

□
 
計
算
ド
リ
ル
 

□
 
回
想
法
 

□
 
起
居
・
立
位
動
作
訓
練
 

□
 
歩
行
訓
練
 

□
 
ト
イ
レ
動
作
訓
練
 

□
 
入
浴
動
作
訓
練
 

□
 
移
乗
動
作
訓
練
 

□
 
そ
の
他

AD
L
訓
練
 

□
 
I
A
D
L 
訓
練
 

□
 
趣
味
活
動
 

□
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
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3
．
介
護
保
険
分
野
 

 【
 
訪

 
問

 
看

 
護

 
I
5
 
】
（

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

）
 

 

 ※
 B
3
貴
施
設
に
お
け
る
利
用
者
の
要
介
護
度
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
平
成

3
0
年

9
 
月
の

1
ケ
月
間
に
お
け
る
実
施
割
合
を
合
計
が

1
0
0
％
に
な
る
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

□
 
要
支
援
１
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
３
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
支
援
２
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
４
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
１
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
５
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
２
：
 
 
 
 
 
 
％
 

合
 
計
：
 
 
 
１
０
０
％
 

  ※
 B
4
貴
施
設
の
加
算
状
況
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て

選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

□
 
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
加
算
 

□
 
退
院
時
共
同
指
導
加
算
 

□
 
初
回
加
算
 

  ※
 B
5
過
去
１
年
間
の
利
用
者
の
う
ち
、
介
護
度
が
改
善
し
た
人
数
の
割
合
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

□
 
0
～
20
％
 

□
 
2
1
～
4
0
％
 

□
 
4
1
～
6
0
％
 

□
 
6
1
～
8
0
％
 

□
 
8
1
～
1
0
0
％
 

  ※
 B
6
利
用
者
に
対
し
て
一
律
に
実
施
し
て
い
る
評
価
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

□
 
筋
力
測
定
 

□
 
F
u
n
ct
i
o
n
a
l 
I
n
d
e
pe
n
d
e
n
ce
 
M
e
a
su
r
e 

□
 
関
節
可
動
域
測
定
 

□
 
Q
O
L
評
価
（
S
F
-
3
6
な
ど
）
 

□
 
T
i
m
ed
 
U
p
 
& 
G
o
 
T
es
t 

□
 
L
i
f
e-
S
p
a
c
e 
A
s
s
e
ss
m
e
n
t 

□
 
F
u
n
ct
i
o
n
a
l 
R
e
a
c
h 
T
e
s
t 

□
 
E
-
S
AS
（
イ
ー
サ
ス
）
 

□
 
C
S
-
30
 

□
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

□
 
B
a
r
th
e
l
 
I
nd
e
x 

  ※
 B
7
利
用
者
に
対
し
て
一
律
に
実
施
し
て
い
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

、
該
当
す
る
も
の
を
す
べ
て

選
ん
で

く
だ
さ
い
。
 

□
 
関
節
可
動
域
訓
練
 

□
 
筋
力
増
強
訓
練
 

□
 
筋
緊
張
緩
和
 

□
 
バ
ラ
ン
ス
練
習
 

□
 
マ
ッ
サ
ー
ジ
 

□
 
体
操
 

□
 
摂
食
・
嚥
下
訓
練
 

□
 
言
語
訓
練
 

□
 
計
算
ド
リ
ル
 

□
 
回
想
法
 

□
 
起
居
・
立
位
動
作
訓
練
 

□
 
歩
行
訓
練
 

□
 
ト
イ
レ
動
作
訓
練
 

□
 
入
浴
動
作
訓
練
 

□
 
移
乗
動
作
訓
練
 

□
 
そ
の
他

AD
L
訓
練
 

□
 
I
A
D
L 
訓
練
 

□
 
趣
味
活
動
 

□
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
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3
．
介
護
保
険
分
野
 

 【
 
介

護
保

険
施

設
・

入
所

 
】

 
 

 ※
 B
1
貴
施
設
の
算
定
の
区
分
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

１
つ

選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

□
 
基
本
型
 

□
 
在
宅
強
化
型
 

□
 
療
養
型
 

  ※
 B
3
貴
施
設
に
お
け
る
利
用
者
の
要
介
護
度
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
平
成

3
0
年

9
月
の

1
ケ
月
間
に
お
け
る
実
施
割
合
を

合
計
が

1
0
0
％
に
な
る
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

□
 
要
介
護
１
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
４
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
２
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
５
：
 
 
 
 
 
 
％
 

□
 
要
介
護
３
：
 
 
 
 
 
 
％
 

合
 
計
：
 
 
 
１
０
０
％
 

  ※
 B
4
貴
施
設
の
加
算
状
況
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て

選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

□
 
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
加
算
 

□
 
入
所
前
後
訪
問
指
導
加
算
（
Ⅰ
）
 

□
 
認
知
症
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
加
算
 

□
 
入
所
前
後
訪
問
指
導
加
算
（
Ⅱ
）
 

□
 
在
宅
復
帰
在
宅
療
養
支
援
機
能
加
算
（
Ⅰ
）
 

□
 
試
行
的
退
所
時
指
導
加
算
 

□
 
在
宅
復
帰
在
宅
療
養
支
援
機
能
加
算
（
Ⅱ
）
 

□
 
排
せ
つ
支
援
加
算
 

 
□
 
加
算
な
し
 

 ※
 B
5
過
去
１
年
間
の
利
用
者
の
う
ち
、
介
護
度
が
改
善
し
た
人
数
の
割
合
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

□
 
0
～
20
％
 

□
 
2
1
～
4
0
％
 

□
 
4
1
～
6
0
％
 

□
 
6
1
～
8
0
％
 

□
 
8
1
～
1
0
0
％
 

  ※
 B
6
利
用
者
に
対
し
て
一
律
に
実
施
し
て
い
る
評
価
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

□
 
筋
力
測
定
 

□
 
F
u
n
ct
i
o
n
a
l 
I
n
d
e
pe
n
d
e
n
ce
 
M
e
a
su
r
e 

□
 
関
節
可
動
域
測
定
 

□
 
Q
O
L
評
価
（
S
F
-
3
6
な
ど
）
 

□
 
T
i
m
ed
 
U
p
 
& 
G
o
 
T
es
t 

□
 
L
i
f
e-
S
p
a
c
e 
A
s
s
e
ss
m
e
n
t 

□
 
F
u
n
ct
i
o
n
a
l 
R
e
a
c
h 
T
e
s
t 

□
 
E
-
S
AS
（
イ
ー
サ
ス
）
 

□
 
C
S
-
30
 

□
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

□
 
B
a
r
th
e
l
 
I
nd
e
x 

  ※
 B
7
利
用
者
に
対
し
て
提
供
し
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

、
該
当
す
る
も
の
を
す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
 

□
 
関
節
可
動
域
訓
練
 

□
 
筋
力
増
強
訓
練
 

□
 
筋
緊
張
緩
和
 

□
 
バ
ラ
ン
ス
練
習
 

□
 
マ
ッ
サ
ー
ジ
 

□
 
体
操
 

□
 
摂
食
・
嚥
下
訓
練
 

□
 
言
語
訓
練
 

□
 
計
算
ド
リ
ル
 

□
 
回
想
法
 

□
 
起
居
・
立
位
動
作
訓
練
 

□
 
歩
行
訓
練
 

□
 
ト
イ
レ
動
作
訓
練
 

□
 
入
浴
動
作
訓
練
 

□
 
移
乗
動
作
訓
練
 

□
 
そ
の
他

AD
L
訓
練
 

□
 
I
A
D
L 
訓
練
 

□
 
趣
味
活
動
 

□
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
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そ
の
他
 
事
業
所
単
位
 
（
総
合
）
 

 職
 
員
 
の
 
状
 
況
  

※
 C
6
-
1
貴
施
設
在
職
中
の
理
学
療
法
士
(
以
下

P
Ｔ
と
し
ま
す
)の

数
を
性
別
、
理
学
療
法
士
協
会
に
加
入
、
未
加
入
ご
と

に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

 
常
 
勤
 

非
 
常
 
勤
 

職
種
 

協
会
加
入
者
(
人
) 

協
会
未
加
入
者
(人

) 
協
会
加
入
者
(
人
) 

協
会
未
加
入
者
(人

) 

性
別
 

男
性
 

女
性
 

男
性
 

女
性
 

男
性
 

女
性
 

男
性
 

女
性
 

P
T
 

 
 

 
 

 
 

 
 

O
T
 

 
 

 
 

 
 

 
 

S
T
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  ※
 訪

問
・
通
所
等
介
護
保
険
事
業
に
関
わ
っ
て
い
る
人
数
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
P
 
T 

O
 
T 

S
 
T 

 
常
勤
 

非
常
勤
 

常
勤
 

常
勤
 

非
常
勤
 

常
勤
 

通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
 

 
 

 
 

 
 

通
所
介
護
 

 
 

 
 

 
 

訪
問

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
 

 
 

 
 

 
 

訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
）
 

 
 

 
 

 
 

 ※
 C
6
-
2
貴
施
設
Ｐ
Ｔ
の
資
格
取
得
状
況
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
 

取
得
者
の
人
数
に
つ
い
て
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

所
 
有
 
資
 
格
 

P
 
T 

O
 
T 

S
 
T 

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
士
(
日
本
心
臓

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
）
 

名
 

名
 

名
 

糖
尿
病
療
養
指
導
士
(
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
認
定
機
構
）
 

名
 

名
 

名
 

3
学
会
合
同
呼
吸
療
法
認
定
士
ま
た
は
呼
吸

ケ
ア

・
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

指
導
士
 

名
 

名
 

名
 

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
専
門
療
法
士
(
日
本
静
脈
経
腸
栄
養
学
会
）
 

名
 

名
 

名
 

介
護
支
援
専
門
員
 

名
 

名
 

名
 

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
級
は
問
わ
な
い
）
 

名
 

名
 

名
 

専
門
理
学
療
法
士
（
日
本
理
学
療
法
士
協
会
，
分
野
は
問
わ
な
い
）
 

名
 

名
 

名
 

認
定
理
学
療
法
士
（
日
本
理
学
療
法
士
協
会
，
分
野
は
問
わ
な
い
）
 

名
 

名
 

名
 

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
リ
ー
ダ
ー
 

名
 

名
 

名
 

介
護
予
防
推
進
リ
ー
ダ
ー
 

名
 

名
 

名
 

生
活
行
為
向
上
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
基
礎
）
 

名
 

名
 

名
 

生
活
行
為
向
上
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
応
用
）
 

名
 

名
 

名
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

名
 

名
 

名
 

  

設
問
は
以
上
に
な
り
ま
す
。
ご
協
力
頂
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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そ
の

他
 

事
業

所
単

位
 
（

総
合

）
 

※
 C
1
介
護
保
険
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
に
つ
い
て
、
最
も
当
て
は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

□
 
参
加
し
て
い
る
 

□
 
参
加
し
て
い
な
い
 

 ※
 C
2
貴
施
設
の

P
T
は
地
域
包
括
ケ
ア
や
介
護
予
防
に
参
画
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
は
、
今
後
参
画
す
る
予
定
は
あ
り
ま

す
か
。
該
当
す
る
も
の
を
す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

□
 
地
域
包
括
ケ
ア
会
議
に
参
画
し
て
い
る
 

□
 
予
定
は
な
い
 

□
 
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
参
画
し
て
い
る
 

□
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

□
 
市
町
村
（
参
画
）
を
検
討
し
て
い
る
 

 教
 
育
 
体
 
制
  

※
 C
3
貴
施
設
に
お
け
る

P
T
へ
の
ス
タ
ッ
フ
指
導
・
教
育
体
制
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を
す
べ
て

選
ん
で
く
だ
さ
い
。 

①
 
□
 
1
名
ま
た
は
複
数
の
指
導
者
が
新
人
の
理
学
療
法
場
面
を
見
学
し
指
導
を
行
っ
て
い
る
 

②
 
□
 
O
S
C
E
を
実
施
し
て
い
る
 

③
 
□
 
症
例
に
つ
い
て
発
表
し
、
他
の

P
T
や
他
職
種
か
ら
指
導
を
受
け
る
 
 

④
 
□
 
部
門
内
（
科
内
）
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
 

⑤
 
□
 
施
設
内
（
院
内
）
勉
強
会
を
受
講
し
て
い
る
 

⑥
 
□
 
施
設
内
（
院
内
）
勉
強
会
で
の
発
表
を
し
て
い
る
（
講
師
を
担
当
し
て
い
る
）
 

⑦
 
□
 
施
設
外
（
院
外
）
研
究
会
を
受
講
し
て
い
る
 

⑧
 
□
 
施
設
外
（
院
外
）
研
究
会
で
講
師
を
担
当
し
て
い
る
 

⑨
 
□
 
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
 

⑩
 
□
 
該
当
な
し
 

⑪
 
□
 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 ※
 C
4
貴
施
設
に
お
け
る

P
Tス

タ
ッ
フ
指
導
･
生
涯
教
育
の
課
題
に
つ
い
て
､
該
当
す
る
も
の
を

す
べ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。 

①
 
□
 
指
導
・
教
育
す
る
時
間
 

④
 
□
 
指
導
・
教
育
の
方
法
 
  

②
 
□
 
指
導
・
教
育
す
る
側
の
経
験
年
数
 

⑤
 
□
 
新
人
の
数
 
 

③
 
□
 
指
導
者
の
数
 

⑥
 
□
 
そ
の
他
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 

災
 
害
 
対
 
策
  

C
5
下
記
の
質
問
に
つ
い
て
該
当
す
る
も
の
を
1
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

※
 C
5
-
1
貴
施
設
は
災
害
に
対
す
る
備
え
が
で
き
て
い
ま
す
か

。
 

□
 
で
き
て
い
る
 

□
 
で
き
て
い
な
い
 

 ※
 C
5
-
2
災
害
支
援
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
 

□
 
あ
る
 

□
 
な
い
 

 ※
 C
5
-
3
被
災
地
か
ら
支
援
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
か

。
 

□
 
思
う
 

□
 
思
わ
な
い
 

 ※
 C
5
-
4
 
災
害
支
援
に
関
わ
る
場
合
、
士
会
に
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
ご
自
由
に
記
載
く
だ
さ
い
。
 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
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２．今回協力のあった病院または診療所

１．今回協力のあった病院または診療所に関するリハビリテーション実施内容と介護保険関連
領域のサービス内容

二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

今回協力のあった病院または診療所に関するリハビリテーション実施内容 今回協力のあった施設に関する介護保険関連領域のサービス内容

高
度
急
性
期

急
性
期

回
復
期

療
養
型

精　

神

結　

核

感
染
症

地
域
包
括
ケ
ア

外　

来

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

訪
問
看
護

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

通
所
介
護

認
知
症
対
応
通
所
介
護

老
人
保
健
施
設

介
護
療
養
型
医
療
施
設

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

老
人
福
祉
施
設

有
料
老
人
ホ
ー
ム

サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅

介
護
医
療
院

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

名
古
屋
医
療
圏

熱田区

水谷病院 ○ ○

熱田リハビリテーション病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

みなと医療生協協立総合病院 ○ ○

服部病院 ○ ○ ○ ○

介護老人保健施設かなやま ○ ○ ○

あつた神宮東クリニック ○ ○

ひびのファミリア ○

北区

名春中央病院 ○ ○ ○ ○

総合上飯田第一病院 ○ ○ ○ ○

上飯田リハビリテーション病院 ○ ○

北病院 ○ ○ ○ ○ ○

大隈病院 ○ ○ ○ ○ ○

みずのリハビリクリニック ○

城見整形外科クリニック ○

橋本整形外科クリニック ○

介護老人保健施設生協わかばの里 ○ ○ ○

しんぽ整形外科 ○

名古屋市立西部医療センター ○

愛生訪問看護ステーション ○

名古屋市北区訪問看護ステーション ○

あじま診療所デイケアあじまルーム ○

キョーワ訪問看護リハビリステーション　寄り添い屋　名北店 ○

社会福祉法人名北福祉会デイサービス東町 ○ ○

昭和区

てしがわら病院 ○ ○

名古屋大学医学部附属病院 ○ ○ ○

かわな病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

名古屋第二赤十字病院 ○ ○ ○

名古屋市児童福祉センター ○

白水クリニック ○

阿由知通山路整形外科 ○ ○

前田整形外科クリニック ○

いわた整形・外科・内科クリニック ○

名古屋スポーツクリニック ○

特別養護老人ホーム南山の郷 ○ ○

メディカルいつき ○ ○ ○ ○

メドック健康クリニック ○

川名山荘 ○

千種区

東海病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

はちや整形外科病院 ○ ○

吉田病院 ○ ○ ○ ○ ○

名古屋市立東部医療センター ○ ○ ○

老人保健施設メディカルホーム大久手 ○ ○

はちやデイサービスセンター ○

加藤病院 ○ ○ ○ ○ ○

ちくさ病院 ○ ○

トライデントスポーツ医療看護専門学校

てっく訪問看護ステーション ○

愛知県がんセンター中央病院 ○

整形外科京命クリニック ○ ○ ○

訪問看護ステーションたんぽぽ ○

ぐしけん整形外科クリニック ○ ○
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千種区
キョーワ訪問看護リハビリステーション寄り添い屋

エム・オーヒューマンサービス㈱ ○ ○ ○

天白区

介護老人保健施設メディコ平針 ○ ○ ○

新生会第一病院 ○ ○ ○ ○

名古屋記念病院 ○ ○

東樹会病院 ○ ○

あいち診療会 ○ ○ ○ ○ ○

八事病院 ○ ○ ○ ○

おにたけ整形外科 ○ ○ ○

新生会あしたの丘

並木病院 ○

田森整形外科 ○

老人保健施設サンタマリア ○ ○ ○

伊藤整形外科 ○

元八事整形外科・形成外科 ○

いなぐま整形外科クリニック ○

名古屋市天白区訪問看護ステーション ○

訪問看護ステーション Florence ○

中川区

デイサービスももふね ○

名古屋掖済会病院 ○ ○ ○ ○

松蔭病院 ○

名古屋共立病院 ○

老人保健施設ラ・ファミリア ○ ○ ○

西口整形外科 ○ ○

藤田保健衛生大学坂文種報徳會病院 ○ ○

老人保健施設みず里 ○ ○

訪問看護ステーションきょうりつ ○

富田病院 ○ ○ ○ ○

こもと整形外科 ○ ○ ○

佐藤病院 ○ ○ ○ ○ ○

こいで整形外科 ○ ○

中川診療所 ○ ○

医療法人 City Care うめだ整形外科 ○

名古屋西病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あらこ整形外科リウマチ科クリニック ○

スギ訪問看護ステーション野立橋 ○

八田整形外科クリニック ○

医療法人開生会かいせい病院 ○ ○

キョーワ訪問看護リハビリステーション寄り添い屋中川店 ○

リハプロ訪問看護ステーション・名古屋 ○ ○

中区

国立病院機構名古屋医療センター ○

名城病院 ○ ○ ○

NTT 西日本東海病院 ○ ○ ○

㈱ジェネラス ○ ○ ○ ○

星城大学リハビリテーション学院

介護老人保健施設セントラーレ ○ ○

㈱ジェネラス ○

介護老人保健施設メディケア栄 ○ ○

たかい整形外科 ○

中日病院 ○ ○

滋慶学園　名古屋医健スポーツ専門学校

㈱ CLINICAL STUDY SUPPORT

一般社団法人 Mahana

名古屋栄ペインクリニック ○

㈱ ARO ○

中村区

増子記念病院 ○

鵜飼病院 ○ ○ ○ ○

中部リハビリテーション専門学校
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中村区

名古屋第一赤十字病院 ○

名古屋セントラル病院 ○ ○

偕行会城西病院 ○ ○ ○ ○

大菅病院 ○ ○ ○

八田なみき病院 ○

医療法人珪山会　鵜飼リハビリテーション病院 ○ ○

介護老人保健施設第 1 若宮 ○ ○

理学・作業名古屋専門学校

介護老人保健施設白社苑 ○ ○

東海医療科学専門学校

介護老人保健施設第Ⅱ四季の里 ○ ○ ○

名古屋医専

介護老人保健施設はっ田 ○ ○

増子クリニック昴 ○

糖研会きとう内科 ○

介護老人保健施設ジョイフル名駅 ○ ○ ○

クリニックかけはし ○ ○

なんよう訪問看護リハビリステーション中村 ○

西区

医療法人承継会　井戸田整形外科名駅スポーツクリニック ○ ○ ○

国際医学技術専門学校

愛知県済生会リハビリテーション病院 ○ ○ ○

愛知県青い鳥医療療育センター ○ ○ ○

名古屋市北部地域療育センター ○

名鉄病院 ○ ○ ○

介護老人保健施設第二ハートフルライフ西城 ○ ○

よねだクリニック ○

介護老人保健施設福の里 ○ ○

はせ整形外科せぼねクリニック ○ ○ ○

キョーワ訪問看護リハビリステーション寄り添い屋名西店 ○

玉池在宅クリニック ○

東区

名古屋逓信病院 ○ ○ ○

名古屋大学大学院医学系研究科

林整形外科 ○

㈱ gene ○ ○

名古屋ハートセンター ○

キョーワ訪問看護リハビリステーション寄り添い屋東店

いとう整形外科・外科 ○

瑞穂区

名古屋市立大学病院 ○

稲熊病院 ○ ○ ○

老人保健施設瑞穂 ○ ○ ○

名古屋市役所障害福祉部

名古屋市総合リハビリテーションセンター ○ ○ ○ ○

訪問看護ステーションサルビア ○

高木病院 ○ ○ ○

介護老人保健施設セントラル堀田 ○ ○ ○

ブラザー記念病院 ○ ○ ○

訪問看護リハビリステーション陽明 ○ ○

柴田屋整形外科 ○ ○

リハビリデイサービスソラナ ○

名古屋市立大学

寺本　整形外科・内科　リエゾンクリニック ○ ○

緑区

南生協病院 ○ ○

名古屋市立緑市民病院 ○ ○ ○

第一なるみ病院 ○ ○ ○ ○

介護老人保健施設みどり ○ ○

相生山病院 ○ ○ ○ ○ ○

中島整形外科 ○

まこと老人保健施設 ○ ○
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緑区

こうの整形外科 ○ ○ ○

介護老人保健施設フジタ ○ ○

清水山整形外科クリニック ○

整形外科鳴子クリニック ○

徳重整形外科クリニック ○ ○

平岩病院 ○ ○ ○ ○

さがら整形外科 ○

大同みどりクリニック ○ ○

港区

臨港病院 ○ ○

東洋病院 ○ ○ ○ ○ ○

老人保健施設あんず ○ ○ ○

中部労災病院 ○ ○ ○

あずま老人保健施設 ○

老人保健施設ケア・サポート新茶屋 ○ ○

汐止クリニック ○ ○ ○

たわだリハビリクリニック ○ ○

介護老人保健施設トリトン ○ ○ ○

あずまリハビリテーション病院 ○ ○ ○

水谷医院小碓デイケアセンター ○ ○

医療法人堂満医院 ○ ○

南区

南部地域療育センターそよ風 ○

笠寺病院 ○ ○

善常会リハビリテーション病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大同病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

山口病院 ○ ○ ○

名南病院 ○ ○ ○

並木クリニック ○ ○ ○

独立行政法人地域医療機能推進機構中京病院 ○

南医療生協かなめ病院 ○ ○ ○

名南病院 ○ ○ ○

訪問看護ステーションほしざき ○

デイサービスきままてんぐ苑 ○

名東区

メイトウホスピタル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福祉医療センター名古屋市厚生院

国立病院機構東名古屋病院 ○ ○ ○

介護老人保健施設星ヶ丘アメニティクラブ ○ ○

木村病院 ○ ○

いのこし病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

訪問看護ステーションリハピネス ○

すぎやま病院 ○ ○

虹ヶ丘介護老人保健施設 ○ ○

リハピネス梅森坂 ○

よしだ整形外科クリニック ○

さいとう整形外科リウマチ科 ○

すみた整形外科リウマチクリニック ○

介護老人保健施設ひきやま ○

あさの整形外科 ○

名古屋市障害者スポーツセンター

やまがみ整形外科腰痛クリニック ○

わたなべ整形外科運動器クリニック ○

守山区

守山整形外科クリニック ○

老人保健施設ウエルネス守山 ○ ○ ○

川島病院 ○ ○ ○

とみやす整形外科クリニック ○ ○ ○

守山いつき病院 ○ ○ ○ ○ ○

ひろし整形外科 ○

樋口整形外科病院 ○ ○ ○

紘仁病院 ○ ○ ○
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守山区

デイケアゆうあい ○

介護老人保健施設あまこだ ○

訪問看護ステーションキープオン守山 ○

リハビリフィットネス小幡 ○

優輪訪問看護ステーション ○ ○

あいじゅ Reha&Stay ○

リハビリ専門デイサービスはなのき　守山新城店 ○

海
部
医
療
圏

あま市

あま市民病院 ○ ○ ○

㈲エンネルグ ○

森整形外科クリニック ○

海部郡
介護老人保健施設四季の里 ○ ○ ○

介護老人保健施設ヴィラとびしま ○ ○ ○

蟹江町
尾張温泉かにえ病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護老人保健施設セーヌ蟹江 ○ ○

津島市

医療法人宏徳会　安藤病院 ○ ○ ○ ○ ○

津島リハビリテーション病院 ○ ○

津島市民病院 ○ ○ ○ ○ ○

第二アメニティつしま ○ ○

老人保健施設　第一アメニティつしま ○ ○

デイサービスまごのて ○

愛西市
鈴木整形外科 ○

デイサービス愛西ガーデン ○ ○ ○

弥富市

服部整形外科皮フ科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

愛知県厚生連海南病院 ○ ○ ○ ○

偕行会リハビリテーション病院 ○ ○ ○

尾
張
中
部
医
療
圏

北名古屋市

西春整形外科 ○

光寿会リハビリテーション病院 ○

老人保健施設洋洋園 ○ ○

いぶき野クリニック ○ ○

師勝整形外科 ○

北名古屋市市役所東庁舎

ステップリハビリケアセンター北名古屋 ○

名古屋整形外科人工関節クリニック ○ ○ ○

やまだ整形外科リハビリクリニック ○

清須市

老人保健施設満天星 ○ ○

愛知医療学院短期大学

五条川リハビリテーション病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

びわじま整形外科 ○ ○

はなみずき整形外科スポーツクリニック ○

ゆうあいリハビリクリニック ○

はるひ呼吸器病院 ○ ○ ○ ○

訪問看護リハビリステーションからふる ○

㈱ジェネラス ○ ○ ○

尾
張
東
部
医
療
圏

愛知郡 老人保健施設和合の里 ○ ○

尾張旭市

（独）労働者健康安全機構　旭労災病院 ○

可知整形外科 ○ ○ ○

介護老人保健施設清風苑 ○ ○

つぼい整形外科内科 ○

宮本整形外科クリニック ○

四軒家整形外科クリニック ○

あらかわ医院 ○ ○ ○

ベル整形外科クリニック ○

リハビリフィットネス訪問看護ステーション旭 ○

㈱ Think Life ○

瀬戸市

水野病院 ○ ○

浅野整形外科医院 ○ ○ ○

愛知労災特別介護施設ケアプラザ瀬戸

公立陶生病院 ○
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瀬戸市

老人保健施設すこやか荘 ○

青山病院 ○ ○ ○

宏和会あさい病院 ○ ○ ○ ○

デイサービスセンター瀬戸共栄 ○

おがわ整形外科 ○

柊訪問看護ステーション ○ ○

あおば訪問看護ステーション ○ ○

リハビリ訪問看護ステーショントライ ○

リハビリライフさくら ○

瀬戸みどりのまち病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊明市

豊明第二老人保健施設 ○ ○

豊明老人保健施設 ○

藤田保健衛生大学病院 ○ ○ ○ ○ ○

藤田保健衛生大学医療科学部

前原外科・整形外科 ○ ○

障害者支援施設ゆたか苑

藤田保健衛生大学地域包括ケア中核センター ○

前原外科・整形外科 ○ ○

藤田保健衛生大学研究支援推進センター

長久手市

愛知医科大学運動療育センター

愛知医科大学病院 ○

ヒロ整形クリニック ○ ○ ○

おおた整形外科クリニック ○

朝日が丘整形外科 ○ ○ ○

葵の園・長久手 ○ ○

訪問看護ステーション仁 長久手サテライト ○

日進市

福友病院 ○ ○

愛知国際病院 ○ ○ ○

日進おりど病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

平針かとう整形外科 ○

日進老人保健施設 ○ ○ ○

訪問看護ステーションリハメール日進 ○

日進すずき整形外科 ○

訪問看護ステーションえまい ○

尾
張
西
部
医
療
圏

一宮市

総合大雄会病院 ○ ○ ○ ○ ○

一宮市立市民病院 ○ ○ ○ ○ ○

尾洲病院 ○ ○ ○ ○ ○

老人保健施設やすらぎ ○ ○

千秋病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

泰玄会病院 ○ ○ ○

尾西記念病院 ○ ○ ○ ○ ○

老人保健施設アウン ○ ○ ○

一宮西病院 ○ ○

国井病院 ○ ○

一宮市萩の里特別養護老人ホーム ○ ○ ○

介護老人保健施設いつきの里 ○ ○

老人保健施設ピエタ ○ ○

㈱夢工房 ○

介護老人保健施設ちあき ○ ○

磯村医院 ○ ○ ○ ○ ○

稲垣医院 ○ ○

ふれあいデイサービス ○ ○

山下病院 ○

なないろ訪問看護ステーション ○

一宮医療療育センター ○

萩原整形外科リウマチクリニック ○
社会医療法人杏嶺会　リハカフェデイサービスあゆむ ○

墨医院 ○
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一宮市
井上内科クリニック ○

やまざき整形外科リウマチクリニック ○

稲沢市

六輪病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

稲沢市民病院 ○ ○ ○

愛厚はなのきの里

愛知県厚生連稲沢厚生病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

服部整形外科 ○

訪問看護ステーションオレンジ ○

訪問看護ステーションブルーポピー ○

ステップリハビリケアセンター稲沢 ○

みやた整形外科 ○

福寿想稲沢リハビリデイサービス ○

こんどう整形外科 ○

尾
張
北
部
医
療
圏

犬山市

ふなびきクリニック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カワムラ整形外科 ○ ○

犬山中央病院 ○ ○ ○ ○

介護老人保健施設フローレンス犬山 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

いたつ内科クリニック ○ ○ ○ ○

犬山駅西病院 ○ ○ ○

犬山病院 ○

医療法人　桑生会　くわばらクリニック ○ ○

訪問看護ステーションはるか ○ ○ ○

岩倉市

岩倉病院 ○ ○ ○ ○ ○

いわくら整形外科クリニック ○

岩倉東クリニック ○ ○

大口町 さくら総合病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

春日井市

春日井リハビリテーション病院 ○ ○ ○ ○ ○

春日井整形外科 ○ ○ ○

春日井市医師会在宅療養センター ○

勝川医院 ○ ○

春日井市民病院 ○

名古屋徳洲会総合病院 ○ ○ ○

東海記念病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

足立病院 ○ ○ ○

あさひ病院 ○ ○ ○ ○

介護老人保健施設メディコ春日井 ○ ○

たけだクリニック整形外科内科 ○ ○

なかひがし整形外科皮フ科 ○ ○

デイサービスセンター太陽・高蔵寺 ○

訪問看護ステーションあすなろ ○

訪問看護ステーション仁　春日井 ○

まつした整形外科 ○

勝川医院 ○

介護付有料老人ホームベティさんの家 ○ ○

春日井クリニック ○ ○ ○ ○ ○

きたしろ整形外科 ○ ○

春日井整形外科訪問看護ステーション ○

みすず訪問看護リハビリステーション春日井 ○

江南市

JA 愛知厚生連江南厚生病院 ○ ○ ○

介護老人保健施設フラワーコート江南 ○ ○ ○

ほてい整形外科クリニック ○

介護老人保健施設はじまり ○ ○

上田整形外科 ○ ○ ○

大型デイサービスセンター　サンサンリゾート太古の湯 ○

南天訪問看護ステーション ○ ○

小牧市

須田整形外科 ○

小牧第一病院 ○ ○ ○

小牧市民病院 ○ ○
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小牧市

ウィルケア訪問看護ステーション ○

塚原外科・内科 ○ ○

老人保健施設こまきの森 ○ ○

小牧ちば整形外科クリニック ○

平松内科・呼吸器内科小牧ぜんそく睡眠リハビリクリニック ○

北里クリニック ○ ○

小木南クリニック ○ ○

江崎外科内科 ○

扶桑町
伊藤整形・内科あいち腰痛オペクリニック ○ ○

神尾外科 ○ ○

知
多
半
島
医
療
圏

阿久比町

介護老人保健施設メディコ阿久比 ○ ○

竹内整形外科・内科クリニック ○ ○ ○ ○

東ヶ丘訪問看護ステーション ○

竹内整形外科・内科クリニック ○

大府市

共和病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国立長寿医療研究センター ○ ○ ○ ○ ○

あいち小児保健医療総合センター ○ ○

訪問看護ステーションソレイユ

伊東整形外科 ○

もりした整形外科 ○

介護老人保健施設ルミナス大府 ○ ○

ひらしま整形外科リウマチ科クリニック ○

愛厚ホーム大府苑 ○

国立長寿医療研究センター

前原整形外科リハビリテーションクリニック ○

介護老人保健施設キュア北崎 ○ ○

アップヒンド訪問看護ステーション ○

武豊町
石川病院 ○ ○ ○ ○

介護老人保健施設榊原 ○ ○ ○

知多市

知多小嶋記念病院 ○ ○ ○

知多サザンクリニック ○

老人保健施設知多苑 ○ ○ ○

いえだ整形外科リハビリクリニック ○ ○ ○

生活リハビリ巽ヶ丘 ○

西知多リハビリテーション病院 ○ ○ ○ ○

東海市

小嶋病院 ○ ○ ○

東海市立あすなろ学園

星城大学リハビリテーション学部

㈱シンフォニア訪問看護ステーション Legato ○ ○ ○

ポシブル太田川 ○

公立西知多総合病院 ○ ○

おおすが整形外科 ○

常滑市

常滑市民病院 ○ ○ ○ ○ ○

デイサービスさんらいふリハビリセンター　 ○

さかきばら整形外科クリニック ○

半田市

あべクリニック ○ ○ ○ ○ ○ ○

半田市立半田病院 ○

知多リハビリテーション病院 ○ ○ ○ ○

結生クリニック ○ ○ ○ ○

介護老人保健施設 LA・LA・LA ○ ○ ○

半田市児童発達支援センター半田市立つくし学園

東浦町 訪問看護ステーショングラシア ○

美浜町

愛知県厚生連知多厚生病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浜田整形外科・内科クリニック ○ ○ ○

渡辺病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会福祉法人 あぐりす実の会 ○
西
三
河

北
部
医

療
圏 豊田市

愛知県厚生連足助病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

斉藤病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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豊田市

さくら病院 ○ ○ ○ ○

老人保健施設かずえの郷 ○ ○ ○

三九朗病院 ○ ○ ○ ○ ○

豊田市こども発達センター ○

豊田地域医療センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊田老人保健施設 ○ ○

吉田整形外科病院 ○ ○ ○

トヨタ記念病院 ○

介護老人保健施設さなげ ○ ○

豊田市福祉事業団

浅井クリニック ○

グループホームあさがお

介護老人保健施設フジオカ ○ ○

高岡介護老人保健施設 ○ ○

逢妻クリニック ○

西三河訪問看護ステーション ○

P-BASE　清水店 ○ ○

ラルガパティオ柿本 ○

㈱ IQOL ○

トヨタ自動車健康保険組合　老人保健施設ジョイステイ ○ ○

Ｐ－ＢＡＳＥ ○ ○

豊田若竹病院 ○ ○ ○ ○

サービス付き高齢者向け住宅　T- グランシア水源 ○ ○

みよし市

名古屋在宅リハビリ研究所 ○

みよし市民病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

寿光会中央病院 ○ ○ ○

三好老人保健施設 ○ ○

いしい外科三好クリニック ○ ○

東海学園大学スポーツ健康科学部

臼井整形外科 ○

三好ヶ丘整形外科 ○

西
三
河
南
部
東
医
療
圏

岡崎市

岡崎東病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡崎共立病院 ○ ○ ○ ○ ○

宇野病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

老人保健施設さくらの里 ○ ○

愛知県三河青い鳥医療療育センター ○ ○

岡崎市民病院 ○ ○ ○

北斗病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

山本整形外科 ○

はまな整形外科クリニック ○

滝町介護老人保健施設 ○ ○

城南整形外科 ○ ○ ○

岡崎整形外科 ○ ○

中西整形外科 ○ ○ ○ ○

うちぼり医院 ○ ○

特別養護老人ホームかわいの里 ○

天野整形外科クリニック ○

かとう整形外科 ○ ○

田井整形外科クリニック ○

冨田病院 ○ ○ ○ ○

医療法人あおぞら在宅クリニック ○ ○

こども療育センターきらりんくらぶ

こども訪問看護ステーション じん おかざき ○

アストレ訪問看護ステーション

訪問看護ステーション仁岡崎 ○

あづま屋デイサービス北部 ○

葵セントラル病院 ○

葵訪問看護ステーション ○
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東

医
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圏

幸田町
むらかみ整形外科 ○ ○ ○

SUZUKI HEALTH PLANNING ○

西
三
河
南
部
西
医
療
圏

安城市

八千代病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

八千代訪問看護ステーション

松井整形外科 ○ ○ ○ ○

安城更生病院 ○ ○ ○ ○

ささめ整形外科 ○

㈱ ONZiii Act ○

安城老人保健施設 ○ ○

さとう整形外科 ○ ○

老人保健施設さとまち ○ ○ ○

アイシン・エィ・ダブリュ㈱

㈱ ONZiii Act

訪問看護ステーションおおた ○

社会福祉法人相志会こころくばり ○ ○

刈谷市

介護老人保健施設ハビリス一ツ木 ○ ○

刈谷整形外科病院 ○ ○ ○

刈谷豊田総合病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○

刈谷記念病院 ○ ○

刈谷市社会福祉協議会 ○

刈谷豊田総合病院東分院 ○ ○ ○

谷口クリニック ○

介護老人保健施設かりや ○ ○ ○

豊田自動織機シャトルズ

碧海中央クリニック ○

老人デイサービスセンターひまわり ○

社会福祉法人　刈谷市社会福祉協議会

高浜市
刈谷豊田総合病院高浜分院 ○

デイホームふぁんふぁんらんど ○

知立市

大山クリニック ○ ○ ○

秋田病院 ○ ○ ○ ○ ○

かじた子どもクリニック ○

西尾市

高須病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小野田整形外科クリニック ○ ○ ○

なかざわ記念クリニック ○

西尾病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西尾市民病院 ○ ○ ○

西尾老人保健施設 ○

老人保健施設高須ケアガーデン ○ ○

介護老人保健施設いずみ ○ ○

リハビリ訪問看護ステーション西尾 ○ ○ ○

中澤デイケアセンター ○

医療法人仁医会 ○

整形外科陽だまりの森クリニック ○ ○

あいちリハビリテーション病院 ○ ○ ○ ○

神谷内科整形外科 ○

せんねん村矢曽根 ○

西尾病院 ○

愛厚ホーム西尾苑 ○

㈱ふじケアサポート　デイサービス笑庵 ○ ○

碧南市

老人保健施設ひまわり ○ ○ ○

碧南市民病院 ○ ○ ○

小林記念病院 ○ ○ ○ ○

小林記念病院 ○ ○ ○ ○ ○

碧南市役所
東
三
河
北
部

医
療
圏

新城市

今泉病院 ○ ○ ○ ○

新城市民病院 ○ ○ ○ ○

西新町整形外科 ○ ○
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二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

今回協力のあった病院または診療所に関するリハビリテーション実施内容 今回協力のあった施設に関する介護保険関連領域のサービス内容
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河
北
部

医
療
圏

新城市
ろくじゅデイサービス新城 ○

とも整形外科リハビリクリニック ○

東栄町 東栄町国民健康保険東栄病院 ○ ○ ○

東
三
河
南
部
医
療
圏

蒲郡市

蒲郡深志病院 ○ ○

蒲郡市民病院 ○ ○ ○ ○

蒲郡厚生館病院 ○ ○ ○

とよおかクリニック ○ ○ ○

いのうえ整形外科 ○

かんだ整形外科リウマチ科 ○

ふじい整形外科 ○

田原市

愛知県厚生農業協同組合連合会渥美病院 ○ ○ ○ ○ ○

愛知厚生連あつみの郷 ○ ○ ○

かんべ整形リハビリクリニック ○ ○

豊川市

宮地病院 ○ ○ ○ ○

皆藤クリニック ○ ○

樋口病院 ○ ○ ○

豊川青山病院 ○ ○

国府病院 ○ ○

豊川さくら病院 ○ ○ ○ ○ ○

豊川市民病院 ○ ○ ○ ○

後藤病院 ○ ○ ○

介護老人保健施設おとわの杜 ○ ○ ○

愛厚希全の里

大崎整形リハビリクリニック ○

可知病院 ○ ○

信愛医療療育センター ○ ○

豊橋市

赤岩病院 ○ ○

光生会病院 ○ ○ ○

豊橋あゆみ学園

豊橋整形外科江崎病院 ○ ○ ○ ○ ○

太田整形外科 ○ ○

積善病院 ○ ○

老人保健施設明陽苑 ○ ○

訪問看護ステーション明陽苑 ○

老人保健施設ベルヴューハイツ ○ ○ ○

医療法人羔羊会弥生病院 ○

身体障害者療護施設珠藻荘

老人保健施設ジュゲム ○ ○

豊橋市民病院 ○ ○ ○ ○

豊橋整形外科向山クリニック ○ ○

老人保健施設尽誠苑 ○ ○ ○ ○ ○

豊橋整形外科鷹丘クリニック ○ ○ ○

介護老人保健施設赤岩荘 ○ ○ ○ ○ ○

福祉村病院 ○ ○ ○ ○

豊橋市役所

きよし整形外科 ○ ○ ○

豊橋元町病院 ○ ○ ○ ○

第二成田記念病院 ○

介護老人保健施設みのり ○ ○ ○ ○

豊橋ハートセンター ○

豊橋市こども発達センター ○

豊橋市医師会訪問看護ステーション ○

はしら整形リハビリクリニック ○

積善クリニック ○ ○ ○

とよはしにし整形リハクリニック ○ ○

医療法人積善会第二積善病院 ○ ○

殿田橋整形外科 ○

整友会デイリハビリセンター ○
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二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

今回協力のあった病院または診療所に関するリハビリテーション実施内容 今回協力のあった施設に関する介護保険関連領域のサービス内容
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小石整形外科クリニック ○

木村整形外科 ○
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２．職員の状況（常勤および非常勤別における男女数・訪問および通所リハビリテーションに
関わっている常勤および非常勤の人数）

二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況

常勤 非常勤 通所リハ
ビリテー
ション

通所介護
訪問リハ
ビリテー
ション

訪問看護
ステーション その他

協会加入者 協会未加入者 協会加入者 協会未加入者

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

名
古
屋
医
療
圏

熱田区

水谷病院 16 2 1 3

熱田リハビリテーション病院 29 18 11 2 2 6 2 2

みなと医療生協協立総合病院 6 3 2

服部病院 1 4 2

介護老人保健施設かなやま 1 2 3 1 6 1

あつた神宮東クリニック 3 1 1 1

ひびのファミリア

北区

名春中央病院 2 1

総合上飯田第一病院 12 5 1 2

上飯田リハビリテーション病院 2 1 2 1

北病院 5 1 1 1 6 1

大隈病院 7 7 1 4 3

みずのリハビリクリニック 8 1 3

城見整形外科クリニック 4 1 1 5 4

橋本整形外科クリニック

介護老人保健施設生協わかばの里 4 1

しんぽ整形外科 1 1 2

名古屋市立西部医療センター 8 2

愛生訪問看護ステーション 3 3 6

名古屋市北区訪問看護ステーション 1 1

あじま診療所デイケアあじまルーム 1 1

キョーワ訪問看護リハビリステーション　寄り添い屋　名北店 1 1 2
社会福祉法人名北福祉会デイサービス東町 1 1

昭和区

てしがわら病院 1 1 1

名古屋大学医学部附属病院 21 10

かわな病院 10 8 1 2 5 8 8

名古屋第二赤十字病院 13 10 1 1

名古屋市児童福祉センター 2 3

白水クリニック 2 1

阿由知通山路整形外科 1 2 7 3

前田整形外科クリニック 1 2

いわた整形・外科・内科クリニック 3 3 1

名古屋スポーツクリニック 6 2

特別養護老人ホーム南山の郷 1 1

メディカルいつき 2 2 2 1 1 2 2 2 2

メドック健康クリニック 1 1 1 1

川名山荘 2

千種区

東海病院 6 3 1 1 2 1
はちや整形外科病院 9 6

吉田病院 6 3 1 3
名古屋市立東部医療センター 8 3 2

老人保健施設メディカルホーム大久手 1 1

はちやデイサービスセンター 2 2
加藤病院 11 6 1 1 1 4 2 1 1 1 5 1

ちくさ病院 2 3 2 1

トライデントスポーツ医療看護専門学校 5 1 14 3 1 1

てっく訪問看護ステーション 2 2 4

愛知県がんセンター中央病院 5 1

整形外科京命クリニック 6 1 4 1 2 1

訪問看護ステーションたんぽぽ 2 1 3

ぐしけん整形外科クリニック 1 2 1 3 1

キョーワ訪問看護リハビリステーション寄り添い屋 3 1 4

エム・オーヒューマンサービス㈱ 1 1

天白区
介護老人保健施設メディコ平針 4 1 2 1

新生会第一病院 6 1 1
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二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況

常勤 非常勤 通所リハ
ビリテー
ション

通所介護
訪問リハ
ビリテー
ション

訪問看護
ステーション その他

協会加入者 協会未加入者 協会加入者 協会未加入者

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

名
古
屋
医
療
圏

天白区

名古屋記念病院

東樹会病院 3 3

あいち診療会 1 1 3 1 2 1

八事病院 2

おにたけ整形外科 1 2 2 1

新生会あしたの丘 1

並木病院 7 6

田森整形外科 2 1 3 1

老人保健施設サンタマリア 1 1 1 1 3 1 2 1

伊藤整形外科 3 1 1 1

元八事整形外科・形成外科

いなぐま整形外科クリニック 1 1

名古屋市天白区訪問看護ステーション 1 1

訪問看護ステーション Florence 1 1 2

中川区

デイサービスももふね 1 1 1 1

名古屋掖済会病院

松蔭病院 1 1

名古屋共立病院 7 5 1

老人保健施設ラ・ファミリア 4 1

西口整形外科 1 5 2 1 1 2 1

藤田保健衛生大学坂文種報徳會病院 9 9

老人保健施設みず里 3 2 2 0.3 1

訪問看護ステーションきょうりつ 2 2 2 2

富田病院 4 1 1

こもと整形外科 1 3 2 1 2 1 4 4

佐藤病院 2 1 3 2

こいで整形外科 3 1 1 4

中川診療所 1 1 2

医療法人 City Care うめだ整形外科 4 1 1 1

名古屋西病院 4 2 1

あらこ整形外科リウマチ科クリニック 2 1

スギ訪問看護ステーション野立橋 2 2

八田整形外科クリニック

医療法人開生会かいせい病院 1 1

キョーワ訪問看護リハビリステーション寄り添い屋中川店 1 1 1 1 3 1

リハプロ訪問看護ステーション・名古屋 1 1

中区

国立病院機構名古屋医療センター 13 3 8 2

名城病院 5 6

NTT 西日本東海病院 11 2 1

㈱ジェネラス 11 6 12 3 1 14 11

星城大学リハビリテーション学院

介護老人保健施設セントラーレ 1 2 2 5

㈱ジェネラス 7 2 7 9 7

介護老人保健施設メディケア栄 2 1 2 1

たかい整形外科 1

中日病院 1 2

滋慶学園　名古屋医健スポーツ専門学校 3 2 1

㈱ CLINICAL STUDY SUPPORT 1

一般社団法人 Mahana 1

名古屋栄ペインクリニック 2 1

㈱ ARO 1 1

中村区

増子記念病院 5 3

鵜飼病院 12 4 4

中部リハビリテーション専門学校

名古屋第一赤十字病院 15 7 1

名古屋セントラル病院 2 3

偕行会城西病院 4 2 1 6 2

大菅病院 3 1 3 1 1 1 2 4

八田なみき病院 5 1
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二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況

常勤 非常勤 通所リハ
ビリテー
ション

通所介護
訪問リハ
ビリテー
ション

訪問看護
ステーション その他

協会加入者 協会未加入者 協会加入者 協会未加入者

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

名
古
屋
医
療
圏

中村区

医療法人珪山会　鵜飼リハビリテーション病院 36 12 1 3 6

介護老人保健施設第 1 若宮 3 2 5

理学・作業名古屋専門学校 2 4

介護老人保健施設白社苑 1 1 1 3

東海医療科学専門学校 7 2

介護老人保健施設第Ⅱ四季の里 1 2 1 3 1

名古屋医専 5 2 4

介護老人保健施設はっ田 1 1 1

増子クリニック昴 1 1

糖研会きとう内科 2 2

介護老人保健施設ジョイフル名駅 4 1 1

クリニックかけはし 2 1 2 4 4

なんよう訪問看護リハビリステーション中村 1 1

西区

医療法人承継会　井戸田整形外科名駅スポーツクリニック 12 2 5 1 3 1 1

国際医学技術専門学校 7 1 1

愛知県済生会リハビリテーション病院 49 27 2 1 4 2

愛知県青い鳥医療療育センター 3 6

名古屋市北部地域療育センター 1 1

名鉄病院 13 8

介護老人保健施設第二ハートフルライフ西城 2 1 0.5 1

よねだクリニック 7 3 3

介護老人保健施設福の里 1 1 1

はせ整形外科せぼねクリニック 2 2 1 1 2 1 1

キョーワ訪問看護リハビリステーション寄り添い屋名西店 2 2

玉池在宅クリニック 2 2

東区

名古屋逓信病院 5 3

名古屋大学大学院医学系研究科 3 4

林整形外科 2 1 1 3

㈱ gene 16 2 3 5 2 3 18 8

名古屋ハートセンター 5 2

キョーワ訪問看護リハビリステーション寄り添い屋東店 1 1

いとう整形外科・外科

瑞穂区

名古屋市立大学病院 7 4 2

稲熊病院 2 1 1

老人保健施設瑞穂 4 1 1 3 4

名古屋市役所障害福祉部 1

名古屋市総合リハビリテーションセンター 9 8 1 3 3

訪問看護ステーションサルビア 1 1 1 2 1

高木病院 2 1 1

介護老人保健施設セントラル堀田 1 4 1 1 1 6 1 5

ブラザー記念病院 2 1 2

訪問看護リハビリステーション陽明 4 3 2 1 10

柴田屋整形外科 5 1 1 1 1 1 1

リハビリデイサービスソラナ 1 1 1 1 2
名古屋市立大学 2

寺本　整形外科・内科　リエゾンクリニック 2 3 5

緑区

南生協病院 7 3 1

名古屋市立緑市民病院 3 1 4

第一なるみ病院 7 3 4 3

介護老人保健施設みどり 1 3 1 4

相生山病院 11 2 1

中島整形外科 3 1

まこと老人保健施設 2 1 2 1

こうの整形外科 5 1 2 6 1 6 1

介護老人保健施設フジタ 1 2 2 2 7

清水山整形外科クリニック 1 1

整形外科鳴子クリニック 3 1

徳重整形外科クリニック 4 1 1 4

平岩病院 3 1 3
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二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況

常勤 非常勤 通所リハ
ビリテー
ション

通所介護
訪問リハ
ビリテー
ション

訪問看護
ステーション その他

協会加入者 協会未加入者 協会加入者 協会未加入者

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

名
古
屋
医
療
圏

緑区
さがら整形外科 5 1

大同みどりクリニック 7 2 7

港区

臨港病院 1 3

東洋病院 4 2 3

老人保健施設あんず 1 1 4 2 1 1 8 2 2 1

中部労災病院 15 5

あずま老人保健施設 3 3 6

老人保健施設ケア・サポート新茶屋 2 2 4

汐止クリニック 2 1 2 5 5

たわだリハビリクリニック 3 4 1 4 1 1

介護老人保健施設トリトン 5 3 8 2

あずまリハビリテーション病院

水谷医院小碓デイケアセンター 2 1 2 1

医療法人堂満医院 1 1 1 1 2

南区

南部地域療育センターそよ風 1 1 1 1 1

笠寺病院 4 1 2 3 1

善常会リハビリテーション病院 40 19 5 10 9

大同病院 20 15 1 2 3 1 4

山口病院 4 2

名南病院 7 1 1

並木クリニック 1 1 1 3 3

独立行政法人地域医療機能推進機構中京病院 8 4

南医療生協かなめ病院 3

名南病院

訪問看護ステーションほしざき 1 1

デイサービスきままてんぐ苑 1 1

名東区

メイトウホスピタル 9 8 10 4 4 1 3

福祉医療センター名古屋市厚生院 2 1 1

国立病院機構東名古屋病院

介護老人保健施設星ヶ丘アメニティクラブ 1 2 1 3 1

木村病院 14 14 2 3 3

いのこし病院 3 3 2 2 2

訪問看護ステーションリハピネス

すぎやま病院 4 2

虹ヶ丘介護老人保健施設 1 1 2 1

リハピネス梅森坂 1 1 1 1
よしだ整形外科クリニック 5 2 1

さいとう整形外科リウマチ科 4 1 2 4

すみた整形外科リウマチクリニック 1 6 2

介護老人保健施設ひきやま 1

あさの整形外科 1 4

名古屋市障害者スポーツセンター 1

やまがみ整形外科腰痛クリニック 2 2

わたなべ整形外科運動器クリニック 1 1

守山区

守山整形外科クリニック 1 2 1

老人保健施設ウエルネス守山 1 2 1 4 4

川島病院 20 6 2 2

とみやす整形外科クリニック 2 1 3 2

守山いつき病院 7 2 2

ひろし整形外科 2 2

樋口整形外科病院 2 1

紘仁病院 1 4 1 1 1

デイケアゆうあい 1 2 2 1 4

介護老人保健施設あまこだ 1 1 1 1 1

訪問看護ステーションキープオン守山

リハビリフィットネス小幡 1 1 2

優輪訪問看護ステーション 1 1

あいじゅ Reha&Stay 1 1

リハビリ専門デイサービスはなのき　守山新城店 1 1
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二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況

常勤 非常勤 通所リハ
ビリテー
ション

通所介護
訪問リハ
ビリテー
ション

訪問看護
ステーション その他

協会加入者 協会未加入者 協会加入者 協会未加入者

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

海
部
医
療
圏

あま市

あま市民病院 5 1

㈲エンネルグ 1 1 1 2 1 2
森整形外科クリニック 1 1 1 1 1

海部郡
介護老人保健施設四季の里 2 2 4

介護老人保健施設ヴィラとびしま 1 1 1 5 1

蟹江町
尾張温泉かにえ病院 14 7 10 2 3 3

介護老人保健施設セーヌ蟹江 2 1 1 4

津島市

医療法人宏徳会　安藤病院 5 2 1 5

津島リハビリテーション病院 5 5 4

津島市民病院 10 9 1 1

第二アメニティつしま 2 1 2 1

老人保健施設　第一アメニティつしま 1 1 2

デイサービスまごのて 1 1

愛西市
鈴木整形外科 4

デイサービス愛西ガーデン 1 1

弥富市

服部整形外科皮フ科 3 3 1 1 4 4

愛知県厚生連海南病院 14 8 1 2

偕行会リハビリテーション病院 24 23 1 10

尾
張
中
部
医
療
圏

北名古屋市

西春整形外科 3 1 1

光寿会リハビリテーション病院 1 4 2

老人保健施設洋洋園 2 1

いぶき野クリニック 2 1 2 3 2 3 2

師勝整形外科 2 1 1

北名古屋市市役所東庁舎 1

ステップリハビリケアセンター北名古屋 1 1

名古屋整形外科人工関節クリニック 8 5 13

やまだ整形外科リハビリクリニック 5 2 1

清須市

老人保健施設満天星 4 4

愛知医療学院短期大学 5 4

五条川リハビリテーション病院 8 6 6 2 2 9 2 4

びわじま整形外科 2 1 2

はなみずき整形外科スポーツクリニック 7 1 1 1 1

ゆうあいリハビリクリニック 1 1

はるひ呼吸器病院 2 1 1 2 2

訪問看護リハビリステーションからふる 1 1

㈱ジェネラス 1 1

尾
張
東
部
医
療
圏

愛知郡 老人保健施設和合の里 2 1 2 4

尾張旭市

（独）労働者健康安全機構　旭労災病院

可知整形外科 3 3 1 1 5 2

介護老人保健施設清風苑 7 4

つぼい整形外科内科 2 1

宮本整形外科クリニック 3 3

四軒家整形外科クリニック 1 3

あらかわ医院 6 1 5 1

ベル整形外科クリニック 2

リハビリフィットネス訪問看護ステーション旭 3 3

㈱ Think Life 1 1

瀬戸市

水野病院 2 1

浅野整形外科医院 3 6 9 3

愛知労災特別介護施設ケアプラザ瀬戸 1

公立陶生病院 14 7 1 1

老人保健施設すこやか荘 1

青山病院 5 2 1

宏和会あさい病院 8 9

デイサービスセンター瀬戸共栄 1 1 1 1
おがわ整形外科 2

柊訪問看護ステーション 2 1 3 2 4

あおば訪問看護ステーション 2 1 1 4

リハビリ訪問看護ステーショントライ 2 1 1 2 4 1 5 5



−		124	−

二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況

常勤 非常勤 通所リハ
ビリテー
ション

通所介護
訪問リハ
ビリテー
ション

訪問看護
ステーション その他

協会加入者 協会未加入者 協会加入者 協会未加入者

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

尾
張
東
部
医
療
圏

瀬戸市
リハビリライフさくら 1 1

瀬戸みどりのまち病院 7 8 1 7 5 1

豊明市

豊明第二老人保健施設 2 3 1 6

豊明老人保健施設 2 2

藤田保健衛生大学病院 54 27

藤田保健衛生大学医療科学部 13 3

前原外科・整形外科 8 2

障害者支援施設ゆたか苑 1 1

藤田保健衛生大学地域包括ケア中核センター 3 2 1 1 5 2

前原外科・整形外科 2 2 1 4 2 4 2

藤田保健衛生大学研究支援推進センター 1

長久手市

愛知医科大学運動療育センター 3 1

愛知医科大学病院 19 10 1

ヒロ整形クリニック 2 1 1

おおた整形外科クリニック 1 1 2 1

朝日が丘整形外科 4 2 1 1

葵の園・長久手 1 2 1 1 2

訪問看護ステーション仁 長久手サテライト 2 2

日進市

福友病院 2 1 1

愛知国際病院 1 5 1

日進おりど病院 2 5 11 3 2 12 2

平針かとう整形外科 6 6 1

日進老人保健施設 1 2 3 1

訪問看護ステーションリハメール日進 3 10 1 3 11

日進すずき整形外科 1 1 1 2

訪問看護ステーションえまい 2 2

尾
張
西
部
医
療
圏

一宮市

総合大雄会病院 16 5 2 4 3

一宮市立市民病院 15 4 2 3 2

尾洲病院 19 3

老人保健施設やすらぎ 7 5 1 12 1 4

千秋病院 11 8 7 1 4 1

泰玄会病院 8 1 1 1

尾西記念病院 32 11 5 4 7

老人保健施設アウン 5 2 1 3.5 0.35 0.4

一宮西病院 54 10 3 1

国井病院 2 2

一宮市萩の里特別養護老人ホーム 1 1

介護老人保健施設いつきの里 3 3

老人保健施設ピエタ 5 1 6

㈱夢工房 3 1 4

介護老人保健施設ちあき 2 2 2

磯村医院 3 1 1 1 1 1

稲垣医院 1 1

ふれあいデイサービス 1 1 1 1
山下病院 3 1 1

なないろ訪問看護ステーション 1 1

一宮医療療育センター 5 4

萩原整形外科リウマチクリニック 5

社会医療法人杏嶺会　リハカフェデイサービスあゆむ 1 1

墨医院 3

井上内科クリニック 2 1 2 3 2

やまざき整形外科リウマチクリニック 1 1

稲沢市

六輪病院 5 1 1

稲沢市民病院 4 3 2

愛厚はなのきの里 1

愛知県厚生連稲沢厚生病院 10 2 1

服部整形外科 1

訪問看護ステーションオレンジ 2 1 1 3 1

訪問看護ステーションブルーポピー 1 4 1 5 2 5 3 6 15
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二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況

常勤 非常勤 通所リハ
ビリテー
ション

通所介護
訪問リハ
ビリテー
ション

訪問看護
ステーション その他

協会加入者 協会未加入者 協会加入者 協会未加入者

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

尾
張
西
部
医
療
圏

稲沢市

ステップリハビリケアセンター稲沢 1 1 1 1
みやた整形外科 7 1

福寿想稲沢リハビリデイサービス 2 2 1 1 5 1
こんどう整形外科 1

尾
張
北
部
医
療
圏

犬山市

ふなびきクリニック 3 2 3 3 2 1 3 1

カワムラ整形外科 1 1 1

犬山中央病院 10 3 7 2

介護老人保健施設フローレンス犬山 4 1 1 1

いたつ内科クリニック 1 1 1

犬山駅西病院 1 1 2 1 1 2 3

犬山病院 1

医療法人　桑生会　くわばらクリニック 1 1 1 3

訪問看護ステーションはるか 1

岩倉市

岩倉病院 12 13 1 1 7 1

いわくら整形外科クリニック 2 1 1

岩倉東クリニック 1 1

大口町 さくら総合病院 38 21 1 5 8 2

春日井市

春日井リハビリテーション病院 11 2 3 2 8 3

春日井整形外科 9 3 1 1

春日井市医師会在宅療養センター 1 1 1 3

勝川医院

春日井市民病院 10 2

名古屋徳洲会総合病院 13 12

東海記念病院 23 15 2 2 3 2 3 1 1 6 2 1

足立病院 2 1

あさひ病院 14 7 2

介護老人保健施設メディコ春日井 3 1 4

たけだクリニック整形外科内科 7 2 1 4 2 2

なかひがし整形外科皮フ科 1 2 1

デイサービスセンター太陽・高蔵寺 1 2 3

訪問看護ステーションあすなろ 1 4 1 5 1

訪問看護ステーション仁　春日井 4 2 1 1 5 7 6

まつした整形外科 6 2 6

勝川医院 1 1

介護付有料老人ホームベティさんの家 1 1 1
春日井クリニック 1 1 2 4

きたしろ整形外科 3 2 1

春日井整形外科訪問看護ステーション 1 2 1 1 3 1

みすず訪問看護リハビリステーション春日井 1 1 1 2 1

江南市

JA 愛知厚生連江南厚生病院 12 3 2

介護老人保健施設フラワーコート江南 4 2 1 4 1 6 3 1

ほてい整形外科クリニック 1

介護老人保健施設はじまり 1 2 1 1 3 1

上田整形外科 2 1 1

大型デイサービスセンター　サンサンリゾート太古の湯 2 1 3

南天訪問看護ステーション 2 1 1 3 1

小牧市

須田整形外科 2 2 1

小牧第一病院 3 3 4

小牧市民病院 10 4

ウィルケア訪問看護ステーション 3 2 2 1 4 1 7 6

塚原外科・内科 3 1

老人保健施設こまきの森 1 3 1 3

小牧ちば整形外科クリニック 4

平松内科・呼吸器内科小牧ぜんそく睡眠リハビリクリニック 2 1

北里クリニック 3 3

小木南クリニック 1 1 1 3

江崎外科内科 1 1

扶桑町
伊藤整形・内科あいち腰痛オペクリニック 3 2 2 1 1 1

神尾外科 1 1 1
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二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況

常勤 非常勤 通所リハ
ビリテー
ション

通所介護
訪問リハ
ビリテー
ション

訪問看護
ステーション その他

協会加入者 協会未加入者 協会加入者 協会未加入者

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

知
多
半
島
医
療
圏

阿久比町

介護老人保健施設メディコ阿久比 3 1 1 4 1

竹内整形外科・内科クリニック 16 4 11 1 7 8 4 6 2

東ヶ丘訪問看護ステーション 1 1 1 1

竹内整形外科・内科クリニック 3 1 2 4 2

大府市

共和病院 6 4 7 9 9

国立長寿医療研究センター 25 20 1 3

あいち小児保健医療総合センター 1 1

訪問看護ステーションソレイユ

伊東整形外科 1 3 4

もりした整形外科 1 2

介護老人保健施設ルミナス大府 1 2 1 1 2 1

ひらしま整形外科リウマチ科クリニック 2 1

愛厚ホーム大府苑 2 2

国立長寿医療研究センター

前原整形外科リハビリテーションクリニック 13

介護老人保健施設キュア北崎 3 3 1 1 4

アップヒンド訪問看護ステーション 3 1 1 2 4 3

武豊町
石川病院 4 1 1 1

介護老人保健施設榊原 5 3 1 8 1 2 1

知多市

知多小嶋記念病院 5 1 1

知多サザンクリニック 2

老人保健施設知多苑 1 3 1 2 1 3 1

いえだ整形外科リハビリクリニック 4 1 1

生活リハビリ巽ヶ丘 1 1

西知多リハビリテーション病院 14 3 5 2 8 2

東海市

小嶋病院 4 1

東海市立あすなろ学園 2 1 1

星城大学リハビリテーション学部 8 2 7

㈱シンフォニア訪問看護ステーション Legato 1 1 3 2 3

ポシブル太田川 1 1

公立西知多総合病院 6 9 1

おおすが整形外科 7 1 1

常滑市

常滑市民病院 19 5 1 1

デイサービスさんらいふリハビリセンター　

さかきばら整形外科クリニック

半田市

あべクリニック 3 2 2 1

半田市立半田病院

知多リハビリテーション病院 15 7 1 3 8 3

結生クリニック 2 1 3 1 2

介護老人保健施設 LA・LA・LA

半田市児童発達支援センター半田市立つくし学園 1

東浦町 訪問看護ステーショングラシア 2 1 3 1 3 4

美浜町

愛知県厚生連知多厚生病院 15 4 3

浜田整形外科・内科クリニック 7 2 2 1

渡辺病院 15 10 1 2 5 3 4 1

社会福祉法人 あぐりす実の会 1 1

西
三
河
北
部
医
療
圏

豊田市

愛知県厚生連足助病院 8 2 8 1 2

斉藤病院 7 1 1 1

さくら病院 5 3 1 1 1 2 2 3 2

老人保健施設かずえの郷 1 2 1 2

三九朗病院 29 28 3 1 5 6 3 3 1

豊田市こども発達センター 3 1

豊田地域医療センター 8 8 2 1

豊田老人保健施設 2 1 1 1

吉田整形外科病院 17 6

トヨタ記念病院 14 9 2

介護老人保健施設さなげ

豊田市福祉事業団 1

浅井クリニック 1 2 1
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二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況

常勤 非常勤 通所リハ
ビリテー
ション

通所介護
訪問リハ
ビリテー
ション

訪問看護
ステーション その他

協会加入者 協会未加入者 協会加入者 協会未加入者

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

西
三
河
北
部
医
療
圏

豊田市

グループホームあさがお 1 1

介護老人保健施設フジオカ 2 2 4

高岡介護老人保健施設

逢妻クリニック 1 1

西三河訪問看護ステーション 2 2

P-BASE　清水店 3 1 2 2

ラルガパティオ柿本 1 2 1 3 4 1

㈱ IQOL 1 2 1 3 1
トヨタ自動車健康保険組合　老人保健施設ジョイステイ 5 3

Ｐ－ＢＡＳＥ 6 2 1 7 2

豊田若竹病院 9 2 1

サービス付き高齢者向け住宅　T- グランシア水源 1 1

みよし市

名古屋在宅リハビリ研究所 3 1 1 2 4 3

みよし市民病院 5 3 2 2

寿光会中央病院 3 3 3 4

三好老人保健施設 1 1 2 1

いしい外科三好クリニック 5 3 1 1

東海学園大学スポーツ健康科学部 2

臼井整形外科 2 2

三好ヶ丘整形外科 3 2 2 2

西
三
河
南
部
東
医
療
圏

岡崎市

岡崎東病院 4 1 5

岡崎共立病院 13 14 5 4 1 1 6

宇野病院 20 20 3 1

老人保健施設さくらの里

愛知県三河青い鳥医療療育センター 6 3

岡崎市民病院 11 6

北斗病院 13 13 7 1 3

山本整形外科 1

はまな整形外科クリニック 5 1

滝町介護老人保健施設 2 2 1 1 3 2

城南整形外科 3 3 6 5

岡崎整形外科 2 1 2 2

中西整形外科 3 1 3 2 1 2 4 1 2

うちぼり医院 2 1 1 2

特別養護老人ホームかわいの里 1

天野整形外科クリニック 2 1

かとう整形外科 1 1 6 1 1

田井整形外科クリニック 1

冨田病院 9 3 3 1

医療法人あおぞら在宅クリニック

こども療育センターきらりんくらぶ 1

こども訪問看護ステーション じん おかざき 4 2 1 6 1

アストレ訪問看護ステーション 2 1

訪問看護ステーション仁岡崎 4 1 4 1

あづま屋デイサービス北部 1 1

葵セントラル病院 1

葵訪問看護ステーション 1 1

幸田町
むらかみ整形外科 4 1 1 1 5 2 5 2

SUZUKI HEALTH PLANNING 1

西
三
河
南
部
西
医
療
圏

安城市

八千代病院 31 24 1 1 2 1 3 4 2

八千代訪問看護ステーション 1 1 2

松井整形外科 19 4 1 4 3

安城更生病院 3 1 1 5 1

ささめ整形外科 1 1 1 1

㈱ ONZiii Act 3 1 5 2 2 9 4
安城老人保健施設 2 1

さとう整形外科 3 1 3

老人保健施設さとまち 1 2 2 1

アイシン・エィ・ダブリュ㈱ 1
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二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況

常勤 非常勤 通所リハ
ビリテー
ション

通所介護
訪問リハ
ビリテー
ション

訪問看護
ステーション その他

協会加入者 協会未加入者 協会加入者 協会未加入者

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

西
三
河
南
部
西
医
療
圏

安城市

㈱ ONZiii Act

訪問看護ステーションおおた 1 1 1 1

社会福祉法人相志会こころくばり 1 1 1

刈谷市

介護老人保健施設ハビリス一ツ木 2 1 3

刈谷整形外科病院 5 1 1

刈谷豊田総合病院 24 19 3 3

刈谷記念病院 4 1 1 1

刈谷市社会福祉協議会 1 1 2

刈谷豊田総合病院東分院 3 1 4

谷口クリニック 1 2 2

介護老人保健施設かりや 1 3 4 2

豊田自動織機シャトルズ 2

碧海中央クリニック 3 2 2 2

老人デイサービスセンターひまわり 1 1

社会福祉法人　刈谷市社会福祉協議会 1

高浜市
刈谷豊田総合病院高浜分院 1 2

デイホームふぁんふぁんらんど 1 1

知立市

大山クリニック 1 1

秋田病院 17 18 1

かじた子どもクリニック 1 2

西尾市

高須病院 15 8 3 1 3 4 1 1 1 4 2

小野田整形外科クリニック 6 2 2 4

なかざわ記念クリニック 2 1 2

西尾病院 17 2 1

西尾市民病院 5 5

西尾老人保健施設 3 1 4

老人保健施設高須ケアガーデン 1 1 1 2 3 2

介護老人保健施設いずみ 2 1 3

リハビリ訪問看護ステーション西尾 3 1 1 4 1

中澤デイケアセンター 3 1 3 1

医療法人仁医会 1

整形外科陽だまりの森クリニック 2 2 1 5

あいちリハビリテーション病院 6 4 18 11 4 1

神谷内科整形外科

せんねん村矢曽根 1

西尾病院 1 1

愛厚ホーム西尾苑 1

㈱ふじケアサポート　デイサービス笑庵 1 1

碧南市

老人保健施設ひまわり 5 4 1 10

碧南市民病院 5 3

小林記念病院 13 3 16 15 1 2 6

小林記念病院 10 10 19 8 2 1 3 10 10

碧南市役所 1

東
三
河
北
部
医
療
圏

新城市

今泉病院 2 1 1 1

新城市民病院 4 7 2

西新町整形外科 3 1 1 1 5 1

ろくじゅデイサービス新城 1 1 1 1
とも整形外科リハビリクリニック 4 2

東栄町 東栄町国民健康保険東栄病院 2 2

東
三
河
南
部
医
療
圏

蒲郡市

蒲郡深志病院 2 3 3 4

蒲郡市民病院 8 3

蒲郡厚生館病院 12 3 2

とよおかクリニック 3 1 3 4 4

いのうえ整形外科 1 1

かんだ整形外科リウマチ科 3 1

ふじい整形外科 1

田原市

愛知県厚生農業協同組合連合会渥美病院 13 7 4 4

愛知厚生連あつみの郷 2 1 1 1 4 1

かんべ整形リハビリクリニック 2 1 3 3
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二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況

常勤 非常勤 通所リハ
ビリテー
ション

通所介護
訪問リハ
ビリテー
ション

訪問看護
ステーション その他

協会加入者 協会未加入者 協会加入者 協会未加入者

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

東
三
河
南
部
医
療
圏

豊川市

宮地病院 2 5 1 6

皆藤クリニック 1 3 1 1 4 1 1

樋口病院 3 1 1 1

豊川青山病院 1 2

国府病院 2

豊川さくら病院 17 3 3 5 1 2 1

豊川市民病院 8 5

後藤病院 1

介護老人保健施設おとわの杜 4 2 1 3 2 10 3 2

愛厚希全の里 2

大崎整形リハビリクリニック 5 2 1

可知病院 1 2 2 1 4 2

信愛医療療育センター 3 1 2

豊橋市

赤岩病院 15 5 3 3 3

光生会病院 3 1

豊橋あゆみ学園 1

豊橋整形外科江崎病院 16 10 1 2 3 2 14 1 11 2

太田整形外科 3 1 4

積善病院 3 1 1

老人保健施設明陽苑 1 2 1 1 1 5 1

訪問看護ステーション明陽苑 1 1

老人保健施設ベルヴューハイツ 2 2 1 1 5 1

医療法人羔羊会弥生病院 15 2

身体障害者療護施設珠藻荘 1 1

老人保健施設ジュゲム 4 1 2

豊橋市民病院 17 5 1 1 1

豊橋整形外科向山クリニック 12 3 3 2 17

老人保健施設尽誠苑 3 5 2 3 8 4 2 4 3 8 2

豊橋整形外科鷹丘クリニック

介護老人保健施設赤岩荘 4 1 1 3 2

福祉村病院 2 2 4 2 4

豊橋市役所 1

きよし整形外科 6 3 2 2 7

豊橋元町病院 1 1 1 2 1 2 1

第二成田記念病院

介護老人保健施設みのり

豊橋ハートセンター 4 1

豊橋市こども発達センター 1 2 1

豊橋市医師会訪問看護ステーション 1 1 1 1 2

はしら整形リハビリクリニック 9 1 3

積善クリニック 9 1 1 3 1

とよはしにし整形リハクリニック 4 1 2

医療法人積善会第二積善病院 2 2

殿田橋整形外科 4 1 1 1 1

整友会デイリハビリセンター 1 1 2

小石整形外科クリニック 3 3 1

木村整形外科 2 1



−		130	−

３．職員の状況（資格取得状況）

二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況（資格取得状況）
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会
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健
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運
動
指
導
士

そ
の
他

名
古
屋
医
療
圏

熱田区

水谷病院

熱田リハビリテーション病院 10 6 3 3 1 4

みなと医療生協協立総合病院

服部病院

介護老人保健施設かなやま 1

あつた神宮東クリニック 1 2 2 1 2 2

ひびのファミリア

北区

名春中央病院

総合上飯田第一病院 1 3 3 4 2 1

上飯田リハビリテーション病院 1 1 1 3 2 2 2 1

北病院

大隈病院 2 1 1 1 1

みずのリハビリクリニック

城見整形外科クリニック 1

橋本整形外科クリニック

介護老人保健施設生協わかばの里 1

しんぽ整形外科 1 1

名古屋市立西部医療センター 4 3 1 1 1 1

愛生訪問看護ステーション 3 4 1 1

名古屋市北区訪問看護ステーション 1 1 1

あじま診療所デイケアあじまルーム 1 1 1 1

キョーワ訪問看護リハビリステーション　寄り添い屋　名北店

社会福祉法人名北福祉会デイサービス東町

昭和区

てしがわら病院

名古屋大学医学部附属病院 4 2 7 1 1 2

かわな病院 3 4 2 4 2 2

名古屋第二赤十字病院 5 6 1 1 6 1 2

名古屋市児童福祉センター 1 1

白水クリニック 1 1 1

阿由知通山路整形外科

前田整形外科クリニック

いわた整形・外科・内科クリニック

名古屋スポーツクリニック 1

特別養護老人ホーム南山の郷 1 1 1 1 1

メディカルいつき 1 1

メドック健康クリニック 1

川名山荘 1 1 2

千種区

東海病院 1 1 4 2 1 2 2

はちや整形外科病院

吉田病院 2 2

名古屋市立東部医療センター 4 1 9 2 2

老人保健施設メディカルホーム大久手 1

はちやデイサービスセンター

加藤病院 2 1 3

ちくさ病院

トライデントスポーツ医療看護専門学校 2 2 1 1 2 2 1 1

てっく訪問看護ステーション 1

愛知県がんセンター中央病院 3 1 2 2 4

整形外科京命クリニック

訪問看護ステーションたんぽぽ 1 1

ぐしけん整形外科クリニック

キョーワ訪問看護リハビリステーション寄り添い屋 1 1 1

エム・オーヒューマンサービス㈱

天白区

介護老人保健施設メディコ平針 1 1 1 1

新生会第一病院

名古屋記念病院
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二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況（資格取得状況）
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そ
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他

名
古
屋
医
療
圏

天白区

東樹会病院 3

あいち診療会 1

八事病院

おにたけ整形外科

新生会あしたの丘 1 1

並木病院

田森整形外科 1 1

老人保健施設サンタマリア

伊藤整形外科 1 1

元八事整形外科・形成外科

いなぐま整形外科クリニック

名古屋市天白区訪問看護ステーション 1

訪問看護ステーション Florence 1 1

中川区

デイサービスももふね 1

名古屋掖済会病院

松蔭病院 1

名古屋共立病院 3

老人保健施設ラ・ファミリア 1 1 1

西口整形外科

藤田保健衛生大学坂文種報徳會病院 4 2 1 1

老人保健施設みず里 2 3 4 4 1

訪問看護ステーションきょうりつ 3 1

富田病院

こもと整形外科 1 1 1

佐藤病院

こいで整形外科

中川診療所

医療法人 City Care うめだ整形外科 1 1 1

名古屋西病院

あらこ整形外科リウマチ科クリニック

スギ訪問看護ステーション野立橋 1 2 1

八田整形外科クリニック

医療法人開生会かいせい病院

キョーワ訪問看護リハビリステーション寄り添い屋中川店 1

リハプロ訪問看護ステーション・名古屋 1 1 1

中区

国立病院機構名古屋医療センター 1 6 2 1 2 1 2 2 1

名城病院 1 2

NTT 西日本東海病院 1 2 1

㈱ジェネラス 2 1 1

星城大学リハビリテーション学院

介護老人保健施設セントラーレ 1 1

㈱ジェネラス 1 1 1

介護老人保健施設メディケア栄

たかい整形外科

中日病院

滋慶学園　名古屋医健スポーツ専門学校

㈱ CLINICAL STUDY SUPPORT

一般社団法人 Mahana 1 1 1 1

名古屋栄ペインクリニック 1 1 1 2

㈱ ARO

中村区

増子記念病院 1 1 1 1

鵜飼病院 1 2 2

中部リハビリテーション専門学校 3 2 4 1 2 2

名古屋第一赤十字病院 3 1 4 2

名古屋セントラル病院 1 1 1

偕行会城西病院 1 1 1

大菅病院 1

八田なみき病院
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二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況（資格取得状況）
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中村区

医療法人珪山会　鵜飼リハビリテーション病院 1 4 3 2 3 3

介護老人保健施設第 1 若宮 1 1

理学・作業名古屋専門学校

介護老人保健施設白社苑

東海医療科学専門学校 1

介護老人保健施設第Ⅱ四季の里 2

名古屋医専 1 1 1

介護老人保健施設はっ田 1

増子クリニック昴

糖研会きとう内科 1 2

介護老人保健施設ジョイフル名駅

クリニックかけはし 1 2 1 1

なんよう訪問看護リハビリステーション中村 1 1

西区

医療法人承継会　井戸田整形外科名駅スポーツクリニック 3

国際医学技術専門学校 1 5 1

愛知県済生会リハビリテーション病院 4 3 14 2 5 1 3

愛知県青い鳥医療療育センター 3 2 3

名古屋市北部地域療育センター 1

名鉄病院 1 1 6 1 1

介護老人保健施設第二ハートフルライフ西城 1

よねだクリニック

介護老人保健施設福の里

はせ整形外科せぼねクリニック 1 2

キョーワ訪問看護リハビリステーション寄り添い屋名西店 1 1 1

玉池在宅クリニック 1 1

東区

名古屋逓信病院 3 1

名古屋大学大学院医学系研究科 1 1 3

林整形外科 2 1 1

㈱ gene 3 1 5 4 4

名古屋ハートセンター 5 4 1

キョーワ訪問看護リハビリステーション寄り添い屋東店 1 1

いとう整形外科・外科

瑞穂区

名古屋市立大学病院 2 4 1 1

稲熊病院

老人保健施設瑞穂

名古屋市役所障害福祉部 1

名古屋市総合リハビリテーションセンター 3 1 10 5 1 5 2 2

訪問看護ステーションサルビア 1 1 1

高木病院

介護老人保健施設セントラル堀田 1 1

ブラザー記念病院 2

訪問看護リハビリステーション陽明 1

柴田屋整形外科

リハビリデイサービスソラナ 1 1 1 1

名古屋市立大学 2

寺本　整形外科・内科　リエゾンクリニック 1

緑区

南生協病院 2 5 7 1 1

名古屋市立緑市民病院 1 1

第一なるみ病院 1 2 1

介護老人保健施設みどり 1 2

相生山病院 2 3 1 6 3 1

中島整形外科 1

まこと老人保健施設 1

こうの整形外科

介護老人保健施設フジタ

清水山整形外科クリニック

整形外科鳴子クリニック

徳重整形外科クリニック
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緑区

平岩病院 1

さがら整形外科

大同みどりクリニック 3 2 2

港区

臨港病院

東洋病院 1

老人保健施設あんず 2 1 1

中部労災病院 1 1 3 3 3

あずま老人保健施設

老人保健施設ケア・サポート新茶屋

汐止クリニック 1

たわだリハビリクリニック 1

介護老人保健施設トリトン 2 3 4 2

あずまリハビリテーション病院

水谷医院小碓デイケアセンター 1 1 1 1 1 2

医療法人堂満医院 1

南区

南部地域療育センターそよ風

笠寺病院

善常会リハビリテーション病院 3 4 3 4 7 7 2 2

大同病院 1 3 2 6 3 2 2 2

山口病院 2 1

名南病院 2 3 1 1 1

並木クリニック

独立行政法人地域医療機能推進機構中京病院 1 5 2 1 1

南医療生協かなめ病院 1

名南病院

訪問看護ステーションほしざき

デイサービスきままてんぐ苑

名東区

メイトウホスピタル 4 2

福祉医療センター名古屋市厚生院 3 2 1

国立病院機構東名古屋病院

介護老人保健施設星ヶ丘アメニティクラブ

木村病院 2 2 2 1 1 1

いのこし病院 1

訪問看護ステーションリハピネス

すぎやま病院 1 1

虹ヶ丘介護老人保健施設

リハピネス梅森坂 1

よしだ整形外科クリニック

さいとう整形外科リウマチ科

すみた整形外科リウマチクリニック

介護老人保健施設ひきやま 1

あさの整形外科

名古屋市障害者スポーツセンター

やまがみ整形外科腰痛クリニック

わたなべ整形外科運動器クリニック

守山区

守山整形外科クリニック

老人保健施設ウエルネス守山

川島病院 5 2

とみやす整形外科クリニック 1 1

守山いつき病院 1 1 1

ひろし整形外科 1

樋口整形外科病院 1

紘仁病院

デイケアゆうあい 1 1

介護老人保健施設あまこだ

訪問看護ステーションキープオン守山

リハビリフィットネス小幡

優輪訪問看護ステーション



−		134	−

二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況（資格取得状況）

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
指
導
士

糖
尿
病
療
養
指
導
士

３
学
会
合
同
呼
吸
療
法
認
定
士
ま
た
は
呼

吸
ケ
ア
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
士

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
専
門
療
法
士

介
護
支
援
専
門
員

福
祉
住
環
境
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

専
門
理
学
療
法
士

認
定
理
学
療
法
士

地
域
包
括
ケ
ア
推
進

リ
ー
ダ
ー

介
護
予
防
推
進
リ
ー

ダ
ー

生
活
行
為
向
上
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト（
基
礎
）

生
活
行
為
向
上
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト（
応
用
）

ロ
コ
モ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

回
復
期
リ
ハ
病
棟
セ
ラ

ピ
ス
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー

協
会
指
定
管
理
者

健
康
運
動
指
導
士

そ
の
他

名
古
屋

医
療
圏

守山区
あいじゅ Reha&Stay 1

リハビリ専門デイサービスはなのき　守山新城店

海
部
医
療
圏

あま市

あま市民病院 1 2

㈲エンネルグ

森整形外科クリニック

海部郡
介護老人保健施設四季の里 1 1

介護老人保健施設ヴィラとびしま 1

蟹江町
尾張温泉かにえ病院 2

介護老人保健施設セーヌ蟹江 2 2 1 1

津島市

医療法人宏徳会　安藤病院 1 1 4 4 1

津島リハビリテーション病院 4 2 2

津島市民病院 2 2 4 5 3 1 2

第二アメニティつしま 1

老人保健施設　第一アメニティつしま 1

デイサービスまごのて 1 1

愛西市
鈴木整形外科 1

デイサービス愛西ガーデン 1

弥富市

服部整形外科皮フ科 1

愛知県厚生連海南病院 5 1 4 1 2 1 2 2 2

偕行会リハビリテーション病院 2 7 4 4

尾
張
中
部
医
療
圏

北名古屋市

西春整形外科

光寿会リハビリテーション病院

老人保健施設洋洋園

いぶき野クリニック 2 2 1

師勝整形外科 1

北名古屋市市役所東庁舎 1

ステップリハビリケアセンター北名古屋 1

名古屋整形外科人工関節クリニック 1

やまだ整形外科リハビリクリニック

清須市

老人保健施設満天星

愛知医療学院短期大学 1 2 2 1 1

五条川リハビリテーション病院 3 2 2 1

びわじま整形外科

はなみずき整形外科スポーツクリニック 1

ゆうあいリハビリクリニック

はるひ呼吸器病院

訪問看護リハビリステーションからふる 1 1 1 1 1 1

㈱ジェネラス

尾
張
東
部
医
療
圏

愛知郡 老人保健施設和合の里 1 1

尾張旭市

（独）労働者健康安全機構　旭労災病院

可知整形外科 1

介護老人保健施設清風苑 2 2 1 1 1 2

つぼい整形外科内科

宮本整形外科クリニック

四軒家整形外科クリニック 1

あらかわ医院

ベル整形外科クリニック 1 1 1

リハビリフィットネス訪問看護ステーション旭

㈱ Think Life 1 1

瀬戸市

水野病院 1 1

浅野整形外科医院 2 1

愛知労災特別介護施設ケアプラザ瀬戸

公立陶生病院 2 2 3 2 3 2 1

老人保健施設すこやか荘 1 1 1

青山病院

宏和会あさい病院 1 2 5 1 2 2

デイサービスセンター瀬戸共栄

おがわ整形外科
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瀬戸市

柊訪問看護ステーション

あおば訪問看護ステーション 1 1

リハビリ訪問看護ステーショントライ 1 2 1 1

リハビリライフさくら

瀬戸みどりのまち病院 1 3 4 3 4 4 1

豊明市

豊明第二老人保健施設 1 1 1 1 1

豊明老人保健施設 1

藤田保健衛生大学病院 4 10 1 3 1

藤田保健衛生大学医療科学部 2 10 1 1

前原外科・整形外科

障害者支援施設ゆたか苑

藤田保健衛生大学地域包括ケア中核センター 1 3 2 2 1 3 3 1

前原外科・整形外科 1

藤田保健衛生大学研究支援推進センター

長久手市

愛知医科大学運動療育センター

愛知医科大学病院 3 5 1 2 5 2 2 2 1

ヒロ整形クリニック 1 1

おおた整形外科クリニック

朝日が丘整形外科

葵の園・長久手 1

訪問看護ステーション仁 長久手サテライト 1 1 1

日進市

福友病院 3

愛知国際病院 2

日進おりど病院 1 1 1 2 2 2

平針かとう整形外科

日進老人保健施設 1

訪問看護ステーションリハメール日進 1 1

日進すずき整形外科

訪問看護ステーションえまい 1 1

尾
張
西
部
医
療
圏

一宮市

総合大雄会病院 3 4 2 7 7

一宮市立市民病院 4 2 6 3 3 1 3 3 1

尾洲病院

老人保健施設やすらぎ 1 1 1 1 2

千秋病院 2 1

泰玄会病院 3

尾西記念病院 2 2 4 1

老人保健施設アウン 2 6 2 1 1

一宮西病院 3 4 12 1 3 6 1 6 8

国井病院 1

一宮市萩の里特別養護老人ホーム 1 1 1

介護老人保健施設いつきの里 1 2 1 1

老人保健施設ピエタ

㈱夢工房

介護老人保健施設ちあき 1 1 2

磯村医院

稲垣医院

ふれあいデイサービス 1 1 1 1

山下病院 1 1 1

なないろ訪問看護ステーション

一宮医療療育センター 2 2 1

萩原整形外科リウマチクリニック

社会医療法人杏嶺会　リハカフェデイサービスあゆむ

墨医院

井上内科クリニック 1 1 1

やまざき整形外科リウマチクリニック 1

稲沢市

六輪病院 1 1 1 1

稲沢市民病院 1 1 2 2 4

愛厚はなのきの里
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稲沢市

愛知県厚生連稲沢厚生病院 1 1 2 4 1

服部整形外科

訪問看護ステーションオレンジ 3 3

訪問看護ステーションブルーポピー 1 4 5 1 1 4 3

ステップリハビリケアセンター稲沢

みやた整形外科 1

福寿想稲沢リハビリデイサービス 1 2 2

こんどう整形外科 1

尾
張
北
部
医
療
圏

犬山市

ふなびきクリニック 2

カワムラ整形外科 1 1 1 2

犬山中央病院 1 2 4

介護老人保健施設フローレンス犬山 2 4 1 1

いたつ内科クリニック

犬山駅西病院 1 2 1 1 1

犬山病院

医療法人　桑生会　くわばらクリニック 1 1 1 1

訪問看護ステーションはるか

岩倉市

岩倉病院 1 1 1

いわくら整形外科クリニック 1 1

岩倉東クリニック

大口町 さくら総合病院 2 1 8 4 1 3

春日井市

春日井リハビリテーション病院 2 3

春日井整形外科 1

春日井市医師会在宅療養センター 1 1 1

勝川医院

春日井市民病院 3 4 1 2 2

名古屋徳洲会総合病院 4 5 1 1

東海記念病院 3 2 1 2

足立病院

あさひ病院 1 1 3 1 1 1 1 1

介護老人保健施設メディコ春日井 1

たけだクリニック整形外科内科 1

なかひがし整形外科皮フ科 1 1

デイサービスセンター太陽・高蔵寺 2

訪問看護ステーションあすなろ

訪問看護ステーション仁　春日井 1 1 3 2 2

まつした整形外科 1

勝川医院 1 1

介護付有料老人ホームベティさんの家

春日井クリニック

きたしろ整形外科 2 1 2

春日井整形外科訪問看護ステーション 1 1

みすず訪問看護リハビリステーション春日井 1 2 2

江南市

JA 愛知厚生連江南厚生病院 2 1

介護老人保健施設フラワーコート江南 4 1

ほてい整形外科クリニック

介護老人保健施設はじまり

上田整形外科

大型デイサービスセンター　サンサンリゾート太古の湯 2 2

南天訪問看護ステーション 1 2 3

小牧市

須田整形外科

小牧第一病院 2 2

小牧市民病院 1 5

ウィルケア訪問看護ステーション 4 3 1

塚原外科・内科

老人保健施設こまきの森

小牧ちば整形外科クリニック 1

平松内科・呼吸器内科小牧ぜんそく睡眠リハビリクリニック 2 1
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二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況（資格取得状況）
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尾
張
北
部
医
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圏

小牧市

北里クリニック 1 1

小木南クリニック

江崎外科内科 2

扶桑町
伊藤整形・内科あいち腰痛オペクリニック 1

神尾外科 1 1

知
多
半
島
医
療
圏

阿久比町

介護老人保健施設メディコ阿久比 3 1 3

竹内整形外科・内科クリニック 3 2 2 1

東ヶ丘訪問看護ステーション 1 1

竹内整形外科・内科クリニック 1 1 1 1

大府市

共和病院 1 2 2 1 3 3

国立長寿医療研究センター 1 2 2 6 3 2 4 4

あいち小児保健医療総合センター 1 1 1

訪問看護ステーションソレイユ

伊東整形外科 1

もりした整形外科 1 1

介護老人保健施設ルミナス大府

ひらしま整形外科リウマチ科クリニック

愛厚ホーム大府苑 1

国立長寿医療研究センター

前原整形外科リハビリテーションクリニック

介護老人保健施設キュア北崎 1

アップヒンド訪問看護ステーション 2

武豊町
石川病院

介護老人保健施設榊原

知多市

知多小嶋記念病院 1 1

知多サザンクリニック

老人保健施設知多苑

いえだ整形外科リハビリクリニック

生活リハビリ巽ヶ丘 1

西知多リハビリテーション病院 1 2

東海市

小嶋病院 2 2

東海市立あすなろ学園

星城大学リハビリテーション学部 1 2 1 5 1 1 1

㈱シンフォニア訪問看護ステーション Legato 1 1

ポシブル太田川 1

公立西知多総合病院 2 7 1 1

おおすが整形外科 1 1

常滑市

常滑市民病院 4 2 1

デイサービスさんらいふリハビリセンター　

さかきばら整形外科クリニック

半田市

あべクリニック 1 1 2

半田市立半田病院

知多リハビリテーション病院 1 2

結生クリニック 1 2 3 1

介護老人保健施設 LA・LA・LA 1

半田市児童発達支援センター半田市立つくし学園 1

東浦町 訪問看護ステーショングラシア 2 4

美浜町

愛知県厚生連知多厚生病院 1 1 3 1 2 2

浜田整形外科・内科クリニック

渡辺病院 2 2 1 2 2 1

社会福祉法人 あぐりす実の会 

西
三
河
北
部
医
療
圏

豊田市

愛知県厚生連足助病院 2 1 1 1 2 1

斉藤病院 1

さくら病院 2 3 1 1

老人保健施設かずえの郷 1

三九朗病院 1 3 1 1 1 2

豊田市こども発達センター 1 1

豊田地域医療センター 6
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二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況（資格取得状況）
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西
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部
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豊田市

豊田老人保健施設

吉田整形外科病院

トヨタ記念病院 6 1 10 1 2 1

介護老人保健施設さなげ 1 1

豊田市福祉事業団

浅井クリニック

グループホームあさがお 1 1 1

介護老人保健施設フジオカ 1 1

高岡介護老人保健施設

逢妻クリニック 1

西三河訪問看護ステーション

P-BASE　清水店

ラルガパティオ柿本

㈱ IQOL

トヨタ自動車健康保険組合　老人保健施設ジョイステイ

Ｐ－ＢＡＳＥ 2 1 5

豊田若竹病院 2

サービス付き高齢者向け住宅　T- グランシア水源 1

みよし市

名古屋在宅リハビリ研究所

みよし市民病院 1 1

寿光会中央病院 1

三好老人保健施設 1

いしい外科三好クリニック 1 1

東海学園大学スポーツ健康科学部 1

臼井整形外科

三好ヶ丘整形外科 1

西
三
河
南
部
東
医
療
圏

岡崎市

岡崎東病院 2 4 7 2

岡崎共立病院 3 3 1

宇野病院 1 4 1 3 3 3

老人保健施設さくらの里

愛知県三河青い鳥医療療育センター 1 1

岡崎市民病院 2 2 8 3 4 2 1 1

北斗病院 5 1 1 3 3

山本整形外科

はまな整形外科クリニック

滝町介護老人保健施設

城南整形外科

岡崎整形外科

中西整形外科 1 2

うちぼり医院 1

特別養護老人ホームかわいの里 1

天野整形外科クリニック

かとう整形外科

田井整形外科クリニック

冨田病院 1 1

医療法人あおぞら在宅クリニック

こども療育センターきらりんくらぶ

こども訪問看護ステーション じん おかざき 1

アストレ訪問看護ステーション

訪問看護ステーション仁岡崎 2

あづま屋デイサービス北部 1

葵セントラル病院

葵訪問看護ステーション

幸田町
むらかみ整形外科

SUZUKI HEALTH PLANNING
西
三
河
南
部

西
医
療
圏

安城市

八千代病院 2 4 2 8 3 9 12

八千代訪問看護ステーション 1 1

松井整形外科 4 3 1 4 5
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二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況（資格取得状況）
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安城市

安城更生病院 2 2

ささめ整形外科

㈱ ONZiii Act 1 1 4 1 1

安城老人保健施設 2

さとう整形外科

老人保健施設さとまち 2

アイシン・エィ・ダブリュ㈱

㈱ ONZiii Act

訪問看護ステーションおおた

社会福祉法人相志会こころくばり

刈谷市

介護老人保健施設ハビリス一ツ木 1 1

刈谷整形外科病院 1 1

刈谷豊田総合病院 1 15 2 16 2 8 5 4

刈谷記念病院 1

刈谷市社会福祉協議会 1 1 1

刈谷豊田総合病院東分院 2 1

谷口クリニック

介護老人保健施設かりや 4 1 1

豊田自動織機シャトルズ 1

碧海中央クリニック 1

老人デイサービスセンターひまわり 1

社会福祉法人　刈谷市社会福祉協議会

高浜市
刈谷豊田総合病院高浜分院

デイホームふぁんふぁんらんど 1

知立市

大山クリニック

秋田病院 1 5

かじた子どもクリニック

西尾市

高須病院 2 2 4 2 1 1

小野田整形外科クリニック

なかざわ記念クリニック

西尾病院 1 1 1

西尾市民病院 2 1 1

西尾老人保健施設 1 2 1 1 2

老人保健施設高須ケアガーデン

介護老人保健施設いずみ

リハビリ訪問看護ステーション西尾 1 5 1

中澤デイケアセンター 2

医療法人仁医会 1 1 1 1 1

整形外科陽だまりの森クリニック 1 1

あいちリハビリテーション病院 1 1

神谷内科整形外科

せんねん村矢曽根

西尾病院

愛厚ホーム西尾苑 1

㈱ふじケアサポート　デイサービス笑庵 1 1 1 1

碧南市

老人保健施設ひまわり 1 1

碧南市民病院 2 3 2 1

小林記念病院 7 5 20 1 1 1

小林記念病院 8 1 3 20 1 1 2

碧南市役所 1 1 1

東
三
河
北
部
医
療
圏

新城市

今泉病院

新城市民病院 1 1 2 2 2 1

西新町整形外科 2 2 2

ろくじゅデイサービス新城

とも整形外科リハビリクリニック 1 1 1 1

東栄町 東栄町国民健康保険東栄病院 1
東
三
河

南
部
医

療
圏 蒲郡市

蒲郡深志病院 1 1

蒲郡市民病院 3 1 1 1 2 3 5
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二次医療圏 市区町村 病　院　・　施　設　名

職員の状況（資格取得状況）
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蒲郡市

蒲郡厚生館病院 3 1

とよおかクリニック

いのうえ整形外科 1

かんだ整形外科リウマチ科 1 1 1

ふじい整形外科 1

田原市

愛知県厚生農業協同組合連合会渥美病院 1 4 4 3 3 4 1

愛知厚生連あつみの郷 3 2 1 1 1

かんべ整形リハビリクリニック

豊川市

宮地病院

皆藤クリニック 1

樋口病院

豊川青山病院

国府病院 1

豊川さくら病院 1 4 1 1

豊川市民病院 2 2 2 1 4 2 3 6

後藤病院

介護老人保健施設おとわの杜

愛厚希全の里 1

大崎整形リハビリクリニック

可知病院 3

信愛医療療育センター 2 1 1

豊橋市

赤岩病院 3 1 3 1 1 1

光生会病院 2 1 1

豊橋あゆみ学園

豊橋整形外科江崎病院 1 3 5 2 2

太田整形外科

積善病院 1

老人保健施設明陽苑 1 4 1 1

訪問看護ステーション明陽苑 1

老人保健施設ベルヴューハイツ 2

医療法人羔羊会弥生病院 1 1

身体障害者療護施設珠藻荘

老人保健施設ジュゲム 1 5

豊橋市民病院 2 11 1 3 2 1 1 1

豊橋整形外科向山クリニック

老人保健施設尽誠苑 3 5 7 4 4 3

豊橋整形外科鷹丘クリニック

介護老人保健施設赤岩荘 2 2

福祉村病院 2 1

豊橋市役所 1 1

きよし整形外科 1 1 1

豊橋元町病院 1

第二成田記念病院

介護老人保健施設みのり

豊橋ハートセンター 5 2 2 1 1

豊橋市こども発達センター 3 1

豊橋市医師会訪問看護ステーション 2 2 1

はしら整形リハビリクリニック 1 1

積善クリニック 1 3

とよはしにし整形リハクリニック 1 1 1

医療法人積善会第二積善病院

殿田橋整形外科

整友会デイリハビリセンター

小石整形外科クリニック

木村整形外科
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（公益社団法人）

担当理事	 小川　智也	 公立陶生病院

（NPO法人）



愛知県理学療法白書　あいち2018　−理学療法における公益性と学術の深化−

編集・発行　公益社団法人　愛知県理学療法士会
〒461-0001　名古屋市東区泉1−12−35

1091ビル9F
TEL（052）972−6295

印刷・製本　株式会社ヨシノ印刷

令和元年６月30日発行



愛
知
県
理
学
療
法
白
書

あ
い
ち
２
０
１
８

― 

理
学
療
法
に
お
け
る
公
益
性
と
学
術
の
深
化 

―

公
益
社
団
法
人 

愛
知
県
理
学
療
法
士
会

愛知県理学療法白書
あいち 2018

― 理学療法における公益性と学術の深化 ―

公益社団法人 愛知県理学療法士会


